






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話　つかの間の休暇




「《光ひかりの戦せん神しん》に出動を要請する事態にならない限りは休んでくれ。いつもすまぬ」

　と言って皇帝はバルに休暇を与えた。

　皇帝は臆病かもしれないが、話の分かる君主である。

　その休みの日の朝、いつものようにやってきたミーナに言う。

「さて、どこで何をするかだな。それを考えて何もせずにダラダラと過ごすのも悪くないが、少しもったいない気もする。いいアイデアはあるか？」

「ではどこかにお出かけになるのはいかがでしょう？　この時期ですと丘に行けば花が咲いて蝶ちようが飛んでいるでしょう。夜に星空をながめるのも一興かと思います」

　ミーナはさっそく提案してきた。

　彼女のアイデアはバルの趣味にあっている。

「それはいいな。……ミーナも来るか？　変装なり魔術で外見を変えるなりしてもらう必要があるが」

　バルは彼女の気持ちを予想し、質問してみた。

　ミーナは帝国で知らないほうがおかしい知名度を誇っているし、一度見たら忘れないほどの美び貌ぼうの持ち主でもある。

　ただのおっさんに過ぎない彼が彼女とどこかに出かけるなど、はた目には奇妙に映るだろう。

　二人の間には接点が生まれたには違いないが、自然と思われるまでは至っていない。

「はい、もちろん」

　ミーナは即答する。

　彼女は休みではないが、転移魔術でどこからでもすぐに帰還ができるため、拘束はかなりゆるい。

　あと、バルと彼女では立場も違う。

「では少しお待ちください」

　彼女はそう言うと、転移してしまった。

「うん？」

　どうしたのだろうと思いながら待っていると、彼女は服を着替えて戻ってくる。

　金のラインが入った緑のワンピースドレス、赤いローヒール、銀色のネックレスというかなり気合の入った服装だ。

　類たぐいまれなる美貌もあわせると、高貴なお姫様にしか見えない。

「バル様は私が魔術をかければいいだけですから、普段着でも大丈夫ですよ」

　とミーナは言うが、バルはうなずけなかった。

「一緒に行動する女性が気合を入れた服装をしているのに、男が普段着というのはかっこ悪いだろう。女性をエスコートする服でなければな」

　彼の返事にミーナはさっと頰ほおを赤らめる。

　そのつもりはなかったのに、バルに気を遣つかわせることになったと恥じたのだ。

「では私のところにいらっしゃいますか？」

「うん」

　バルが持つきちんとした服は全てミーナの邸宅に預けてある。

　二人はミーナの邸宅に移動し、バルは勝手を知った顔でさっさと服を着替えた。

　上等な服と言っても、バルが選んだのは落ち着きのある襟えり付きシャツやジャケット、パンツという無難な服装である。

　美しいミーナは華やかな服も似合うし、着こなすセンスもあるが、自分はそうもいかないとバルは思う。

「つり合いがとれればいいんだが」

　バルがつぶやけば、ミーナは微笑ほほえむ。

「とても素敵ですよ。大事なのは気持ちですしね」

　変なところで自分に自信がないバルは、女性に素敵だと言われても納得しないとミーナは読んでいる。

　だから彼を納得させるために心を持ち出したのだ。

「そういうものだよな」

　彼女の狙ねらいはずばり当たり、バルはうなずく。

「ただ、草原に花を見に行く服装じゃない気もする」

「あら、こういう格好で見る花や星も悪くないと思いますよ」

　とミーナは人間ではない種族の価値観を提示する。

「うん、そうするか」

　元よりバルにこだわりは少ない。

　同行者のミーナが気にしないのであれば、別にかまわないと判断する。

　彼らは転移魔術でとある丘までやってくる。

　白、ピンク、黄、赤の花が色鮮やかに咲いて、そよ風に揺られていた。

　白い蝶が飛び、それを子どもたちが追いかけていて、親らしき夫婦が微笑ましそうに見守っている。

「意外と人が多いな」

「ここは魔物が出ないですし、治安もよいですから」

　目を丸くしたバルにミーナが説明した。

　このような場所は市民たちにとって貴重な憩いこいの場となる。

　都市の中でだけ暮らすと息が詰まると感じる人は、どこにでもいるのだ。

　それに万が一今賊なり魔物なりが出現したとしても、気の毒な未来にしかならないだろう。

「子どもの笑顔っていいな。できれば子どもたちの笑顔が絶えることのない国になってほしいものだ」

　バルは前方を見て、万感を込めて言う。

「御ぎよ意い」

　ミーナの答えは短い。

「ミーナ、子どもは好きか？」

「……考えたことがありませんでした」

　バルの問いに彼女は気まずそうに返事する。

「そうなのか？」

「ええ。世界、国、種族というカテゴリーでは考えたことはあるのですが」

　彼女は視線を地面に落とす。

　基本的に彼女の発想のスケールは大きい。

　だが、それゆえの短所もあった。

「幼く小さな命こそ、種族の未来につながる。そしてそれが広がれば世界になる。そういうことなのですね」

　ミーナはそのことに自分で気づく。

「その通りだが、今言いたかったこととは違う」

　バルは苦笑する。

　全く見当外れではないからこそ、少し残念な感じもした。

「自分の至らないところに気づいて、改める点は大したものだな」

　ミーナのことをよく知らない者には意外だろう。

　彼女はわりと過あやまちをすばやく改めるタイプだ。

「バル様の教えのおかげですね」

　ミーナは真顔で言い切る。

　きっかけをくれたのはバルだから、全てはバルの手柄だ。

　それが彼女の考え方である。

　バルは視線を人々に向ける。

　否定してもミーナは譲らないだろうから、話を変えることにした。

「ミーナは花に詳しいか？」

「……他のエルフ並みだと思いますが、解説がご入用ですか？」

　彼女は興味深げに聞き返してきた。

　今までバルが彼女にただの花に関する情報を求めたことは一度もなかったからである。

　だいたいが薬になるものや毒になるもの、植物に擬態している魔物、あるいは魔物が好む植物についてだった。

　そしてそれは戦闘者として理解できる。

「名前は知っておいたほうがいいかなと思って」

「かしこまりました」

　彼の珍しい言葉は、今日のんびり骨休みをしているからだろうとミーナは解釈した。

「あれがダフラン、こちらがルールシュです。どちらも野にある花で、一般的には育てられておりません」

「育成が難しいのか？」

　バルの反応は一般的な範はん疇ちゆうだった。

「いえ、食用や薬用に使えない上に、美しさや調和のとりやすさで他の観賞用の花に敵かなわないからです。経費を度外視した趣味で育てる者はいるかもしれませんが、営利目的では使い物にならないのです」

「……まあそういう花があるのも仕方ない。植物は別に我々のために存在しているわけじゃないからな」

　ミーナの説明を聞いた彼は言い、彼女はうれしそうに微笑む。

「植物は自分たちのために存在しているわけではない」というエルフには当然の価値観を、さらりと言える人間は非常に珍しい。

　バルはとても得え難がたい存在だと彼女は思う。

「蝶ちようのほうは？」

「すみません、蝶のほうは詳しくありません」

　バルの問いにミーナは申し訳なさそうに謝罪する。

　虫の類はあまり好きではないため、知識も少ないのだ。

　害虫や虫型の魔物については例外だが、彼も同じだろう。

「そうか。気にするな」

　彼は笑顔で彼女に話した後、遊んでいる男女の三人組に声をかける。

　突然大人に話しかけられた人間族の子どもたちは驚いたようにバルを見上げた。

　困ったようにお互いの顔を見る男の子たちをよそに、小さな女の子が答えてくれる。

「あのね、モンバチョウって言うんだって！」

「そうなんだ。ありがとう」

　バルが礼を言うと、ピンクの安物の服を着た少女はにこりと笑う。

　遠くで彼らのことを見ていた大人たちが、やや警戒しているような表情で近づいてくる。

（おや、不審者として間違えられたかな）

　揉もめごとになってもつまらない。

　彼はさっと子どもたちから離れた。

　ミーナと合流してからバルは小さめの声で言う。

「子どもっていいものだな」

「そうですね」

　二度目である。

　彼女はそれを指摘せず、いつも通りにクールな返答をした。

　しかし、表情にはわずかな揺らぎがある。

　バルは気づいたもののあえて問いかけない。

「あの蝶はモンバチョウというそうだよ」

「モンバチョウ」

　反はん芻すうしたミーナにバルが聞く。

「知っているのか？」

「いいえ。不勉強で申し訳ございません」

　彼女は目を伏せて謝る。

「気にするな。世の中に俺たちが知らないことはある。そう考えればワクワクするじゃないか」

　そう言ったバルの表情はどこか少年のようだった。

「はい。私ももっと勉強しなければ」

「今日のところはもう少し肩の力を抜いてくれ」

　真ま面じ目めな顔で話すミーナに彼は苦笑する。

「ああ、お休みですものね」

　自分がいつもの調子ではバルが休めない。

　ミーナはそう判断し、意識的に体から力を抜く。

　そのまま二人は無言になり、ゆっくりと草原を散策する。

　あたたかな日差しを浴び、さわやかな風に吹かれる。

　ささやかな日常だが、バルの疲れを癒いやしてくれる力を持つ。

「しまった、昼ご飯のことを忘れていたな」

　バルはやがて気づいてポンと手を叩たたいた。

　しまったという顔でミーナを見るが、彼女はすまなそうにうつむいた。

「申し訳ございません。本日はなにも用意しておりません」

　彼女もまたうっかりしていたらしい。

「謝らないでくれ。予定を決めていなかった私が悪いのだから。こちらこそすまない」

　彼は自分のほうこそ悪いと詫わびる。

「いえ、滅めつ相そうもありません！」

　彼女は慌てて声が大きくなり、離れた場所にいた人たちの視線を集めてしまった。

「謝りあいはここで終わらせよう」

「はい」

　二人は人目を避けるように誰もいない場所に移動する。

　それからバルは空を見上げて太陽の位置を確認した。

「少し早いかもしれないが、昼食を食べに行かないか」

「はい、お供いたします」

　ミーナの即答に彼は笑いながら、問いかけてみる。

「何か食べたいものはあるか？」

「……私が決めるのですか？　バル様のお供をしているだけですので、バル様がお決めになったほうがよいのでは？」

　ミーナは不思議そうに首をかしげた。

　じつに彼女らしい返事である。

　バルは笑みを深めつつ答えた。

「たまにはミーナの希望を聞いてみたい気分なんだ。魔術を使っていることだし、大概の店なら入れるだろう」

　彼は遠回しに一等エリアに行ってもよいと言ったのである。

　もっともミーナは彼ほどではないにせよ、質素を好む性格だから希望するとは思っていないが。

「分かりました。そういうことでしたら」

　ミーナは彼の希望を尊重する。

　つまり今自分が最もやってみたいことを口にした。

「ではエルフの料理はいかがでしょう？　私の故郷までいらっしゃれば、おもてなしすることもできると存じますが」

　このアイデアにバルは意表を突かれる。

「エルフ料理はともかく、ミーナの故郷に？　もしかして事前に連絡はしてあるのか？」

「いいえ。今思いついたことですから」

　いつものクールな表情での返答に、バルはあっけにとられた。

「いいのかい？　お前一人ならまだしも私も一緒なんて」

「バルトロメウス様にお会いしたいと申す同胞は、意外と多いものでして。バル様さえよろしいのであれば、お連れするのも一興でしょう」

　ミーナの表情がいたずらを計画する悪童のようなものになる。

「トラブルにならないなら、かまわないが」

　バルは思いきることができなかった。

　ミーナは平気でも、彼女の同胞たちはそうではあるまい。

　そんな意識が強いのである。

「ご心配なく。昼なら一度に多く作るケースが多いですから、一人や二人増えたところで何も困りません」

「そういうものなのか？」

　エルフが一度に多人数用の料理を作るというのは、バルには発想さえできないことだ。

「ええ。さすがにそうでなければ申し上げません。私は平気でも、バル様は遠慮なさるでしょうから」

「ふむ」

　バルの性格をよく知るミーナがこうも大丈夫だと言うのだ。

（となれば私の気にしすぎなのか）

　ミーナを信じればそうなる。

「分かった。ただし今からでも連絡を入れてくれ。万が一、許可が出なかったらその時はあきらめよう」

　それでも連絡なしに押し掛ける気にはなれなかった。

　直前でも連絡するというのが、バルが許容できる妥協である。

「かしこまりました」

　ミーナはそう言って通話用の魔術具を取り出す。

　バルに背を向けながらすばやく起動させ、応対した者に話しかける。

「私だ。今日これからバルトロメウス様をお連れする」

『バルトロメウス様をっ？』

　向こうでの叫び声がバルにも聞こえた。

「昼食を二名分追加だ」

『わ、分かりました』

　バルの聴覚に問題がなければ、明らかに先方はあわてている。

　ただ、拒否はされなかったため、バルとしては迷うところだ。

「終わりました」

　ミーナは微笑を浮かべて報告してくる。

「歓迎してくれると思います」

　そんな雰囲気ではなかったなという言葉を飲み込み、バルは言った。

「何か手て土産みやげを用意したい。エルフたちは何を喜んでくれるだろうか？」

　言外に意を決めていることをにじませる。

　そうすればミーナはあえて反対してこない。

　彼の読みは的中し、彼女は答える。

「エルフが喜ぶのは珍しい花、香水。あとは楽器もよいかと存じます」

「植物や香水はともかく、楽器か。難しそうだな。イメージとしてはハープなんだが」

　バルは腕組みをして考え込む。

　エルフが知らない植物を今から用意するのは困難だ。

　香水や楽器が妥当なところだろう。

「ハープにフルートでしょうか。太鼓が好きな変わった輩やからもおりますよ」

「フルートはともかく、太鼓？」

　バルは目を丸くする。

　太鼓は人類国家に普及している打楽器だが、エルフも使うとは夢にも思わなかった。

「太鼓はたしか動物の毛皮を使うのだが」

「魔物の毛皮を用いたものであれば、抵抗なく受け取るでしょう」

　バルの懸念をミーナが解決する。

「それにバル様が思うほど、動物の殺傷に抵抗があるわけではありませんよ。バランスが肝要です」

「乱獲は避けるべきだが、動物が増えすぎても問題になるな」

「御意」

　バルの回答が理想的だったのだろう。

　ミーナはうれしそうに肯定し微笑ほほえむ。

「さて、どうするか。無難なのは楽器か香水かな」

　とバルはつぶやく。

　花に関してはミーナが他のエルフ並みだと分かったところだ。

「香水にするか。エルフの好む香水について知りたいのだが」

「多くのエルフは自然に包まれてすごします。土の匂い、木の匂い、花の匂い。これらを感じ取る邪魔にならないものを好みます」

「匂いを感じるか。エルフらしくていいな」

　バルは言う。

　人間にとって匂いは嗅かぐものだが、エルフは違う境地にあるのだ。

「お褒めにあずかり、恐縮です」

　ミーナは反射的に礼を述べた。

「ミーナのおススメの店に行こうか。香水、つけているだろう？」

「！　お気づきでしたか」

　バルの指摘にミーナは目をみはる。

「変えたなら変えたのかと話しかけるきっかけになったかもしれないが」

「御意」

　バルはミーナがずっと同じ香水をつけていると気づいていた。

　だからこそおススメの店と言ったのだろう。

　それを理解したミーナは深く感じ入る。

「帝都にある『色いろ褪あせぬ香り』という店です。店主がエルフでして、なかなか趣味がよいものを揃そろえているのです」

　そう話すミーナの表情はバルから見ても新鮮だった。

「優しく楽しそうな顔もできるのだな」

　バルが言うと、ミーナは耳まで真っ赤になってうつむく。

「からかったわけじゃない。いいことだと実感したのだ」

「はい。疑っていません」

　ミーナはもじもじしながらこくりとうなずいた。

「せっかくの生涯、どうせなら楽しみを持ちたいものだ」

「ごもっとも」

　バルの発言に何度もうなずくうち、ミーナは平静を取り戻す。

「それではまいりましょうか？」

「ああ。そうだな」

「ああ、転移はなしでいい。歩いていこう」

　バルは先に断りを入れる。

「分かりました」

　この草原から帝都までは徒歩で三十分というところだろうか。

　バルとミーナが本気で走れば一分もかからない距離だが、今それをするのは無粋だろう。

「バル様」

「どうした？」

　ミーナの呼びかけにバルは足を止めず、左に目を向ける。

「バル様は食べ歩き以外、趣味は持たれないのですか？」

「どうするかな」

　バルの趣味はミーナが言うように食べ歩きだ。

　それも庶民的な味を好む。

　他に趣味らしい趣味はないのはたしかである。

「温泉につかるのは好きだが、趣味というほどではないしな。楽器は練習する場所がないしなあ」

　帝国に温泉地は四か所ほどあり、バルは二か所しか行ったことがない。

　そして二等エリアは楽器の演奏に不向きだ。

「私の家ならば問題なく練習できますよ？」

　ミーナが勇気を出して提案する。

「うん。じゃあ言葉に甘えるか」

「はい」

　ミーナは笑顔を満開にした。

「まあ落ち着いてからの話だ。しばらくは食べ歩きだけにしておこう」

　バルはそこで盛り上がることなく、淡々と現実を口にする。

　彼の性格をよく理解しているミーナは失望せず応じた。

「食べ歩きだと、街の様子をチェックできますから、趣味と仕事を兼ねられますね」

「その通りだ」

　その街で食事を楽しみつつ、問題がないか確認して皇帝に報告したり、あるいは独断で解決する。

　バルの行いがそれだった。

「バル様は働きすぎでは」

「リフレッシュしているから大丈夫さ」

　心配するミーナにバルは笑顔で応こたえる。

　たしかに疲れている者の表情ではなく、好きなことをやって人生を謳おう歌かしている者の姿だった。

「失礼しました」

　ミーナは無礼だったかと詫びたが、バルは笑って許す。

「心配してくれるのはありがたい。気にしなくていい。いつもありがとう」

「いえ」

　ミーナはそっと視線をずらした。

　バルといると、彼女はいつも敗北感を味わうが、それが心地よくすらある。

（器量の違いね）

　と思うが、それがいいのだ。

　帝都まで戻ってきた彼らは、衛兵たちの脇わきを何事もなく通過する。

　ミーナの魔術が機能しているおかげだ。

「『色褪せぬ香り』はどのあたりにあるんだ？」

「二等エリアの中央通りから一本向こうです」

　バルの問いにミーナは答える。

「二等エリアなのか」

　バルは少し意外に感じる。

　ミーナは一等エリアと二等エリアを区別する性格ではないが、二等エリアを動き回っているとも思わなかった。

「はい。バル様のまねをして二等エリアに隠れた良い店がないかと、調べていたら偶然発見しました」

　答えを聞けば単純である。

「そうか。隠れた名店を発見できたらうれしいだろう？」

　自分の行動が影響を与えたことよりも、理解する仲間ができた喜びがバルには重要だった。

「ええ。たしかにうれしかったです」

　ミーナは同意しつつバルらしいと笑う。

「機会があればバル様に案内したいと思ったくらいですから」

　だから今回はよかったと彼女は話す。

「言ってくれたらつき合ったぞ？」

「え、はい」

　バルの一言にミーナの頰ほおが再び赤くなる。

「ええ、ではそのうち」

　勇気が出たらという言葉を彼女は飲み込む。

　そして気持ちを切り替えたミーナは、意識して背筋を伸ばし歩く速度をあげて、バルを目的地まで先導する。

「あ、ここです」

『色褪せぬ香り』という白い簡素な看板を彼女は指さす。

　赤い屋根のこぢんまりとした店だった。

　両隣は食器屋と菓子屋で、さらに大きな通りに位置しているわけでもないから目立ちにくい。

「足で探さないと見つけにくい位置だな」

　とバルはつぶやく。

　立地だけ見て商売っ気がないとは言えない。

　帝都の住宅事情は平民にとって楽ではないからだ。

「どうやって見つけたんだ？」

　参考までにとバルが聞くと、ミーナが少し申し訳なさそうになる。

「あまり感じたことがない香りを探そうとしていたので」

　エルフならではの探し方をしたというわけだ。

「なるほど、私にはまねできないな」

　バルは苦笑する。

「だが、お前が自分の探したいものを探しやすいやり方で探しただけだ。何を恥じ入る必要がある？　むしろ胸を張るべきだ」

「はい」

　バルの答えを聞いてミーナの気は楽になった。

「私の探し方とお前の探し方を組み合わせたら、面白いことが起きるかもしれないな」

「その発想はありませんでした」

　バルの言葉にミーナは目を丸くする。

「相変わらず柔軟で革新的なお考えですね」

　ミーナは名前を呼び掛けて自制した。

　今はどちらも姿を変えている状況なのだから、当然である。

「新しいことを考えるのは素晴らしいじゃないか」

　バルが言うと、ミーナは大きくうなずいた。

「とても素敵な考えです」

「お二人さん、ドアの前でイチャイチャしていないで店に入るか、それとも道を譲るかしてくれないかな？」

　ミーナが合の手を入れた直後、彼らの背後から中年男性が迷惑そうに話しかける。

「おっと失礼しました」

　バルが右にずれて道を譲ったため、ミーナも黙って左へ寄った。

　男性が入っていくと、バルがミーナに声を掛ける。

「俺たちも行こう。何がいいのか見つくろってくれ」

「ええ」

　平然としているバルに対して彼女は少し恥ずかしそうだった。

　しかし、すぐに落ち着きを取り戻してドアを開ける。

『色褪せぬ香り』は入って正面にカウンターがあり、左右の天井まで届く大きな棚に様々な香水の瓶が陳列されていた。

　カウンターに座っているのは一人の男性エルフだ。

　年齢は人間での三十歳くらいだが、エルフだからアテにはならない。

　男性エルフはバルたちを見ておやっという顔をする。

「気づかれたかな？」

「魔術を使っているくらいはすぐに気づくかと」

　小声で言ったバルに、ミーナが小声で応じた。

「さすがエルフだな」

　魔術の感知能力が人間の水準よりもずっと高い。

「ただ、気づかないふりはしてくれるでしょう」

「いらっしゃい」

　男性エルフはそう言っただけだった。

　ミーナが言った通り、わざわざ指摘してこない。

　いい対応だとバルは満足し、本来の目的に戻る。

「どれがいい？　と言うか、誰に贈るべきだ？」

「この場合は私が頼んだエルフとその一家でしょう」

　バルの問いにミーナは答えた。

「エルフの集落の長おさには？」

「必要ございません。そこが人間との違いでしょうね」

　ミーナの意見にバルはうなずく。

　例えばだが、貴族の家の誰かに会いに来たものの、当主にはあいさつすらしないようなものだ。

（ありえんな）

　貴族社会を窮屈に感じるバルですら思う。

「エルフ社会は人間と比べて大らかですよ。細かいことは気にしないとも言います」

「へえ、意外だな」

　バルは率直な感想を漏らす。

「エルフは真面目で厳格な印象なんだが」

「譲れない点に関しては頑固ですから、それが原因かもしれません」

　ミーナは微笑ほほえむ。

「まあお前が真面目かと言うと微妙ではあるか」

　バルはからかう顔で訂正する。

　少なくともミーナは皇帝相手でも平気でキツイ態度をとるのだから、社会のルールに従順とは言えないだろう。

「否定はしません」

　ミーナは怒らず、慌てもせずにこりとする。

　彼女は自覚しているのだった。

　クロードがこの場にいれば胃を押さえてため息をついたかもしれない。

「さて、香水を探すわけだが、どれがいいかな？」

「私が知っているかぎり、彼らはスイレンの香りを好みますね」

　ミーナはよく知った様子で一つの棚の前に移動し、ピンク色の瓶を手に取る。

「ほう。それを全員分でいいかな」

「子どもたちにはまだ早いでしょうから、ふたつでいいかと」

「そうか」

　バルはふたつ手に取った。

「子どもたちにはどうすればいい？」

「あなたがいらっしゃるのが一番のみやげになると思います」

　ミーナの意見に彼はそうかと言う。

「その発想はなかったな」

　バルは天井を見上げる。

　自分の名前がエルフたちにまで広まっているということは、意識していなかったのだ。

「あなたは有名ですから」

　ミーナは自慢するような口ぶりで話す。

「どういう評価なのやら。行けば分かるか」

　バルはそう言って瓶をカウンターに持っていく。

「日用品かな？　それとも誰かに贈るのかな？」

「贈り物です」

　男性エルフの問いにバルが答える。

「もしもエルフに贈りたいなら、千トゥーラでそれ用の包装をさせてもらうが？」

「お願いします」

　バルは迷わずに即答した。

「うむ。では全部で二千トゥーラだ」

　安いなと彼は思う。

　ケチとは無縁なミーナが気に入るような店なのだから、品質は保証されているはずだが。

　ここで聞くわけにもいかず、バルは男性エルフが白い箱に瓶を詰め、緑色の紙で包むところを眺めていた。

「何か特別な紙なのですか？」

　エルフへの贈り物用なのかとわざわざたずねたくらいだから、何か違っているのだろうとバルが考えたのは自然ななりゆきだ。

「ああ。これはエルフが好む材質で、エルフ同士が贈り物をする時に使われる場合が多い」

　ミーナが隣で小さく首を上下に動かす。

「なるほど」

　そういう物があるならば、使ってもらってよかったとバルは思う。

「エルフとは接点がないのかい？」

　男性エルフがたずねてくる。

「知り合いにはいるが、お互いの文化については気にしたことがないのですよ。聞いたら答えてくれるだろうけど、そう言えば聞いたことがなかったなと」

「ふむ。つまりいい関係を築いているわけか」

　バルの回答に男性エルフはそう応じ、ちらりとミーナを見た。

　ミーナは平然としている。

　バル以外が相手だと彼女はいくらでも感情を殺せるようだった。

「貴公は相手がエルフだからと動じず、騒がず、好奇心をむき出しにすることもない。話していて実に心地よい」

　男性エルフはそんなことを言う。

「そうですか？」

「うむ。さぞかしつき合いやすいのだろうなと、初対面の私でも感じる。これも貴公の美徳だろうな」

「ありがとうございます」

　バルは褒め言葉を礼儀的に受け取る。

「できたぞ。同胞によろしく伝えてくれ」

　と言ってエルフは包装した箱を白い紙袋に入れ、バルに手渡す。

「分かりました。うるわしき風と運ぶ御み名なを聞いても？」

「ほう、それは知っているのか」

　エルフはうれしそうに破顔する。

　うるわしき風と運ぶ御名を、というのはエルフに名前を聞くあいさつのようなものだ。

「同胞以外の口から聞くとはな。私の名前はリドワーンだ。貴公に母なる大地の恵みがあらんことを」

　エルフの返答がかなり礼儀正しいものだとバルには分かった。

　店を出て路地裏におもむく。

　日が差し込まず、人目もない寂しいところだ。

「ずいぶんと喜んでくれたな」

　バルは意外さを隠せずつぶやく。

「同胞が恋しくなっていたのでは？　商売のために自分の意思で故郷から離れたくせに軟弱な男です」

　とミーナは容赦がない。

　彼女は同胞だからと手加減する性格ではなかった。

「気に入っている店の主あるじだろうに、遠慮がないな」

　バルは苦笑する。

「恐れながらバル様、品ぞろえを評価することと、性格や考えをどう思うかは別ですよ」

　ミーナは微笑とともに言い返す。

「そのとおりだな」

　バルはうなずいた。

「バル様は柔軟で理解力があるので素敵です」

「とってつけたほめ言葉は無用だぞ」

　ミーナの賛辞にバルは笑う。

「あら、私はバル様相手でも本心しか口にしないのですが？」

　ミーナは心外そうに抗議する。

　どこかすねたような目つきだった。

「そうだな。ミーナの辞書に世辞や社交辞令はないということくらい、私は知っているさ。そこが危うくもあるがお前の美点だとも」

　バルは右目だけをつむってみせる。

　要するにミーナをからかったのだ。

「まいりました」

　ミーナは目を伏せて自分の敗北を認める。

「話が落ちたところで、そろそろお邪魔しようか」

「はい。家に直接転移してもよいのですが、バル様はおそらく入り口から足を踏み入れることをお望みですよね？」

　バルの発言にミーナは思考を切り替え、確認してきた。

「そうだな。できれば入り口から行きたいな。エルフの集落を見てみたいという好奇心があるのは否定しないが」

「バル様であれば誰も何も申さないでしょう」

　いざとなったら自分が黙らせると、ミーナの瞳ひとみは言っている。

　バルはそれを直感した。

「その時は私が詫わびるさ」

「バル様」

　ミーナは何も言えなくなる。

　バルは頭を下げることを何とも思っていない。

　そこもカッコいいのだが、今彼女が言うべきことではないだろう。

「移動します」

　そう言ってから彼女は転移魔術を発動させる。

　自分と別の誰かを同時に転移させるという高等技術を呪じゆ文もんの詠えい唱しようなしで行うという超絶高等技を使ったが、彼は今さら驚きもしなかった。







第二話　シュタルク・オルドヌング




　転移先は四方を緑豊かな高木に囲まれた平地に作られたエルフの里の入り口である。

「へえ」

　バルは思わず声をあげた。

　ただ見ているだけで鳥の歌声や、虫たちの鳴き声が聞こえてきそうな空気を持っている。

　木の門には「シュタルク・オルドヌング」とエルフ語で簡素に書かれていて、門の左右には見張りの若い男エルフが二名立っていた。

　剣を腰に帯びた彼らは転移を感じとっていたらしく、殺意のこもった視線を浴びせてきた。

　しかし、ミーナの姿を見るとたちまち警戒を解く。

「これはヴィルへミーナ様。お帰りなさいませ」

　召めし使つかいが王侯に取るようなうやうやしい態度だった。

「役目、大義である。客を連れて来るとは連絡済みだ。通してもらうぞ」

「はっ」

　ミーナの尊大な態度を当然のように受け入れ、彼らは深々と頭を下げる。

「どっちも相当な使い手だな。後、高台にも見張りが三名ほどいるのか」

　門をくぐりながら小声でバルが言うと、彼女はにこりとした。

「さすがバル様。見抜かれましたね」

　どうせ彼は欺あざむけないと思っていたため、彼女はいちいち言わなかったらしい。

「ああ。実力者だからかえって分かりやすいよ」

　バルはそう言う。

「さすがエルフの里だ。帝国の精鋭にも劣らぬ猛も者さに困っていないらしい」

　バルは惜しみなく賞賛する。

　集落の中に入れば、まっすぐに伸びた平らな道を挟はさむように、木で作られたこぢんまりとした家が左右に並んでいた。

　外に出ているエルフは緑を基調にしたゆったりとした服を着ていて、男女での差は見られない。

　彼らはみなバルを見て怪け訝げんそうな顔をし、ミーナを見て敬意と信頼がこもったまなざしに変わる。

「ヴィルヘミーナ様、お帰りなさいませ」

「ヴィルヘミーナ様！　ごきげんうるわしゅう」

「客を案内しているところだ、慎め」

　彼らの歓呼にも似たあいさつに、ミーナは淡々と事務的な言葉を返す。

　それでも誰も気分を害した様子はなく、隣にいるバルに好意がこもった一礼を送ってくるほどだ。

　彼女がここのエルフたちにどれだけ尊敬されているのか、バルにもよく伝わってくる。

「ここはエルフの集落でいいのか？　国ではなく？」

　彼の言葉にミーナは答える。

「はい。人間の言葉で言うと国の首都に当たるところです」

「なるほど。そうなのか」

　彼女の説明は分かりやすく助かった。

「ここ以外にもいくつかの集落があり、それぞれ長おさがいます。帝国でたとえるなら、州の太守のようなものでしょうか。身分差も権威も違いますが」

　うなずくバルに彼女は続きを話す。

「エルフは権威や上下関係はあまりないのだったか」

「形式上はあります。集団で暮らす以上はどうしてもまとめる者が必要ですから」

　エルフといえど、その点は人間と変わらないという。

「ああ、ここです。頼んだ家は」

　ミーナはしばらく歩いた後、とある民家の前で立ち止まる。

「ここがそうなのか」

　他の家と特に変わった様子はない。

　家庭料理をということだったが、まさか料理屋ですらないのだろうか。

（そう言えば、大人二人、子ども二人？）

　彼の疑問はほどなく解消される。

　ミーナが軽やかにドアを叩たたくと、彼女と外見上は同年代の金髪碧へき眼がんの女性が顔を出す。

「あら、ヴィルへミーナ様。いらっしゃいませ」

　彼女は笑顔で言ってから瞳をバルに向ける。

「こちらのお方がバルトロメウス様なのですね。ようこそわが家へ」

　彼女は両拳を豊かな胸の前で合わせて、こつんと鳴らす。

　エルフが目上の者に対して敬意を表すあいさつだ。

　バルは右手をまっすぐ伸ばし、顔の位置から数センチ上にあげてすぐ下ろす。

　エルフの返礼であり、彼が知っていることに女性は感心する。

「見事なあいさつでございます。申し遅れました。私はエラと申します。私の母がヴィルへミーナ様の乳母うばをやっていた縁で、親しくしていただいております」

「へえ、つまり乳兄弟ならぬ乳姉妹なのか」

　彼は目を丸くした。

　帝国にはあるのだが、エルフにも同じ制度があるとは新鮮である。

「これはみやげです」

「まあ、どうもありがとうございます！」

　エラは歓声をあげて受け取った。

　ミーナとは違って明るい性格らしい。

「これは同胞の店でわざわざお買い上げいただいたものですね」

「分かりますか」

　バルに驚きはない。

　同胞同士だから分かるということはあるものだ。

「ええ。とても素敵。ささ、どうぞ中にお入りください。何もないところですが」

　エラに勧すすめられてバルは中に入るとまたしても驚かされる。

　入ってすぐ左手側に大きな茶色のソファーと丸い木のテーブルあり、右側がキッチンになっていた。

　丸い大きな窓が左右の両側にあってそこから光が差し込んでいる。

「人間の家とは構造がやや違っているでしょうが、こちらがエルフでは一般的なのです」

　ミーナが解説すると、ソファーに座ってくつろぐように勧められる。

　エラが樫かしの木のトレーに載せてカップを持ってきた。

「ルイボスティーです。どうぞ」

「ありがとう」

　バルはまず香りを楽しんでからひと口つける。

　馴な染じみのある風味だったが、どこか甘さがあるように感じられた。

「料理はもうできあがりますが、少しお待ちください。ところでヴィルヘミーナ様、せっかくいらっしゃったのですからお着替えになってはいかがです？」

「必要ないと思うが」

　エラの提案にミーナはそっけなく答える。

　しかし、顔には若干の迷いがあるようにバルは感じた。

「着替えるとは？」

「『ウィリデ』……そうですね、我らエルフの装束みたいなものです。普段は着ないのですが、ヴィルヘミーナ様はあまりいらっしゃらないですし、何と言ってもバルトロメウス様もいらっしゃるのですから」

　エラはじっとバルを見つめる。

「見てみたいな。できれば」

「……バル様がそうおっしゃるなら」

　ミーナはバルの反応を見て、立ち上がった。

　じろりとエラをにらんだのは抗議の意味だろうが、にらまれたほうはと言うとにっこりと笑って受け流す。

「ではまいりましょう」

　エラはそう言うと奥の引き戸を開ける。

「少しだけお待ちくださいませ」

　二名は姿を消したが、バルはあまり待たされなかった。

　ミーナはいくつもの赤い花模様が描かれた白いシャツと緑のロングスカートといういでたちに変わっている。

「おお、似合うじゃないか」

　バルは拍手して彼女を褒めた。

「ありがとうございます」

　ミーナはそっと頰ほおを染める。

「あまり好きではなかったのですが、これからはたまに着てもいいかもしれませんね」

「うん、見てみたいな。ミーナの負担にならない程度に」

「かしこまりました」

　ミーナは力強くうなずく。

　そこで小さく子どもの声が聞こえ、バルが奥に視線を向ける。

「彼女は両親、夫と子どもが二名いるのですよ」

　ミーナはそう話した。

　バルは「量を増やすだけ」という意味を理解し、同時に申し訳なくなった。

「まいったな。そうと知っていれば遠慮したのだが」

「大丈夫です」

　彼の心配を彼女が否定する。

「バル様をお連れしなかったと後で知られれば、エラにもエラの家族にも大いに私が責められるでしょう」

「そういうタイプのエルフたちなのか」

　バルは何となく予想できたため、もう気にしないことにした。

　エラの家族に責められたところで気に病む彼女だとは思えないが、彼女の顔を立てておこうと思う。

「そう言えば、贈り物は大人二名分だが？」

「ああ。彼女の両親はすでに隠居の身ですから、贈り物の対象にはならないのですよ」

　それがエルフの流儀だとミーナは話す。

「そんな仕組みか」

　意外と共通点もあるようだが、違っている部分もやはりあるようだ。

「お久しぶりです、ヴィルヘミーナ様。そしてあなた様がバルトロメウス様ですね。初めまして」

　奥から出てきたエラの家族たちはとても温かく、子どもたちは興味津々といった面持ちでバルを歓迎してくれる。

　ここまでエルフは彼に対して高圧的な態度をとっていない。

　おそらくはミーナこそが原因のはずだ。

　彼らがそろったところでエラと彼女の夫が手分けして料理を運ぶ。

　メニューはかぼちゃと緑の豆のスープ、タマネギとニンジン、ピーマンが入ったオムレツ、白い麦パン、それに黒豚のステーキだった。

「おや、豚肉？」

　ミーナが意外そうに眉まゆを動かすと、エラが苦笑する。

「ヴィルヘミーナ様とバルトロメウス様がいらっしゃると分かっているのに、何もしないわけにはまいりませんよ。ささやかですがどうぞ」

「遠慮なくいただこう」

　バルが笑顔で言えばエラたちはうれしそうにうなずく。

　料理を食べる時はバルも仮面を取らなければならない。

　帝国とは基本的に交流がないエルフの国ということで、特に工夫することなく彼はただ素顔をさらす。

「……顔は普通なんだね」

「コラッ！　失礼だぞっ！」

　子どものひとりが正直な意見を言ってしまい、父親に[image: ]しかられた。

「子どもは正直な生き物だから仕方ない」

　バルは笑って許したため、彼とエラは恐縮する。

　最初はスープからだ。

「それはエルドブロスといいます」

　エラが名前を教えてくれる。

「古代語でエルフのスープという意味です。安直ですが」

　ミーナの補足にバルは吹き出す。

「料理名をひねっても仕方あるまい」

「御意」

　ミーナも微笑しながら応じる。

「うん、美味うまい」

　バルはそう感想を漏らす。

　彼はうんちくを語らない。

　美味いものは美味い。

　それだけだ。

「エラの料理はなかなかでしょう？」

「そうだな」

　バルがうなずくと、ミーナは少しだけ得意そうな顔になる。

　そんな彼女の様子をエラはしげしげと見つめていた。

　バルが次に手を出したのはオムレツである。

「アンティーゴトルティージャといいます」

「エルフ風オムレツですね」

　エラとミーナがまた説明してくれた。

「卵が甘くてとろけるな。これは美味い」

　バルはうなる。

　平凡な感想しか言えず、ただ美味おいしそうに食べるだけでもミーナとエラは満足できた。

　ステーキに手を伸ばしたバルはミーナに聞く。

「これの名前は？」

「ステーキです」

　笑いをかみ殺したバルに、笑いながら彼女は答える。

「やはりか。うん美味い」

　エルフは肉料理が不得手ということはなかった。

　食事が終わると子どもたちははしゃぎ回り、大人たちは食後のハーブ茶を楽しむ。

「お口にあったようで何よりです」

　エラがうれしそうに話す。

「ミーナが推薦しただけのことはあると思いました」

「バル様」

　バルは率直に褒めたつもりだったが、ミーナはなぜか慌てた。

「あら、そうだったのですか。いきなり連絡が来たので、どういう経緯だったのか事態がいまひとつ飲み込めなくて」

　エラは頰に手を当てて、不思議そうに言う。

「その点についてはまことに申し訳ない」

　バルは両手をついて頭を下げる。

「ば、バル様」

「いえ、いいんですよ」

　エラはからからと笑い、彼女の夫もにこやかに微笑ほほえむ。

「伝説のバルトロメウス様にお会いできましたし、久しぶりにヴィルヘミーナ様がお戻りになられましたし」

「バルトロメウス様とお話ししたなど、生涯の自慢にできるでしょう」

　とエラの夫も言う。

「みなさんがよいとおっしゃるなら」

　バルは気にしないことにする。

　元より考え方が違うエルフたちが相手だ。

「ところでヴィルヘミーナ様は長おさに顔をお見せにならないのですか？」

　そう言えばと発言したエラの夫にミーナは鼻を鳴らして答える。

「必要あるまい。バルトロメウス様が会いたいとおっしゃるならともかく」

　冷淡な返答を聞いたバルはおやっと思う。

　クールな受け答えがミーナの標準ではあるが、感情がゼロではないため慣れてくればある程度は理解できる。

（どうやら私と族長を会わせることを望んでいないらしい）

　とバルは直感した。

　会ったほうがよいと彼は思っていたのだが、考えを改める。

「無理に会う必要はないだろう。あなた方からバルトロメウスがよろしくと言っていたと伝えてもらえないだろうか？　エルフの礼儀に反するのであれば別だが……」

「エルフの礼儀としては問題ありません」

　エラはにこやかに答えたものの、一瞬心を痛めているような表情を浮かべた。

　何やらあるらしい。

「じゃあ止やめておきましょう」

　彼が言ったところで家のドアがノックされる。

　エラが立ち上がって応対に出た。

「失礼。この家にバルトロメウス様がいらっしゃっていると聞いたのだが」

　男のよく通る声にミーナの眉がぴくりと動き、エラの夫が「あーあ」というように額に手を当てる。

「どうやらバルトロメウス様の名前は無視できなかったようですな」

　エラの父親が渋じゆう面めんで言う。

「エルフの集落にも私の名前は聞こえているのか」

　バルが目を丸くすると、エラの夫は苦笑する。

「ヴィルヘミーナ様に一対一で勝ったとなれば、いやでも我々の耳に届きますよ」

「その通り」

　よく通る男の声が再び、今度は近くで聞こえたためバルとミーナは振り向く。

　困った顔のエラの前に立っているのは三十歳くらいの見た目の、金髪碧眼の冷たい印象の男だ。

　緑の服の上に黒い外がい套とうをはおり、腰には短剣を差している。

「無礼だな、ヴェンデルヘルト」

「申し訳ございません、ヴィルヘミーナ様」

　ミーナの咎とがめにヴェンデルヘルトは頭を下げたが、どこか慇いん懃ぎんな印象は否定できない。

「我らの長が何としてもバルトロメウス様にお目通りをと望んでおります」

　彼女にと言うよりはバルに聞かせているようである。

「分かった。お会いしよう」

　ミーナの体から冷たい殺気が漏れた瞬間、彼はすばやく言った。

　それから彼女に聞く。

「怒るくらいなら、私のことを言わなければよかったではないか？」

「長には何も申しておりません。入国管理の者に伝えただけです」

　ミーナは若干バツが悪そうに応じる。

　彼女なりにエルフの集落のルールは守った。

　入国管理の者の口の軽さが誤算だったのである。

「ヴィルヘミーナ様らしいですわね」

　エラは懐かしそうな顔で言ってからいたずらっぽい顔になった。

「でも、今みたいなお姿は初めて見ましたわ。私が知るヴィルヘミーナ様は」

「エラ」

　ミーナの冷ややかな一言に彼女は肩をすくめる。

　離れたところにいた子どもたちが思わず硬直したくらい静かな迫力があった。

　気まずい空気になりかけたところでバルが立ち上がる。

「ヴェンデルヘルト殿でしたか。案内をお願いしましょう」

「はっ」

　彼の言葉にヴェンデルヘルトはうやうやしい態度で応えた。

　どうやら彼に対して礼儀を守るつもりでいるらしい。

　ならばかまわないだろうと彼は楽観的に考えた。

「仕方ない。私も行こう」

　ミーナは舌打ちをして立ち上がる。

「ヴィルヘミーナ様もですか」

　ヴェンデルヘルトが少しひるむ。

「バル様に無礼なまねをしたら、氷漬けにして海に捨ててやるぞ」

　ミーナは無表情で言い放つ。

　脅おどしなどではないと、この集落のエルフならだれでも知っていることだ。

「は、はい」

　ヴェンデルヘルトは真っ青になりながらこくこくとうなずく。

「丸くなったと思ったら、そうでもなかったですね」

　エラが面白そうな顔をしている。

　ミーナの態度に対してそのような反応を示すのは特異だと、バルは思った。

（さすが乳姉妹と言うべきか）

　こっそり彼が感心していると、ミーナが言い返す。

「私は私だ。敬意を払う相手に会えたか会えなかったかの差にすぎない」

「ええ、よく存じておりますよ。物心がつく前からの付き合いですから」

　エラはにこやかに受け止める。

　ミーナは少し困った顔になった。

「ミーナに親しい知ち己きはいるのかと不安に思ったこともありましたが、杞き憂ゆうだったようですね」

　バルが話しかけると、エラは華やかな笑みを向ける。

「私もヴィルヘミーナ様が人間の国でやっていけるのかと心配していたのですが、どうやら考えすぎだったなと思っていたところですわ」

　バルとエラは笑みをかわす。

「あの、バル様？　おい、エラ？」

　ミーナは不満そうに両者に声をかける。

「だいたいヴィルヘミーナ様はご自分の名前に誇りをお持ちですから、愛称や略称といったものは非常にお嫌いなのですよ」

「えっ」

　エラのこの発言はバルにとってあまりにも意外だった。

「あっ」

　ミーナはかつてないほど焦る。

　エラに向かって身を乗り出したものの、バルの目をはばかって反射的に手を止めてしまう。

「だからバルトロメウス様がずっとミーナとお呼びになっているのが、ものすごく新鮮ですね」

「そうだったのか」

　バルの視線がミーナに移る。

「は、はい」

[image: ]

　ミーナは羞しゆう恥ちに耐えかねたようにそっと視線をずらす。

　バルはふむと前置きしてから口を開く。

「ヴェンデルヘルト殿を待たせたままだな」

「あ、いえ」

　いきなり振られたヴェンデルヘルトはぎょっとする。

　ミーナからの凍えるような視線が、彼の生存本能を大いに刺激した。

「私は何も知りませぬ。ただ待つばかりで」

　必死に言いわけをはじめた彼にバルが話しかける。

「いつまでも長殿をお待たせするのも失礼でしょう。案内をお願いいたします」

「は、はい」

　ヴェンデルヘルトは自分の体の動かし方を思い出そうとしているかのように、ギクシャクと体を動かす。

　エルフの族長の住まいは「シュタルク・オルドヌング」の最奥の立派な大木の下にある。

　家は白木で作られている以外、他のものと大差ない。

　その家の玄関のところに白い髪を肩まで伸ばして黒い杖つえを右手に持った、顔じゅうがしわだらけの男性エルフが立っている。

　黒いゆったりとしたローブを着ていて、胸には赤い宝石が輝いていた。

　彼の左右には剣で武装し黒い外套をまとった若い男性エルフたちが固めている。

　ヴェンデルヘルトが彼に向かって膝ひざをついて発言した。

「族長、バルトロメウス様とヴィルヘミーナ様をお連れいたしました」

「ご苦労」

　長は威厳のある声で答えてから青い目をバルに移動させる。

「急にお呼び立てして申し訳ない、バルトロメウス殿」

　彼は右手を左胸に当てるという人間式のあいさつで謝罪した。

　変装魔術を解除していないバルでも気にした様子は見られない。

「気にしていない」

　彼が言えば長はほっとした顔になる。

「……まだ生きていたのか。残念だ」

　彼の左隣に立つミーナは族長に向かっていきなり暴言を投げたが、声には温かみがあった。

「あいにくと二百年くらいは死ねそうにないのう」

　彼女に対して族長はにやりと笑って見せる。

（……仲が悪いわけではなさそうだな）

　とバルは思う。

　先ほど急にミーナの機嫌が悪くなったのは、族長との折り合いがよくないからではないかと考えたのだが、どうやら違っていたらしい。

「それで？　バルトロメウス様に何の用だ？」

　ミーナの率直な問いに族長はためらいがちに答える。

「うむ。じつは名高きお力を我らに見せていただけないかと思ってな」

「……そんなことのために呼んだのか？」

　ミーナは不機嫌そうに眉み間けんにしわを作った。

　今日はのんびりと過ごす日だったのにという思いがある。

「我らの中でも最強を誇る女神ヴィルヘミーナが敗れたという力、見られる機会を捨て置けぬ」

　族長の口調は真剣そのものだった。

「それに最近何やら不穏な勢力がうごめいておろう。これから先、帝国と手を組んで戦うことがあるかもしれぬ。ならば多少なりとも知っておいたほうがよいと考えたのじゃ」

「なるほど。納得できるな」

　バルが答えるとはじかれたようにミーナが彼のほうを向く。

「バルトロメウス様、よろしいのですか」

「友好目的ならかまわないだろう。私としてもエルフの猛者たちの力を知りたいと思うよ」

　バルは答える。

「そういうことであれば」

　彼女は仕方なく引き下がった。

「だからできればミーナの次くらいに強い相手と手合わせをお願いしたいですな。それなら私の力を見せることもできるでしょう」

　バルの意見に族長はゆったりと首を縦に振った。

「承った。こちらからは《六の花輪ゼクスグランツ》のヴァラハを出そう」

　彼はそう言ってちらりと自分の右隣のエルフを見る。

　どうやら彼がヴァラハであるらしい。

「《六の花輪ゼクスグランツ》？」

　初めて聞く単語にバルが怪け訝げんそうな顔をすると、ミーナが口を開く。

「エルフの国の中で特に優れた戦闘力を誇る六名のことです。世界樹の頂上にあるという六通りの花輪にあやかってつけたのだそうです」

「……ミーナはどうだったんだ？」

　彼が疑問に思ったのは彼女も資格は持っているのではないかということだ。

「十五の時に初めて選ばれ、国を出る時まで一員でした」

　ミーナは淡々として答える。

　別に得意そうでもなかったが、長以外のエルフはそれが不満であるような顔だった。

　彼らは《六の花輪ゼクスグランツ》を名誉なことだと思っているのだろう。

「ヴィルヘミーナは特別であった。史上最年少で《六の花輪ゼクスグランツ》に入り、十八の時には歴代最強クラスと言われるようになっておった」

　族長はなつかしそうに語る。

「偉大なる我らが祖デュオニュース様の再来と称たたえられておった」

「迷惑な話だ」

　ミーナは冷たい一言を返す。

「私は私でしかない」

「そう言うな」

　族長はワガママを言う幼児をなだめるような口調になった。

「伝承にあるデュオニュース様と同じエメラルドの瞳を持つ者はお前しかおらぬのだ。お前がどう思うのかはともかく、期待する者がいるのは仕方ないではないか」

　聞いてバルは「あっ」と思う。

　確かに今まで会ったエルフたちの中でエメラルドの瞳を持つ者はいなかった。

「ところでデュオニュース様というのは？」

　バルの問いに長が答える。

「それにお答えするにはひとつうかがっておきたい。『インヴァズィオーン』をご存ぞん知じかな？」

「ええ。はるかなる昔、魔界の勢力がこの世界に侵攻してきた大規模な戦いのことでしょう」

　バルはそう言う。

　子どもでも一度は聞かされるおとぎ話だ。

「ええ。かつて【魔界扉イビルゲート】が開き、魔界の勢力が地上に侵攻してきたことがあった」

　と長は話す。

「トイフェルと名付けられた強大な力を持った悪魔たちの大攻勢の前に、七つの大陸のうち六つが制圧されてしまい、地上の生命は追い詰められた」

　と言ったのはミーナである。

　追い詰められた生命は生き残った勇士から精鋭を集めて反撃に出た。

　危険な撤退戦に何度も志願して多くの命を救ったあげく、自身も生還した人間の勇者ラインハルト。

　その矢は数キロも飛び、雲を射抜くと言われた鳥人族の弓兵ブラージウス。

　使える魔術は二千を数え、対悪魔用の魔術をいくつも開発したエルフの賢者デュオニュース。

　巨大な岩を片手で担ぐ腕力と、無類の打たれ強さを誇った熊人族の重戦士フランツペーター。

　悪魔の侵攻が始まる前は大怪盗という呼び名で知られ、戦いが始まってからは多くの生命を食わせるための食料の確保と分配に奔ほん走そうする義賊に変身した小人族のギーナ。

　回復魔術に関してはデュオニュースを凌りよう駕がし、聖人と称えられたグントラム。

　水中戦では無敵と言われ、事実軍団長すら一対一で倒せた経験もある魚人族最強の戦士ハンスイェルク。

　彼らは苦難の果てについには元げん帥すいと呼ばれていた首しゆ魁かいを打倒し、【魔界扉イビルゲート】の封印に成功して世界に平和をもたらした。

「という話ですが、我らエルフに事実として伝わっておるのです」

　長の言葉にバルはうなずく。

「事実ですか。おとぎ話などではなく」

「デュオニュース様の教えがまだ残っておりましてな」

　長の説明に納得する。

　寿命が長いエルフだから、情報が失われていなくても不思議ではない。

「なるほど。他の者とは違う点があり、特別な力まで持っていれば特別扱いされてしまうのはエルフも同じか……」

　バルは小声で言ったのだが、聴力に優れているエルフたちにはばっちり聞こえてしまう。

　彼らはきまり悪そうにうつむいた。

　どうやらバルに言われるのは堪こたえるようである。

「エルフなど、大して立派な生き物ではないということですよ」

　ミーナは皮肉な言い回しを使った。

「しかし、期待されることがいやというわけではないのだから、ミーナも複雑だよな」

　バルの言葉に彼女は何も言わない。

　なかなか複雑な心理がうかがえる沈黙だ。

「長殿は『インヴァズィオーン』の再来が起こると考えていらっしゃるのですか？」

　バルは率直に踏み込んだ問いを放つ。

「実は自信があるわけではありません」

　長はそう答える。

「ですが、そう企たくらむ者がいてもおかしくはありません。高位の【魔界の民】は【魔界扉イビルゲート】が開かなければこちらの世界にやって来られないようですが、低級な連中は別だという警告が、デュオニュース様の書物に残っています」

「その者がすでに来ていて、暗躍していると？」

　バルは否定できないと思いつつ、聞き返す。

「数千の魔物を複数の地域で使役するのは、ヴィルヘミーナですら無理です。つまり地上の魔術師には不可能なことなのです」

　長は言い切った。

　ミーナが世界一の魔術師であることについてバルは異論がない。

　そして同時にあることに気づく。

「全面的に賛成はしかねますが、最悪を考えればそうなりますな。私と会いたがったのは、これを伝えるためですね？」

　彼の問いに長は大きくうなずく。

「手紙では書けませんからな。荒唐無稽な妄もう言げんと笑われる覚悟をしておりましたが、バルトロメウス殿は真剣に聞いてくださった。我らが神に感謝したい気持ちです」

「何の。最悪を想定する癖がついているだけですよ」

　バルは笑う。

「何と。ただ強いだけでなく、察しもよく慎重さも備えている。帝国が生み出した現代の英雄という話は事実のようだ」

　長おさは安あん堵どする。

「戻り次第、陛へい下かには伝えておきます。信じてもらえなくても説得はしましょう」

　バルはエルフたちにそう約束した。

「いざとなれば力ずくという手も」

　ミーナはにやりと笑う。

　いつもならばたしなめるバルは止めなかった。

『インヴァズィオーン』とはそれだけの非常事態である。

「ではヴァラハ殿、胸をお借りしましょう」

　バルが言うと、ヴァラハは慌てた。

「や、それはこちらの言葉で」

　彼の反応を見たエルフたちがふっと吹き出す。

　暗くなりかけていた空気がたしかに変わった。

「場所はどこでやる？」

「広場でお願いしよう。できれば同胞たちを集めたいのだが、かまわないだろうか？」

　バルの問いに長は答え、さらに確認してくる。

「いいだろう」

「バル様を見み世せ物ものにする気か」

　本人は快諾したものの、ミーナが顔をしかめた。

　長はゆっくりと彼女に説明する。

「おぬしも知っているだろうが、エルフは外の世界の者に明るくない。バルトロメウス殿のことを多くの者に知り、何かを学び取ってほしいのだ」

「いいことですね」

　バルが好意的な回答をしたため、ミーナは何も言えなくなってしまった。

「ヴェンデルヘルトよ。おぬしが皆に知らせてこい」

「はっ」

　ヴェンデルヘルトは立ち上がって一礼し、駆け出していく。

「ではバルトロメウス殿、ゆっくりとまいろう」

　歩き出した族長の背中の後にバルはついていった。

　途中大きな十字路を右に曲がり、高木と高木に挟まれながら進んでいくとエルフの家がたっぷり三十軒くらいは入りそうな開けた場所に到着する。

「なるほど。ここなら手合わせくらいはできそうだ」

　バルはぐるりと周囲を見回しながら納得した。

　周囲は高木だが、その前に黒いフェンスのようなものが設置されているし、下は白く硬い土である。

　もしかすると鍛錬場にもなっているのかもしれないと思う。

「少しくらい壊してもいいですよ、バル様」

　ミーナが物騒なことを言い、長を焦らせる。

「バルトロメウス殿の場合、少しではすまないのではないか？　ヴィルヘミーナも昔、ここを半壊させたことがあるくらいだからな」

「へえ、そんなことが」

　バルは興味を持ち、視線をミーナに向けた。

「あの頃の私はまだ未熟な子どもでした。そうですね。六百年ほど前の話でしょうか」

　ミーナは彼に弁明する。

「未熟な時の失敗についてなら私は何も言えないな」

　とバルは返す。

　彼もまた失敗したことがある。

「バルトロメウス殿でも失敗はあるのか」

「失敗しない人間などいませんよ。そこから何を学ぶかが肝要だと言えるでしょう」

　意外そうな長にバルは落ち着いて返事した。

「うむ、その通り。バルトロメウス殿はよく分かっているな」

　そのような会話をしていると、少しずつエルフたちが集まってくる。

「あの仮面の男がヴィルヘミーナ様を負かしたことがあるっていうバルトロメウスか」

「あのヴィルヘミーナ様が負けるなんて信じられないな」

　エルフの数が増えるにつれてひそひそとしたやりとりがあちらこちらで目立つ。

　小声から分かるのはヴィルヘミーナがいかにエルフの中で強いかというものだ。

　彼女自身は彼らの声を徹底的に無視している。

　見物客が百を超えたところで族長が声を張り上げた。

「バルトロメウス殿とヴァラハの手合わせをおこなう。あくまでも互いの力量を見せ合うものだ。同胞たちは一挙手一投足見逃さず、手本としてほしい」

　返ってきたのは歓声である。

「ヴァラハ様が相手をするのか！」

「こりゃいい勝負になるんじゃないのか？」

　興奮したように叫ぶのは男性たちだが、女性エルフたちも目を輝かせていた。

　誰もヴァラハが勝つと思っていないあたり、彼とミーナの実力差がうかがえる。

「こういう反応もエルフは人間と変わらないんだな」

　バルが小声でミーナに言うと、彼女はこくりとうなずく。

「ええ。大概俗物ですよ」

　相変わらず言葉にはトゲがある。

　当のヴァラハは落ち着いた様子で広場の中央から三メートルほど左寄りに立つ。

　バルは彼と六メートルほど離れた位置に移動して正面から向き合う。

「立ち合いおよび解説はヴィルヘミーナに任せてもよいか？」

「仕方ない。場合によっては解説の必要もあるだろうしな」

　ミーナが長の頼みをあっさりと引き受ける。

　バルの戦闘速度についていけるとすれば、自分しかいないと思うからだ。

「ヴィルヘミーナ様だ！」

「相変わらず素敵」

　ミーナの姿を見て称たたえる声が男女の区別なく上がる。

「人気者だな、ミーナ」

　バルが話しかけると、ミーナは無言でぺこりとした。

「ヴィルヘミーナ様が頭を下げたっ？」

「あのバルトロメウスって男、そんなにすごいのっ？」

　エルフたちからどよめきが起こる。

（頭下げるだけでこの反応とは、大したものだ）

　バルは感心した。

　これらの態度は余裕や相手へのあなどりと誤解されかねないが、ヴァラハは不快そうにすることもなく、じっとバルを観察している。

「では合図はこれを使いましょう」

　ミーナは魔術で赤い小石を右手のひらの上に作り出して両名に見せた。

　軽い動作で五メートルほどの高さまで放り上げられた石が土に触れる。

　その直後、ヴァラハは地を蹴けって一瞬で間合いを詰める。

　剣を抜かず銀色の鞘さやで殴りつけたのだが、その瞬間バルの姿はかき消えた。

「残念、残像だよ」

　彼の背後に立ちながらバルは声をかける。

「速いっ！」

　誰かが叫ぶ。

　ヴァラハは振り向きもせず、呪文を唱えることもなく一瞬で魔術を発動させた。

「【風かざ切きり輪わ】」

【風切輪】は直径三センチほどの風の輪を作り出し、敵を切り刻むという攻撃魔術である。

　それを一瞬で五つも同時に発動させて正確に狙ってきたのだから、バルは内心唸うなりながら右へ跳んでかわす。

　その直後風切輪は消され、ヴァラハは彼が着地した瞬間を狙って剣の鞘で殴る。

「素晴らしい判断力、そして空間把握能力だな」

　バルは右手で剣の鞘を止めながら、ヴァラハを称えた。

　かわされた瞬間に魔術を消し、移動先に正確な攻撃をくり出すというのは尋常な実力ではない。

　彼は己の心が高揚してくるのを認識する。

　一方で褒められたエルフはバルの実力の一端を感じ取り、内心戦せん慄りつしていた。

「ヴィルヘミーナ様より強いと聞いていたので覚悟はしていましたが……」

　何という男だ。

　ヴァラハの気持ちを要約すればそうなる。

「うそだろ？　ヴァラハの魔術を余裕でかわして、剣を普通に止めたぞ？」

「し、信じられない。すごすぎるわ」

　見物のエルフたちの大半が圧倒されているのをよそに、ミーナがおだやかに口を開く。

「バル様が少しも本気を出していないとは言え、まさか片手を使わせるとは。ヴァラハも精進しているようだな」

「あ、ああ」

　話しかけられた長がぎこちなく反応する。

「誇るがいい、ヴァラハよ。バル様に片手を使わせる者など、ザラにはいないぞ」

「あ、ありがとうございます」

　ヴァラハは礼を言った。

　相手次第では侮辱ととられかねない言葉だが、バルの実力の一端に触れた彼にとっては称賛だと伝わる。

「さて、止めるか？」

　ミーナが彼に問いかけた。

「いや、もう少し続けてもらいたい」

　長は苦渋の決断をするように言う。

　ヴァラハとバルの実力差の大きさを感じ取れている者は、見物者の中にはほとんどいない。

　彼はそれを承知で願い出る。

「かまわないよ。なあヴァラハ殿」

　バルが声をかけるとヴァラハはけわしい顔でうなずく。

「バルトロメウス殿の強大なお力を俺は理解できたが、周囲の者は難しいだろう。よって分かりやすいようにしたい」

　エルフの言いたいことを察した彼は、仕方なさそうに首を縦に振る。

「分かりやすさを求めるなら、派手になるのはやむを得ないだろうな」

　彼らは再び開始位置に戻った。

　先に仕掛けたのはヴァラハである。

「火の精霊よ、神の怒りに呼応し荒ぶる力をふるえ。大地を照らす天界の輝きをもって我が敵を駆逐せよ。【天に輝き地に轟とどろく豪炎】」

　彼が精霊魔術で生み出したのは、白く輝く巨大な炎の槍やりだ。

　まともにふるえばこの広場に大損害を与えることは間違いない。

「ええっ？」

「そんな大魔術をっ？」

　エルフたちが驚きよう愕がくする。

　人一人を倒すような魔術ではないのだ。

「この集落を焼き尽くすこともできる大魔術を使うなんて！」

　非難の言葉が上がらないのは、ヴァラハに対する信頼のおかげだろう。

　ヴァラハはその強力な槍をためらわずバルに向かって投げつける。

　触れただけで人間ひとりくらい軽く灰にしてしまいそうな炎の槍は、彼が光を放った瞬間打ち消されてしまう。

「え？」

　多くのエルフは何が起こったのか理解できずきょとんとする。

「バルトロメウス様は光の弾を十二発放って相そう殺さいしたのだ」

　彼らのためにミーナが解説してやった。

「十二発？」

「今の一瞬で？」

　どよどよとエルフたちはどよめく。

　彼らには光ったとしか分からなかった。

「俺は八発しか見えなかった」

　ヴァラハはそう言って冷や汗をかく。

「たしかにバルトロメウス殿は全く本気ではないようだ」

　と長おさが言う。

「気づいたのか？」

「うむ。バルトロメウス殿がその気になれば、ヴァラハはすでに倒されているということくらいはな」

　長は青い顔をしている。

「彼が発する光には違和感がある。おそらくは力を抑えるための魔術具を使っているのだろう」

「目はまだ衰えてはいなかったか」

　皮肉な言い方でミーナは肯定した。

「え、力を抑制する魔術具？」

「そんなのをつけていて、ヴァラハと戦えるの？」

　エルフたちはざわざわと騒ぐ。

　この点にバルは疑問を抱いた。

「この集落のエルフは、ミーナの実力を知らないのか？」

　この程度、ミーナならば簡単にできるはずである。

　ここまで驚く者が多いということ自体が、バルにとって意外だ。

「ええ。私が本気を出せば、この集落なんて跡形も残らないですよ」

　ミーナが肩をすくめる。

　あまりにも突き抜けていたからこそ、誰も彼女の本来の力を知ることができなかったようだ。

「やはりそうでしたか」

　ヴァラハは悔しそうに唇をかむ。

「ヴィルヘミーナ様の足元さえ見えた気はしていませんでしたが、錯覚ではなかったようです」

　しかし、そう告げた彼の青い瞳には力強い光が宿る。

「ですが、このまま下がるわけにはまいりませぬ」

「その意気やよし、と返しましょう」

　バルが応える。

「まいります」

　ヴァラハは剣を抜いて地を蹴った。

　音速と言える境地の速さである。

　このことからも《六の花輪ゼクスグランツ》がつわもの揃ぞろいだと理解できた。

　だが、甘い。

　肩を狙った斬ざん撃げきをバルは最小限の動きで避よける。

「分かりやすい動きに絞るという話では？」

　バルはおだやかに尋ねるが、立ち合いをしているミーナから放たれる空気の温度が急激に下がっていた。

「……しまった」

　ヴァラハはハッとして剣をおさめる。

「も、申し訳ありません！」

「戦士としての気持ちが昂たかぶった結果の暴走ですか」

　バルの声には苦笑がこもった。

「ヴァラハ、貴様がやったのはだまし討ちだぞ。貴様ごときではバル様に傷をつけるのは不可能だが、だからと言って許されるわけではない」

　永久凍土と呼ばれる土地の気温はこのようなものだろうか。

　耳にするエルフたちがそう思ったほど、ミーナの声は冷たい。

「止めろ、ミーナ」

　それを制したのはバルだ。

「高みを目指そうという気持ちを抑えられなかったヴァラハ殿の過あやまち、私は許す」

「……お甘い。別にこの者を処分しても、帝国とエルフの仲は壊れません」

　ミーナは怒りを抑えつつ、彼に苦言を呈する。

「我が師に昔教わったのだが、『過ちを改めぬことを真の過ちという』なんて言葉があるそうだ」

　バルの言葉に彼女は反応した。

「……たしか中央大陸の言葉ですね」

「知っていたか、ミーナ」

　バルは感心する。

　彼と出会うまでのミーナの経歴は謎が多い。

　分かっているのは、他の大陸の知識も持っているということくらいだ。

「私は許す。ヴァラハ殿は過ちを改めることができると信じて」

「……分かりました」

　ミーナはふーっと息を吐き出す。

「バル様が器の大きな方であったことに感謝せよ、ヴァラハ」

「はい」

　ヴァラハはバルから見れば気の毒なほど、小さくなっている。

「まかり間違えば大けがをしていた可能性もあるのに、何という優しさ。バルトロメウス様は真の英雄の器を持つお方ですな。ヴィルヘミーナが心服したのも分かります」

「……持ち上げすぎでは？」

　長の感嘆にバルは戸惑いを覚えた。

「過ちを許せとは美しいですが、自分が被害者となっても変わらず言う者は、バルトロメウス殿が思うより少ないですよ。あなたは生き方が美しい」

　長の言葉に真しん摯しな心がこもっている。

「ミーナにも言われましたね」

「でしょうな。実にすばらしい」

　長はそう言う。

「何か手合わせどころじゃなくなったね」

　黙って見ていた見物者たちがざわめきはじめる。

「いやはや、お見事だ、バルトロメウス殿。まるでヴァラハが相手にならなかったな」

　それを感じた長の言葉でミーナがふたりの前に立ち、終了を告げる。

「これで終了とします」

「何だ、もう終わりなのか」

「バルトロメウス殿が何をやっているのか、ほとんど見えなかったな」

「ヴァラハじゃ相手にならないことだけは分かった」

　見物者はそれぞれに感想を述べる。

　戦いの時間が短いと言う者、バルの力がよく分からなかったと残念がる者が多い。

「ヴィルへミーナが言ったとおりだな。バルトロメウス殿の戦闘速度についていける者が皆無に近かった。これならば他の《六の花輪ゼクスグランツ》を呼んでおくべきであった」

　と長は悔いる。

「今後もたまには来たいな。あなた方さえよければ」

　バルはそう言って彼を喜ばせた。

「本当か？　ありがたい」

　彼は目を輝かせるとバルの手を握って何度も礼を述べる。

「大したことはまだしていないんだが」

　バルが困惑すると族長は「そんなことない」と否定した。

「我々は外の知識や経験が不足しがちだ。バルトロメウス殿にお越しいただけるのであれば、多少は補えるだろうしよい刺激にもなる。ヴィルヘミーナのように滅めつ多たに帰ってこぬ者ばかりだからな」

　長が困った子どもを見るような目でミーナを見たが、彼女は少しも悪びれずに言い返す。

「人間の言葉では『便りがないのはよき便り』と言うらしいぞ」

「こらミーナ」

　人間の風習を変な風に使われてはたまらないとバルは注意する。

「……申し訳ありません」

　ミーナは不本意そうではあったものの謝罪の言葉を口にした。

　それを非常に珍しそうな目で見ていたのが長である。

「あのヴィルヘミーナがこんな素直な態度を取るとはな……」

　子どもの成長を実感する親のような口ぶりであった。

「黙れ」

　ミーナは余計なことを言うなと威嚇するが、頰ほおが赤い。

　帝国の大多数の者とは違い、長は彼女に視線で威嚇されたくらいでは平然としていた。

　付き合いの長さが違うのだろう。

「せっかくいらっしゃったのだ。もう少しゆっくりしていかれるといいだろう」

「いや、止めておこうと思います」

　バルはせっかくの長の申し出を断る。

「今日はのんびり休暇をとるつもりで来たんだ。でもそんな雰囲気じゃなくなったからね」

「そうか。それは悪いことをしてしまった」

　長はようやくミーナが自分に怒気を向けてきた理由を知り、頭を下げて詫びた。

「代わりというわけではないが、今日のことは今後エルフと帝国との関係のための先行投資とさせてもらえればありがたいですな」

「もちろんです」

　長は快諾する。

「帝国とよしみを通じることに反対する者はいないでしょう」

　エルフとしてもできるならば帝国とはよい関係を築いておきたかった。

「バル様、エルフは頑迷な愚か者が多いです。ここの者たちほど物分かりがいいとかぎりませんよ」

　ミーナは真面目な顔で忠告する。

「ここはミーナの故郷というのもあるのだろうな」

　とバルは答えた。

「他の集落の反応次第ではまた考えましょう。帝都までご連絡いただければ」

「分かりました。他の集落にも連絡を送ります。どんな反応がくるやら」

　長おさは心配そうな顔をする。

「いざとなったら私が力ずくで黙らせてやる」

　ミーナの言葉に長はうなずく。

「昔のお前ならどんな無む茶ちやをするか分からんと止めたが、今のお前はやりすぎる不安はないな」

　長の視線がバルに移る。

「この子をよろしくお頼み申し上げる」

「止めろ」

　ミーナは心底いやそうに顔をしかめた。

「ミーナにはいつも助けられていますよ。過激なところがあるのは否定できませんが」

「苛か烈れつなところは昔からでしてな。バルトロメウス殿が鞘さやとなってくださっているようで安心しました」

　保護者二名の会話に、ミーナは悔しそうにするばかりである。

「バル様、この後はいかがなさいますか？」

　少し強引に話しかけてきた彼女に、バルと長は苦笑をかわす。

「そうだな。誰もいない、秘境のような場所がいい。それでいて緑が豊かな場所なら言うことないな」

　バルは注文をしたが、少し無理があるなと自分でも思う。

　しかし彼女は即答する。

「ひとつよい場所があります。風が気持ちよく、花の香りがただよい、抜けるような青空を楽しめる場所です。動物はいないですが」

「へえ、それはよさそうだな」

　バルは興味を持った。

　動物がいないのは大した問題ではない。

「ヴィルヘミーナ、まさかお前……」

　一方で長は何か気づいたようにつぶやく。

「何か文句があるか？」

「いや、バルトロメウス殿ならいいだろう」

　にらむようなミーナに対して、長は苦笑を返す。

「何かあるのか？」

「特別な場所でして」

　バルの問いにミーナは謎めいた返事をする。

　彼女がバルに対してこういう言い方をするのは珍しい。

「分かった。行くまでの楽しみにしよう」

　彼女によって連れてこられた場所は、青空と太陽が近い場所で下は硬い緑の葉だった。

　木の葉っぱとしか思えない形状のそれらが水平になっていて、バルの足元から少し離れたところには赤、青、白、緑、黄、紫の六つの色の大きな花輪ができている。

「美しい空と花だな。幻想的ですらある」

　とバルはつぶやく。

　ミーナは彼の希望をこの上ない形でかなえてくれた。

　そよ風が吹くと花の香りが六種類、バルの鼻をくすぐる。

「もしかしてここって世界樹なのか？」

　大きな花輪が六つあるところから彼はピンとくる。

「はい。世界樹の一番上です」

　ミーナはにこりとして答えた。

「誰もいない、緑豊かな場所を指定してまさか世界樹の頂上に連れてこられるとは」

　バルは一本取られたと笑う。

「ここなら邪魔者は来られないでしょう」

　ミーナは風を浴びながら言った。

「空気が薄いしな」

　バルは平然として指摘する。

「具体的にはどのあたりになる？　下の方に何やら感じるが」

　バルは下をちらりと見る。

「『シュタルク・オルドヌング』よりずっと北に位置します。普通に通るだけでは、気づかれないよう隠ぺいの結界魔術で隠された中ですね」

　ミーナは答えてから微笑ほほえむ。

「ちょうどバル様が目をやったところに結界の起点があります。普通は気づかないのですが、さすがですね」

　ミーナは称たたえる。

　バルは答えず、視線を空に戻した。

「空はこんなにも美しいのか」

　すっかり彼は虜とりこになったようである。

「こんな空を好きなだけ見られるというのは、エルフが少しうらやましいな」

　バルは世界樹の上に腰を下ろしながらつぶやく。

「バル様でしたらいつでもお連れできますよ」

　彼は本気だと察したミーナは素早く言った。

「また来たいな」

「ぜひ」

　二人はそのままのんびりと時間の経過を待ち、夕食もエラの世話になって帝都へと帰還した。







第三話　人脈長者




　バルが朝、起きて家の外に出ると隣に住む四十歳くらいの独身男性が声をかける。

「おや、バル。戻っていたのかい？」

　ミーナの転移魔術で送ってもらったのだから、気づかれるほうがおかしい。

　そう分かっているバルは自然な笑顔で応対する。

「ああ。物音を立てないのはそれなりに得意でね」

「まあ長いこと冒険者をやっているんだもんなあ」

　隣の男性はそれで納得し、手にしていた一枚の獣じゆう皮ひ紙しを差し出す。

「ほれ、届いていたからかわりにあずかっておいたぞ」

「ありがとう」

　本人が不在の時は近隣の住人が一時的に荷物や手紙をあずかる。

　二等エリアではよくあることだ。

　バルが差出人を確認するとニコラの名前と知らない女性の名前が並んでいる。

「結婚式の招待状か」

「へえ、冒険者の知り合いかい？」

「そうだよ」

　興味深そうな男性にもう一度礼を言って、バルは自宅に引っ込む。

　よくよく読んでみた。

「私たちはこのたび結婚します。参加していただければ幸いです」

　という短い文面である。

（貴族だともっと堅苦しい上に冗長な文面になるものだが）

　しょせんは庶民だからか、簡素なものだ。

「バル様？」

　いつの間にか来たミーナが不思議そうな顔をする。

「結婚式の招待状さ」

「おや」

　ミーナが興味を示したため、見せてみた。

「出席か欠席か気にしないのですか？」

　しかも参加するかどうかを確認するものではない。

「招待主のニコラなら【収納袋】は持っているだろうからな」

　ごく普通の庶民であれば食材の余りが怖いだろうが、冒険者として堅実に実績を重ねていたニコラとなると話は別だ。

「なるほど。余った料理は【収納袋】に保存すればよいというわけですね」

　ミーナはすぐに合点がいったらしい。

「そうだ。貴族たちは呆あきれるかもしれないが、これはれっきとした冒険者の知恵だよ」

「ごもっとも」

　バルの説明にミーナは理解を示す。

「参加なさるのですか？」

「ああ。ニコラとはけっこう長いつき合いだ。呼ばれたからには参加するさ」

　バルが応えると、彼女は首をかしげた。

「人数が分からないと引き出物を用意できないと思うのですが、引き出物を配る習慣はないのですか？」

「庶民にそんな金があるわけがないよ」

　バルは苦笑する。

「大富豪や上級冒険者ともなれば別かもしれないが」

　残念ながらニコラは五級、せいぜい中堅クラスだ。

「何もかも違うのですね」

　ミーナは義務的に覚えているという態度である。

　調べようとすればすぐに分かったことを今まで調べてなかったのだから、関心の低さがうかがえる。

「手土産とは何を持っていくのです？」

「俺たちは一万トゥーラだな。親族は個別に祝いの品を贈るらしいが」

　応えてからバルは逆に聞いた。

「エルフは違うのか？」

「ええ。集落全体で祝い、贈り物を用意します。だから招待状を送るというシステムがありません」

　ミーナの返答に、バルは彼女が招待状に興味を持った理由に気づく。

「参加しないという選択肢がないわけか」

　エルフならではの感覚だろうとバルは思う。

「一人くらい増えても分かりませんか？」

　ミーナはそのような問いを放ち、彼は困惑する。

「分からないだろうが、止めておけ」

「分かりました」

　止められたミーナはあまり残念そうではない。

「日付は明日の夜か。ニコラの家に一度顔を出さないとな」

「エラが結婚する時、私も呼ばれましたね。では私はしばらく不要でしょうか？」

　親しい場合は顔を出すという点は共通らしい。

　ミーナが聞いたのは自分の行動についてだ。

「まあな。わざわざ来てくれたのにすまないな」

「いえ、自分の意思でやっていることですから」

　無駄足を踏ませたと謝罪するバルに彼女は微笑ほほえむ。

　通信魔術具を使えばすむのに毎日会いに来ているのが彼女だ。

「必要になったら連絡を入れさせてもらうが」

「はい、ぜひ」

　バルが最後まで言う前にミーナは返事をする。

「失礼しました」

　ハッと我に返って赤面した彼女に、バルは黙って苦笑した。

　ミーナは咳せきばらいを一つして、【収納袋】から手料理を差し出す。

「昼の分は持ってきております」

「いつもすまないな」

　バルは受け取って礼を述べる。

「いえ、では失礼します」

　ミーナはお辞儀をして姿を消した。

「さてと」

　バルは昼食の中身を確認すると、冷暗所に置いてニコラの家に向かう。

　家の前に着くと、ニコラと見知らぬ女性の大きな声が聞こえる。

「やれやれ」

　バルは笑いながら強めに木のドアを叩たたく。

「おや、誰だろう？」

　ニコラがわざとらしい声を出してドアを開けた。

「バルさん、ちょうどいいところに」

　彼はバルの姿を見ると、ほっと息を吐き出す。

「もめごとかい？」

　バルは少し顔をくもらせる。

「仲裁はごめんだよ。『夫婦喧げん嘩かはグロスすら近寄らない』と言うじゃないか」

　グロスとは犬の魔物でどこにでも顔を出し、口に入るものは何でも食べるという悪あく食じきの魔物だ。

　すぐに仲直りするため仲裁しようとするのは愚かという意味である。

「え、はい」

　ニコラはそこで照れてしまう。

「誰よ？」

　奥から短い金髪の気の強そうな青い瞳の女性の姿が見える。

「紹介するよ。こちらは先輩冒険者のバルさん。駆け出しのころ、お世話になったんだ」

　ニコラが説明すると彼女はああとうなずく。

「経験と知識しかとりえがない男」

「エヴァ！」

　ニコラは彼に似合わない強い口調でたしなめる。

「だって本当のことじゃない」

「あのな」

　開き直るエヴァにニコラがムキになって反論しようとした時、バルは彼の肩に手を置いて制止した。

「いいから。それより何を揉もめているんだ？」

「お恥ずかしい。実は新居について意見が分かれていまして。僕はここに住みたいのですが、彼女は新しい場所に住みたいと言って聞かないのですよ」

　ニコラが言うとさっそくエヴァが口をはさむ。

「だってここからじゃ私の勤め先が遠いんだもの。冒険者ギルドだって決して近いわけじゃないでしょ」

「そうだけど、ここのほうが安いじゃないか」

　昂たかぶるエヴァをなだめるような口調でニコラは応じる。

「利便性にはお金を出すべきよ。仕事に集中できる時間を増やして、その分稼ぎを増やせば結局得じゃないの」

　とエヴァは反論した。

（うん、ただワガママを言っているわけじゃないのか）

　バルはおおよその見当をつける。

　家賃を少しでも抑えたいニコラと、家賃が高くなっても稼ぎを増やしたい場所に行きたいエヴァ。

「どちらも正しい主張だな」

　バルは感想を漏らす。

「どちらも正しいですか？」

　ニコラは困惑を深めたが、エヴァはふんと鼻を鳴らす。

「玉虫色の回答ね。ヘタレじゃない」

　玉虫とは見る角度によってさまざまな色に見える虫のことだ。

　ようするにあいまいで情けないと非難したのである。

「さっきから失礼だぞ、エヴァ」

　たまらずニコラが注意するが、エヴァはそっぽを向く。

「あなたにとっては信頼できる友人かもしれないけど、私にとっては見ず知らずの他人ってことを忘れないで」

　そしてニコラの知己というだけで信頼するほど甘くないと主張する。

「彼女が正しいな」

「えっ、バルさん？」

　バルが肯定したため、ニコラは困惑をさらに深めて混乱状態に陥った。

　そんな彼にバルは笑いかける。

「ずいぶんと用心深くて聡そう明めいな女性じゃないか。いい女性を見つけたな」

「は、はあ。自分にきつく当たる女性を褒めるなんてバルさんらしいですが、さすがに今回はちょっとついていけないです」

「ニコラがだまされたり、利用されそうになってもしっかり止めてくれそうな女性じゃないか。俺は安心したよ」

　バルは彼の意見を聞き流し、自分の考えを述べる。

「ところでエヴァさんの仕事は何なんだ？」

「染め物屋ですよ。ほら、『カーター＆セリオン』という」

　エヴァではなくニコラが答えた。

「ああ、あそこか」

　バルはポンと手を叩く。

　二等エリアの染め物屋『カーター＆セリオン』はけっこう大きな店だ。

「俺が冒険者だから需要が絶えない堅実な職につくって言ってくれましてね。染め物屋なら、人間が生きているかぎりなくならないだろうと」

「ちょっと、余計なことを言わないで」

　エヴァが途中であせってニコラの言葉をさえぎる。

「やっぱり素敵な女性を見つけたんじゃないか。おめでとう」

　バルが言うと、エヴァは頰ほおを赤く染めて黙り込む。

「ありがとうございます。バルさん気づいていたんですか？」

「うん？」

　ニコラの問いに一瞬考えてからバルはうなずいた。

「エヴァの態度が君への愛情の裏返しだってことかい？　気づいていたよ。だから素敵な女性だなと言ったんだ」

「……バルさんにはやっぱりかなわないなあ」

「何なのこの人」

　ニコラは力が抜けた笑みを浮かべたが、エヴァは戸惑っている。

「バルさんはこういう人なんだよ」

　ニコラに言われて彼女は視線を宙にさまよわせた。

　そこにバルがニコラに話しかける。

「どうだろう。知り合いに住宅関係を扱っている人がいるから、よければ紹介するよ」

「え、本当ですか？」

　ニコラは目を輝かせた。

「ああ。二人の希望に沿う物件があるとはかぎらないが」

「紹介してもらえるだけで助かります。俺たち、そういう知り合いいないんですよ」

　ニコラが感激すると、エヴァもぺこりと頭を下げる。

「お世話になります」

　語気はどこか弱々しかったが、すぐに戻った。

「勘違いしないでね。まだあなたのことを認めたわけじゃないから！」

　ふんと鼻を鳴らしてまたそっぽを向く。

「おいエヴァ」

　ニコラがたしなめるが、バルは笑う。

「都合のいい言葉を聞いただけじゃ信じない。正しいと思うよ」

「……本当にすみません」

　ニコラは恐縮し、エヴァを促して外に出てから戸締りをする。

「場所はどの辺なんですか？」

「中央通りの近くだよ。ギルドからもそんなに離れていない」

　バルはそう言って歩を進め、二人を緑色の屋根の家の前まで連れて行く。

「あれ、ここって」

　ニコラは目を丸くする。

　たしか以前バルがおばあさんの荷物を持ってあげたことがあったはずだ。

「うん、あの人の息子だよ」

　バルが答えを告げ、ドアを叩く。

「はい？」

　出てきたのは青いシャツを着た二十代半ばの女性だ。

「あら、バルさん。先日は義母がお世話になったそうで」

　バルを見た瞬間愛想のよい笑みを浮かべる。

「やあアーダ。カールはいるかい？」

「ええ。仕事をしていますよ。今日はカールに会いに？」

　アーダと呼ばれた女性は小首をかしげた。

「うん。彼の本業で相談に乗ってほしい人がいてね」

「なるほど。どうぞ」

　アーダはニコラとエヴァをちらりと見て、うなずいて三人を中に招き入れる。

　中はそのまま事務所になっていて、アーダ以外に男性二人がいた。

　一人は三十歳くらいのメガネをかけた栗くり色いろの髪、もう一人は二十代前半の茶髪である。

「あなた、バルさんがお客さんを連れてお見えですよ」

　アーダは三十歳くらいの男性に声をかけた。

「バルさんが？」

　カールは手を止めて立ち上がり、三人のほうにやってきてバルと握手をする。

「バルさん、どうも。母がお世話になったようで」

「何、困った時はお互い様だ。それよりさっそく相談したいんだが、今時間は大丈夫かい？」

「ええ、仕事の話でしょう？　大丈夫ですよ」

　カールは笑顔でうなずいて、三人に椅い子すをすすめる。

　そこにもう一人の男性がお茶を淹いれて運んできた。

「それでご用件は？」

　カールが問いを放ち、バルがニコラに言う。

「君たちの事情を話してみるといい」

「はい。じゃあさっそく」

　ニコラは自分たちの事情を話す。

「なるほど。『カーター＆セリオン』と冒険者ギルドから離れていないところ、できれば家賃も抑えめでというのがお二人の希望ですね」

　カールはうなずいて立ち上がる。

「少しお待ちください」

「大丈夫かな？」

　ニコラが小声で不安を漏らす。

「頭金二十万トゥーラ、家賃十八万トゥーラが相場らしいけど」

　エヴァが言うと、彼が言い返した。

「だから大通りから離れようって言ったんだ。それなら家賃は十万くらいまで下がるんだから」

「よせ」

　バルが短く二人に注意する。

　そこへカールが紙を手に戻ってきた。

「お待たせしました。あいているのは二軒で、一軒は家賃十八万、もう一軒は家賃十二万ですね」

「え、十二万であるんですか？」

　ニコラが食いつき、エヴァも目を丸くする。

「よっぽど条件が劣悪なんじゃ」

「おい、エヴァ」

　ニコラがたしなめたが、カールは笑う。

「疑われるのは当然です。みなさんおっしゃいます」

「何なら実物を見せて判断してもらったらどうだ？」

　バルがカールに提案する。

「ええ。お二人さえよければ、僕はかまいませんが」

「見てみたいです」

「当然でしょ」

　二人とも賛成した。

「少し出てくるよ」

「はい」

　カールは紙を持ったまま男性とアーダに声をかける。

　カールの先導で四人は歩き出す。

「まず一軒め、家賃が十二万のところですね」

　そこは中央通りの十字路から七分ほど歩いた外れのほうだった。

「これくらいなら便利ですが。ギルドからも『カーター＆セリオン』からも徒歩十五分以内ってところでしょう」

「許容範囲ね。少なくともニコラの家よりは便利じゃない」

　ニコラもエヴァも好意的な感想を言う。

「これで家賃十二万ってどういう理由なんですか？」

「何か変な理由でもあるの？」

　ニコラとエヴァは不安そうにカールにたずねる。

「いえ、違います」

　カールは笑って否定し、理由を明かした。

「持ち主が家賃を低く設定しても、借り手を見つけたいという考えなのです。家賃収入で稼ごうという意欲があまりない人でして」

「そういう人いるんですね」

　ニコラが目を丸くし、エヴァが舌打ちする。

「いいなあ。不公平だよね」

「おかげで俺たちが助かるじゃないか」

　ニコラが彼女をなだめた。

「まあね」

　エヴァは不承不承納得する。

「ここに決められますか？」

　カールが問いかけると、エヴァが言った。

「中を見せてもらっていい？」

「ええ、もちろん」

　カールはポケットからカギを出してドアを開ける。

「さあ、どうぞ」

　カールに続いてエヴァが入り、ニコラが足を動かす前にバルに聞いた。

「バルさんはどうします？」

「二人の新居を俺が見ても仕方ないからね。ここで待っているよ」

　当然の返事である。

「あ、すみません。行ってきます」

　ニコラは一言詫びて中に入った。

　バルが通りに目を向けると、私服姿のニエベと目が合う。

「おや、ニエベちゃんじゃないか」

「バルさん、こんにちは。ここで何をしているんですか？」

　不思議そうに彼女は聞いてくる。

　周囲に店屋はなく、人も見当たらないのだから無理もない。

「ああ、ニコラの件でちょっとね」

　バルは多少ぼかして伝えた。

「ニコラさん？」

　受付をやっているニエベはもちろんニコラのことも知っている。

　そして彼が近々結婚することも把握していた。

「もしかして建物の件だったりします？」

「よく分かったね」

　バルが感心すると、ニエベは照れて理由を告げる。

「いえ、ニコラさんが彼女との新居をどうしようかと悩んでいたのは知っていましたから」

「それだけで当てるとは恐れ入るよ」

　バルのこの意見は本心だ。

　手がかりが少ないはずなのに正解を引き当てたのは、大したものである。

「普通だったら『ない』と思うんですが、バルさんだったら不動産関係の人とも親しいかなと。どこにでも知り合いがいるじゃないですか」

　ニエベは否定するように言う。

「だからバルさん自体が大きな手がかりなんです。バルさん以外の人だったら、私も思いついていないでしょう。だからすごいのはバルさんです」

「その理屈は無理があるだろう」

　一生懸命に話すニエベをバルは苦笑する。

「他人のことで頑張れるバルさんはすごいし、素敵だと思いますよ」

　ニエベはそう言って彼を見つめた。

「やりたいことをやっているからな」

　バルは受け流し、ニエベは口をとがらせる。

「またそんな」

　すねた顔は年よりも幼く見えた。

「ニエベちゃんこそどうしたんだい？　たしか今日は休みだったはずだが」

　バルは彼女の勤務スケジュールをだいたい把握している。

　調べなくても耳に入ってきやすいというのが正確だが、言うのは野や暮ぼだろう。

「ええ、休みの日はのんびり帝都を歩いて、買い物を楽しむんですよ。バルさんに言ったことはありませんでしたっけ？」

「初めて聞いたな」

　首をかしげるニエベにバルは答える。

　もちろんニエベ本人から、という意味だ。

「そうでしたか。よければそのうちつき合ってもらえます？」

　ニエベは何気ない口調で、そっと自分の手を握りながら質問する。

「ニコラたちの話がまとまったら、ヒマになるしね。その後でもかまわないなら、つき合えるよ」

「大丈夫です」

　ニエベは迷うことなく答えた。

「それにニコラさんのことは私も気になりますし、何なら一緒につき合ってもいいでしょうか？」

「それは本人たちの了解があったほうがいいだろうね」

　バルは冷静に返す。

「むろんです」

　ニエベは彼の回答を予期していたと微笑み、彼の横に立つ。

　ちらりと彼を見上げたが、彼は気づかないふりをする。

　沈黙が舞い降りてすぐニコラたちが外に出てきた。

「お待たせしましたバルさん。おやニエベちゃん？」

　ニコラはきょとんとする。

「こんにちは、ニコラさん。新居探しはいかがですか？」

　自然な笑顔を浮かべるニエベに、彼は答えた。

「バルさんに紹介してもらったおかげで決まりそうだよ」

　そしてバルに頭を下げる。

「ありがとうございます、バルさん」

「役に立ててホッとしたよ」

　バルは笑う。

　そこにカールとエヴァも出てくる。

　エヴァはバルを見ると、勢いよく頭を下げた。

「ごめんなさい！　それにありがとう！　あなたのおかげで頭金をおまけしてもらえそうなの！」

「確認が必要ですが、バルさんの紹介なら大丈夫でしょう」

　カールがニコニコとして話す。

「さすがバルさん。人脈長者ですね」

　ニエベが称たたえる。

「たまたま知り合いだっただけだよ」

「人脈長者。言いえて妙だと思います」

　ニコラが賛成し、カールとエヴァがうなずく。

「バルさんにお世話になった人は多いですからね」

　カールはそう言う。

「うん。他に俺が必要なことはないかい？」

　バルは称賛の嵐を断ち切るように、ニコラに聞いた。

「後はないですね。家具の配置とかは二人で決めなきゃですし」

「つき合わせたら申し訳ないわよ」

　すっかりバルへの態度が軟化したエヴァもつけ加える。

「あら、じゃあバルさんをお借りしても？」

「ええ、どうぞ」

　ちょっとうれしそうなニエベに、ニコラは笑って差し出すまねをする。

「やりましたよ、バルさん」

　笑顔を向けるニエベにバルはおどけて一礼した。

「承りました、お嬢様」

「バルさんの礼、普通にきれいですよね」

　ニエベは笑みを浮かべつつ疑問を浮かべる。

「そうかな？」

　バルは驚いたふりをするが、内心上手うまくやりすぎたかと悩む。

「そりゃ騎士様たちにはかなわないでしょうけど」

　ニエベの続きの言葉に彼はホッとする。

　騎士よりは下手だが、庶民にしては上手いくらいならば問題ない。

「今だけは私だけの騎士様になってくれますか？」

　ニエベは大胆なお願いをする。

「かしこまりました」

　微笑の中に真剣な気持ちがあると察したバルはうなずいた。

「それではご婦人、どこに行かれますか？」

「ごめんなさい、普通に話してください」

　礼儀正しいバルの態度に、ニエベは音ねを上げる。

「了解」

　と言ってバルが微笑ほほえむと、ニエベはまた拗すねた顔をする。

「バルさん、ちょっと意地悪な気がします」

「ニエベちゃんが可愛かわいいなと思っただけで、意地悪をしているつもりはないよ」

　バルの答えに彼女はさっと頰ほおを赤らめた。

「さらっと言うのは反則ですよ」

「うん。俺の反則負けか」

　バルはニエベの抗議を受け入れる。

　可愛いなんてみんなに言われているだろう、なんて言うほど無粋ではない。

「お願いを聞いてもらっちゃいますよ」

　気の強いふりをするが、バルは泰然としている。

「俺にできることならかまわないよ。ニエベちゃんにはいつもお世話になっているからね」

「うう」

　ニエベはどうあがいてもかなわないと思い、軽くうめいた。

「まあ、ゆっくり考えるといい」
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　余裕あるバルの言葉にニエベはちょっと首を横に振る。

「今考えました。これから一緒に服を買いに行って、それからご飯を食べてもらいます！」

「うん、いいよ」

　気軽に応じるバルの態度にニエベは脱力する。

　だが、すぐに気を取り直す。

　それなりにバルとの付き合いが長い彼女は、彼の反応を予想できたのだ。

　これくらいのことで負けないと誓う。

「バルさん、さあ行きましょ」

　ニエベがさっと腕を絡めてくる。

「ニエベちゃんは可愛いから、何でも似合うだろうな」

「もう、女の子に『何でも似合う』はほめ言葉じゃないんですよ？」

　ニエベはちょっと頰をふくらませた。

　年のわりに幼いと思うが、不思議と違和感がない。

「そうかい？　よくよく吟味してもやはり俺の答えは変わらない。素敵な女性に似合う服はたくさんあると。これは君に対する礼儀にならないかい？」

「……真剣に検討した上でなら、なりますね」

　バルの表情と言い、声と言い真剣だった。

　そのため、ニエベは耳まで真っ赤になってしまう。

「さあ、ここはどうだ？」

　バルは一軒の服屋の前に立ち止まり、ニエベの注意を促す。

「あ、いいですね。さすがバルさん」

　ニエベはすぐに立ち直った。

　切り替えが早いのも彼女の魅力だろう。

　店内には何人かの女性客がいた。

「バルさん、これはどうですか？」

　ニエベはさっそく赤色の上着を手に取り、自分で広げてバルに見せる。

「ニエベちゃんの明るい笑顔と赤は一致するし、大人っぽくていいね」

「じゃあこっちの白だと？」

　ニエベはきちんとたたんでから、次の服を取り出す。

「ニエベちゃんの整った顔と白の清せい楚そな服を合わせると、いいところのお嬢さんという印象に変わるね」

　ニエベは何着もバルに見せ、その都つ度ど彼はほめ言葉とともに感想を告げる。

（あの男、できるわね）

　という目つきで他の女性客がバルを見ていた。

　ニエベが買ったのは赤と白の二着だけだった。

「うん、違う魅力を引き出してくれるいい服だと思うよ。ニエベちゃんはセンスがいいね」

「バルさん、ずいぶんとほめ上手ですね」

　会計をすませて話しかけたバルに対するニエベの返事である。

「女の子慣れしているみたい」

「えっ？　そうかな？」

　バルは本気で不思議そうに聞き返す。

「この人、まさか天然……？」

　ニエベはちょっと目を見開き、聞き取れない声でつぶやく。

「いや、まさか」

　信じられない反応の彼女に、バルは優しく話しかける。

「すまないが、美味うまい昼飯を食べられる店に行きたいなら、少し急いだほうがいいだろうよ」

「あ、そうですね」

　ニエベはすぐに我に返ってうなずいた。

　彼女は並んで待つのがあまり好きではないし、店内でバルとゆっくりと過ごしたいと思うのだ。

「バルさん、女の子の好みで味もよいお店をご存ぞん知じなんですか？」

「頼まれてマヤちゃんを連れて行ったことならある」

　バルは正直に答える。

「マヤちゃん？」

　ニエベはさすがにバルの行きつけの店の看板娘までは知らなかった。

「ああ、ニエベちゃんよりたしか三歳くらい年下の子だよ」

「そうなんですか」

　ニエベは相あい槌づちを打ったものの、何となく面白くはない。

　他の女の子と行った店に連れて行くのか、と言うつもりもなかった。

「バルさんは女の子の知り合いも多いのですね。やっぱり人脈長者ですね」

　それもバルの魅力だと考えることができる性格だからである。

「まあいい人と知り合う機会に恵まれているのは事実かな」

　バルは謙遜しながらも否定はしなかった。

「バルさん、謙虚ですね。もう少し威張ってもいいと思いますが」

　とニエベは言う。

　一部の冒険者のように尊大になれとは思わないが、もう少し胸を張ってもいいと思うのだ。

（そのほうがもっとカッコいいし）

　とは言葉にできないニエベの本音である。

「威張るのは好きじゃない」

　バルはそう返事をしたが、これは噓うそではない。

《戦せん神しん》として時には尊大で高圧的な態度をとるが、やむを得ないと判断してだ。

「そこがいいところですね」

　ニエベはそう微笑んだ。

「ニエベちゃんもほめ上手だよね」

　バルはそう切り返す。

「そうでしょうか？」

　ニエベは首をかしげる。

「仕事だからね」と他の男に言うことをバルには言わなかった。

「うん。ニエベちゃんがすばらしい女性だと思うのは、そういうところだよ」

「ありがとうございます」

　ニエベは頰を赤らめ、髪をいじりながらそっと目をそらす。

　道行く独身男性は、彼らを見て悔しそうな目を向ける。

　はた目から見れば、彼らは仲睦むつまじい恋人同士だった。

　そんな視線に気づいたバルは、ニエベに声をかける。

「おっと、そろそろ店の開店時間だよ」

「はい」

　ニエベはこくりとうなずく。

　バルに催促されても、急せき立てられる感覚がないのはなぜだろうか。

　ニエベはそう思いながら、再び彼の腕をとる。

　彼らが向かったのは大通りの向こう、一等エリア寄りの場所に立つ『のんびり泳ぐ水鳥』という店だ。

「あ、行列ができていますね」

　ニエベが言ったように、すでに八名ほど並んでいる。

「まだ開店前だから、何とか座れそうだね」

　バルは冷静に言った。

　二人の前で待っているのは若い女性か中年女性だ。

　仕事着のままの人もいる。

「もう八人も待っているなんて人気店みたいですね」

「らしいね」

　バルは同意する。

　帝都の二等エリアの住民は毎日外食する者はあまりいない。

　それを考えると多い方だろう。

「いらっしゃいませー」

　やがて若い女性店員が出てきて、看板を出して客の誘導をはじめる。

「どういったものが出るのですか？」

　ニエベの問いにバルは微笑んで答えた。

「入ってみてのお楽しみだよ。もっともニエベちゃんのことだし、ある程度は想像できているんじゃないか？」

「ええ、まあ。何となくは」

　ニエベは自信なさげにうなずく。

「女の子に人気と言えば野菜たっぷりのスープにパスタ、果物でしょうか」

「答え合わせはメニューを見てくれ」

　バルは答えを言わなかったが、ニエベは不満を持たなかった。

「はい。バルさんを見ても、合っているか分かりづらいですので、答え合わせが楽しみですね」

　とニエベは笑う。

　彼女は職業柄、人間を観察して何となく心理を見るのが得意だ。

　気づいたらできるようになっていたと言う方が適切だろう。

（でも、バルさんは読めないのよね。年の功なのかしら）

　ミステリアスなところも一つの魅力だった。

「お二人ですか？」

「そうです」

　先ほどの女性店員にバルが答える。

「ではご案内いたします」

　店内は白と赤を中心にして明るくおしゃれな空間だった。

「素敵」

　ニエベの口から率直な感想が漏れる。

「雰囲気もいいけど、味もよかったよ」

「楽しみです」

　バルに言われてニエベはにっこりする。

　新品同然の獣皮紙に書かれたメニューをバルが受け取り、まずは彼女に見せた。

「本日のランチって何でしょう？」

　そばにひかえる先ほどとは別の女性店員にニエベが聞く。

「パン、チーズ、きのこのパスタ、野菜スープ、紅茶、焼きリンゴのハチミツ漬けになります」

「じゃあ私はそれで」

　ニエベは迷うことなく即決する。

「俺も同じものを」

「かしこまりました。ありがとうございます」

　店員は素早く手を動かし、二人に確認した。

「紅茶はいつ頃お持ちいたしましょう？　食後にいたしますか？」

「いえ、料理の途中で持ってきてもらえたら」

　バルが言うと、ニエベも同意する。

「私もです」

「失礼いたしました」

　店員はそう言って、下がる。

「給仕の人もいい感じですね」

　ニエベは感心して言った。

「うん」

「バルさんは何回くらいここに来たのですか？」

「今日で二回目だよ」

　バルは噓をついていない。

「そうなのですか」

　ニエベは直感したものの、次の言葉に困る。

　マヤという女性のことを聞くべきかどうか迷った。

「マヤちゃんは、行きつけの店のお嬢さんでね。敵情視察もかねて連れて行ってほしいと頼まれたんだよ」

　彼女の心理を予想したバルが、先回りして打ち明ける。

「そうでしたか」

　ニエベは自分でも意外なほどホッとした。

「ニエベちゃんはこういう店の開拓に興味はあるのかい？」

「え、まあそうですね」

　バルの問いに彼女は言葉を濁にごす。

　好きかどうかと言えば好きな方だ。

　しかし、今日にかぎれば別の理由がある。

（でも、言う勇気が出ないのよね）

　正確に言えば、バルに受け流される様子が目に見えて浮かぶせいだ。

　もう少し関係が深くならないと、勝算が出そうにもない。

「俺もわりと好きなんだよ。美味い店探し」

　バルがにこやかに言う。

「実はそれ知っています」

　ニエベは彼とは違う種類の笑みを浮かべて応じる。

「おや、そうなのかい？　たしかに隠した覚えはないんだが、ニエベちゃんに話したことはあったっけ？」

　バルは腕組みをして首をひねった。

「仕事柄、冒険者のみなさんの情報が集まるのですよ」

　ニエベはあっさり種明かしをする。

　もったいぶることではないと思うし、バルとの会話のテンポを損ねたくないという気持ちが勝った。

「きちんと覚えているのは大したものだね」

　バルが褒めると、ニエベはそっと目を伏せる。

「どうかしたかい？」

「バルさんはいやじゃないですか？　知らないうちに私に把握されているかもしれないのですよ？」

　そういう彼女の表情は暗い。

　何か言われたのか、それとも罪悪感を抱えているのか。

「何も悪意を持って、誰かを傷つけるために集めているわけじゃないだろう。ニエベちゃんを批判するのは間違っていると思う」

「……はい」

　バルが言ってもまだニエベの表情は晴れない。

「職業だけでとやかく言われるのは間違っている。大事なのはその職業で何をするかだろう。ニエベちゃんは胸を張っていいと思うよ」

「ありがとうございます。バルさんにそう言ってもらえて、ちょっと気が楽になります」

　ニエベの顔に明るさが戻る。

「そうですよね。どう扱うかですよね」

「うん。役に立てたなら何よりだよ」

　バルが言うと、ニエベは真剣な顔で言う。

「バルさんにはいつも助けられています」

「俺もニエベちゃんにはいつもお世話になっているし、お互いさまだよ」

　バルの返答に彼女は少し口をとがらせる。

「バルさん、感謝の気持ちを受け取ってくれないですよね」

「受け取っているよ？」

　バルは心外そうに眉を動かす。

「そして感謝の気持ちを返しているんだよ」

「くうっ」

　ニエベは反論を思いつけず、うなる。

「どうしてバルさんは返しが上手いのでしょう。勝てる気がしません。張り合うことじゃないのですが」

　続いて肩を落とす。

「人それぞれなんだから、張り合ったりあせったりしなくていいよ」

「……バルさん、聖人みたいなことをおっしゃいますね」

「えっ、そうかい？」

　バルは目を丸くする。

　ニエベに指摘されるまで想像したこともなかった。

「何だかとっても高みにいるように見えます」

「そんな風に見えるのかい？」

　バルはもしかして「物分かりのいい人間」を演じすぎたか、と反省する。

「ええ。だからつられて背伸びしなきゃいけない気がするんですけど、背伸びしたところでバルさんにはかなわなくて。情けないなと思って、バルさんは何も悪くないのにわれながら面倒な女だなあと嫌気がさしちゃう」

　ニエベは再び暗くなり、視線を床に落とす。

「人の長所を見み出いだして、見習いたいと思うニエベちゃんは立派だね」

「そうでしょうか？」

　バルの言葉に彼女は顔をあげる。

「ああ。誰でもできることじゃない。俺も手本にしなきゃと思う」

「そ、そんな」

　ニエベは顔を赤くする。

「おそらくニエベちゃんは自分の長所について無自覚なんだろう。そこもいいところなんだけどね」

「は、はい」

　バルの追い打ちほめ言葉で、ニエベは身を縮めた。

「何だか口説かれているみたいで、照れますね」

　彼女は照れ隠しで言う。

　バルにそんな気はないと、悲しいけど理解している。

「おっと、気をつけよう」

　バルは優しく微笑ほほえむ。

　そこが憎いくらい決まっているとニエベに映る。

「お待たせしましたー」

　そこへ若い顔の良い男性店員が、料理の載った大きなプレートを運んでくる。

　まずはニエベ、次にバルの前に置いて彼は引き下がった。

「まさか一度に来るなんて」

　ニエベは目を丸くした。

「品数が多いと、一品ずつ持ってくる店は多いよね。ここみたいな店は珍しいけど、悪くない気もする」

　とバルが言うと、彼女はうなずく。

「同感です。ただ一品ずつ持ってきてほしい人もいそうですけど」

「そうだね」

　マヤはそうだったとバルは思ったが口に出さなかった。

　二人はそこで会話を止めて木のスプーンを手に取る。

「あ、美味おいしい。塩がきいていますが、きつくはないですね」

「野菜が大きいのもうれしいな」

　二人はそれぞれ感想を言う。

「きのこのパスタもイケます」

「ああ。少しかためだが、ニエベちゃんは平気かい？」

「ええ」

　バルの問いにニエベはニコッとする。

「きのこの風味がいいアクセントになっていますね」

「きのこは脇役というイメージだったんだが、主役にもなれる素材なんだと教えてくれる料理だな」

「ふふ、分かります」

　ニエベは笑ってチーズをかじる。

「これも美味しいです」

「新鮮なチーズの調達は簡単じゃないはずだけどね」

　バルもうなった。

「いいお肉といいチーズ、そしていいお酒は、一等エリアに吸われますものね」

　ニエベが声を低める。

　一等エリアへの批判的な言動は、自然と遠慮してしまうのが帝国人だった。

「そうだな」

　バルは悲しく思いながらも賛成する。

「こうして美味しいチーズを食べられるのはありがたいことだ」

　少し声を大きくして言うと、通りがかった店員に礼を言われた。

「聞こえてしまったな」

　バルが苦笑すると、ニエベがいたずらっぽく笑う。

「あら、今のは聞こえるようにおっしゃったのでしょう？」

「ばれたか」

　バルは手を頭の後ろに当てた。

「ほめ言葉は大きく言ってもいいからね」

「バルさんが誰かを悪く言うの、聞いたことがないんですけど？」

　ニエベは右手で口を隠し、愉快そうに声を立てる。

　バルは反応せず、野菜スープを飲んだ。

「うん、やっぱり美味うまい」

　ニエベは優しい目で彼を見て、パンを手に取る。

「パンもふわふわしていますね」

「硬いパンは帝都だと珍しいんだが、それでもここまでやわらかいのもまた珍しいな」

　バルの意見にニエベはぽつりと言った。

「焼く人の技術なんでしょうか？」

「どうだろう？　詳しくないからな。情熱の成果なのはたしかだろうね。尊敬するよ」

　バルは敬意をこめてパンを見る。

「バルさんが食べ歩きをお好きな理由、少しわかった気がします」

　ニエベは楽しそうに口元をほころばせる。

「料理人への敬意があるからですね。だからさまざまな料理を純粋に楽しむことができるのでしょう」

「料理人に食材を作ってくれた人に、そして糧かてとなってくれる命には感謝しているからね」

　バルの返しにニエベは満足した。

「素敵な考えですね」

「理解してもらえてうれしいよ」

　二人は食事に戻る。

「デザートの焼きリンゴもいけるだろう？」

　バルの問いにニエベは幸せそうな顔で首肯した。

「ええ。ハチミツの味が濃いめですね」

「俺には少々濃すぎたね。反省だ」

　バルは笑う。

「ハチミツの濃さを変えてもらえるはずだからね」

「すばらしい対応ですね」

「いい店だから、繁盛してほしいね」

　バルが言うとニエベは視線を周囲に向けて微笑む。

「もう満員になっていますし、心配いらないんじゃないですか？」

「そうだな」

「何なら同僚に宣伝しますよ、このお店。お任せください」

　ニエベはそう言って胸をとんと叩たたく。

「じゃあ頼りにさせてもらおう」

「はい！」

　バルに頼られてうれしかったのだろう。

　ニエベは満面の笑みを浮かべる。

「紅茶も美味しいよ」

「ふふ、期待しています」

　バルのすすめに従ってニエベは紅茶のカップに手を伸ばし、ゆっくりと味わうように飲む。

「うん、美味しい」

「気に入ってもらえて何よりだよ」

　バルは安心する。

「若い女の子に人気だからと言って、全員に受け入れられるわけじゃないからね。ニエベちゃんなら客観的な意見もくれるだろうと思った」

「安直な考えとは無縁なのが、いかにもバルさんって感じですね」

　ニエベは納得する。

「そこは女の子にとってうれしいですよ」

「お褒めにあずかり光栄だよ」

　バルは片目をつぶって応えた。

「もう……」

　ニエベはちょっとむくれる。

「おや、おどけたらまずかったか。ごめん」

　バルは真顔になって謝った。

「い、いえ！　謝っていただくほどのことでは！　私こそ、気を使わせてしまってごめんなさい」

「そんなことはないと思う。気持ちをはっきり伝えてくれる方が、ありがたいよ。そこがニエベちゃんの美点だし、魅力的なところなんだ」

　バルは自分の気持ちをしっかり伝える。

「ど、どうもありがとうございます」

　受け取ったニエベは真っ赤になる。

　自分の魅力をバルに真顔で語られるのは、なかなか恥ずかしいと感じた。

「バルさんはいろんな人の美点をさがすの、本当にお上手ですね」

　心底、感嘆する。

「だからいろんな人と親しく交際できるのでしょう」

「いいこと、楽しいことを見つけていると、人生が楽しいよ」

　バルは笑顔で返す。

　決して自分のすごさを誇示せず、自然体だ。

　そこがすばらしいとニエベは思う。

「ごもっとも。私も見習いたいです」

　と言ったのも本心だ。

「何て言うか、バルさんは『生きるのが上手い』と思います」

　ニエベは言葉を探すように宙を見て言う。

「さえないおじさんなのに？」

　バルは自じ嘲ちよう気味に答える。

「華々しい活躍をするだけが人生じゃないですよ。一度しかない人生、楽しく心豊かに生きた方が絶対お得じゃないですか」

「言えているね」

　バルは認める。

　ただ、同時に罪悪感もあった。

　ニエベはバルの正体を知らない。

　知っていれば絶対に言わないだろう。

「ところでニエベちゃん」

　バルはすぐに気持ちを切り替え、話題を出す。

「ニコラの結婚式には行くつもりかい？」

「いえ、私は明日仕事ですし。『鋼鉄の意思』のみなさんは、主な担当が他の子ですしね」

　ニエベは首を横に振る。

　そして勇気を出してたずねた。

「バルさんの結婚式でしたら参加しますが、ご予定は？」

「ないよ」

　バルは笑って否定する。

「知ってのとおり、恋人もいないよ」

「作る気、あるんですか？」

　ニエベの何気ない問いにバルは窮きゆうする。

　作る気がないわけではないが、彼の立場が問題だった。

「ごめんなさい」

　彼が口を開くよりも先にニエベが謝罪する。

「つい、踏み込んだことを聞いてしまいました」

「何、俺のことを心配してくれたんだろう。その想おもいに感謝することはあっても、怒ることはないさ」

　バルは微笑み、彼女を許した。

「ありがとうございます」

「さて、そろそろ出ようか」

　バルはちらりと外を見る。

　そこには何人もの女性たちが待っていた。

「あ、そうですね」

　ニエベは仕方ないと立ち上がる。

「人気店の混雑時にゆっくりできないのは、宿命みたいなものですから」

「そうだな」

　バルも立ち上がり、店員に目で合図する。

　寄ってきた男性店員が笑顔で告げた。

「お二人で三千トゥーラになります」

　バルが払うとニエベがあわてる。

「そ、そんな、おごっていただくわけには！」

「いいよ。今日は俺のおごりだ」

「で、でも！　買い物につき合っていただいたわけで！」

　ニエベは納得しなかった。

「これからもよろしくという意味も込めているからね。ここは受け取ってほしい」

　とバルは説得する。

　周囲の視線を浴びて、ニエベは仕方なくあきらめた。

「分かりました。私の負けです」

　店を出たあと、振り返って彼女はバルに言う。

「今度機会があれば私がおごりますからね」

「そこにこだわるのかい」

　バルは苦笑する。

　意外とニエベは子どもっぽいところがあるものだ。

「笑わないでくださいよお」

　ニエベは不満そうに抗議する。

「いや、可愛かわいらしくてついつい」

「!?」

　バルの発言で彼女は真っ赤になった。

「本当、バルさんって自覚のない女の敵では？」

　ニエベは小声で言う。

「魅力的な人に魅力的だと伝えるのは、コミュニケーションだよ」

　聞こえていたバルは応じる。

「ニエベちゃんが情報収集に熱心なのはみんなの生存率をあげるためだし、依頼達成率をあげるためにこっそり依頼人と交渉しているとか、気づいているし感謝しているよ」

「き、気づいていたんですか」

　ニエベは目を丸くした。

　バルが指摘したことはニエベの隠れた努力である。

　感謝されたくてやっているわけではないが、誰にも気づかれないのも少しむなしい。

「バルさん、見ていてくれるんですね」

　ニエベはジンときた。

　知ってくれる人がいてねぎらってもらえたというのは、大きな喜びだ。

「ギルド職員の頑張りがあってこその、俺たち冒険者だからね」

「はい」

　気づけばニエベの目から涙がこぼれる。

　バルはそっとハンカチをとりだして、優しくぬぐった。

「バルさん、本当にできた人ですね」

　ニエベはされるがままになりながら、そう告げる。

　バルは優しく笑う。

　顔がちょっと近くなってニエベには恥ずかしかった。

「あー、バルが女の子を泣かした!?」

　誰かがそう叫ぶ。

「えーっ？　バルめ、モテない仲間だと思っていたのに!?」

　続いて声があがる。

「ええー」

　女性の声も生まれた。

「違います！　目にゴミが入っただけですっ！」

　バルはこういう時、下手な言いわけをしない。

　そのことを知っているニエベは声をはりあげる。

　荒ぶる冒険者を相手にしている彼女の声はよく通った。

「何だ、そうだったのか」

「バルさんが女の子を泣かすわけがないでしょ」

「分かっている。言ってみただけさ」

　通行人たちは大して驚かず散っていく。

　その様子からバルの顔の広さと信頼されていることがニエベにはよく分かった。

「バルさんじゃなかったら面倒になっていたかもですね」

「話せば分かってくれると思うよ」

　バルの落ち着いた態度に、ニエベは嘆息する。

「バルさん、ブレない人ですね」

　尊敬するが、同時にちょっと強すぎると思う。

「そうかな？　今日は楽しかったよ、ありがとう」

「いえ、こちらこそありがとうございました」

　ニエベはぺこっと頭を下げる。

「家まで送って行こうか？」

　バルはそう申し出て、ニエベは迷う。

（バルさんのことだから、下心はないと思うけど）

　全く異性として意識されていないのは、いやでも分かる。

　妹か親せきの子を保護するような感覚なのだろう。

「いえ、まだまだ明るいし大丈夫です。それでは」

　ニエベは笑顔で断り、その場を離れる。

　申し出を受けていれば、もう少し一緒にいられただろう。

　それでも彼女は意地を張った。

（せめて対等な存在と思われたい、なんてね）

　友人が聞けば馬鹿だと笑うかもしれない。

　それでもニエベにも譲りたくないものがある。

　ニエベが去る後ろ姿を見送り、バルも自宅を目指す。

　明日は結婚式だ。

（何事もなければよいが）

　と思いながら空を見上げる。

　空は雲一つ出ていなかった。







第四話　結婚式




　次の日も快晴だった。

　バルは少し早めに家を出て、二等エリアの教会におもむく。

　すでに何人か知り合いが来ていた。

「やあ。みんな早いね」

　バルが声をかけたのは『鋼鉄の意思』の面子メンツである。

「俺らが遅れるわけにはいきませんから」

「バルさんだって早いですよね」

　彼らの私服姿はバルにとって久しぶりだ。

「何となく早めについてしまってね」

「はは、そういうことにしましょう」

　彼らはバルの性格をよく知っているだけに笑って流す。

「ところでバルさん、祝いは何を持ってきたんですか？」

「銀貨だよ。単純で一番使い道が広いだろう？」

　バルの意見に彼らはうなずく。

「ですよねー」

「物品にすると、他の人とかぶる可能性もありますからね」

「銀貨だったらどれだけ増えてもいやってことはないでしょう」

「数えるのが手間かもしれませんが」

　と一人が指摘したのに合わせ、バルがパンツのポケットから白いヒモを取り出す。

「これを使って十枚一束でまとめれば、少しは数えやすくなると思う」

「さすがバルさん、気が利きますね」

「そのアイデアはなかったです」

　おおっと盛り上がっていると、白いシャツにジャケットというおめかし姿のニコラがまだ着替えていないエヴァを連れて姿を見せる。

「よお、本日の主役」

　槍やりを持っていない槍使いが声をかけた。

「みんな、来てくれてありがとう」

「よせよ、水臭い」

　彼らは笑いあうと、エヴァが白いヒモに気づく。

「何なの、これ？」

「ああ、バルさんが持ってきたんだよ」

　と弓使いが説明する。

「へえ、さすがバルさん」

　エヴァはキラキラした目をバルに向けた。

「まったくだね」

　ニコラもうなずくが、『鋼鉄の意思』の面子は仰天する。

「あれ、エヴァちゃんがツンツンしてねえぞ？」

「いつの間にバルさんと知り合ったんだ？」

　彼らの驚きぶりから、エヴァのキツイ態度は特別なものではないのだとバルは察した。

「昨日、新居の相談に乗ってもらって、一気に悩みが解決したんだよ」

「それでエヴァちゃんに認められたのか」

「速すぎだろ。俺らだって一か月以上かかったのに」

　ニコラの回答に納得しつつも、まだ衝撃から立ち直れない。

「あんたたちと違って、バルさんは頼りになるもの」

　とエヴァが言う。

「相変わらずだなあ」

「まあ、バルさんに敵かなわないのは否定できねえ」

　彼らは苦笑する。

　エヴァのきつさには慣れているようだ。

「すまないな、みんな」

　詫わびるニコラに『鋼鉄の意思』の面子は笑みを返す。

「エヴァちゃんのは愛情の裏返しだって気づいたから平気だよ」

「そうそう。俺らはエヴァちゃんがどれだけお前のことが好きかって、知っているからな」

「くっ……」

　エヴァは真っ赤になってうめく。

「ニコラへの愛は決して否定しないところも素敵だね」

　とバルは言った。

「俺ら、そこに気づくのに時間かかったんですが、バルさん察しよすぎません？」

「何となくだよ。根拠があるわけじゃない」

　バルは笑って謙遜するが、一同の視線には敬意がある。

「バルさんは観察力や洞察力がすごいよなあ」

「ほんと、よく見ていて感心するけど、ちょっと怖い時もある」

『鋼鉄の意思』たちはそう話し合う。

「そうかな」

　バルはおだやかに微笑ほほえむだけだ。

「新郎新婦はどこかな？」

　教会の奥から高齢の神父と中年の修道女が姿を見せる。

「おっと、じゃあ俺たちは戻りますね」

「今日はありがとう」

　ニコラは手をあげて、エヴァはぺこりと頭を下げて中に入った。

「やー、お前さんら早いな」

　そう言って誰かがやってくる。

　少しずつ人が増えはじめた。

「全員の顔と名前、一致するか？」

「無理だな。ニコラの知り合い全員把握しているわけじゃないし、エヴァちゃんの方だとさっぱりだ」

「俺ら、あくまでも冒険者だしな」

『鋼鉄の意思』の間に苦笑が浮かぶ。

「おや、バルさん。あんたも来たのかい」

「ニコラとは知り合いでね」

　とバルは顔なじみの老人に返事する。

　そこにさらに声をかけられた。

「へえ、エヴァの旦那になる人ってあんたの知り合いなんだね、バル」

　四十歳くらいのがっしりした女性である。

「ああ。旦那はどうしたんだ、セリオン？」

「あの人はもうすぐ来るよ」

　セリオンは肩をすくめた。

「まあまだ遅刻じゃないさ」

　バルは笑う。

「バルさん、今セリオンって？」

『鋼鉄の意思』の弓使いが疑問を口にする。

「うん。この女性は『カーター＆セリオン』のセリオンだよ」

　そこでセリオンは彼らに視線を向けた。

「じゃあこの人たちが『鋼鉄の意思』なのかい、バル？」

「そうだよ。彼らは駆け出しの頃からずっと仲が良くてね」

「ふうん」

　セリオンはジロジロとぶしつけな視線で彼らを見る。

「悪くはないけど、よくもないって感じだね」

「五級くらいまでじゃ、服に金を使う余裕がないんだよ」

　バルが彼らに代わってセリオンに言う。

「まあ服なんて。大事なのは気持ちの問題だし、そういう点を考慮すりゃ全員合格だね」

　という彼女の言葉で『鋼鉄の意思』はホッとする。

「セリオンさんと言えば、『カーター＆セリオン』の方なんですよね」

　槍使いが話しかけた。

「そうともさ。エヴァの母親とは昔馴な染じみでね。あたしにとったら娘みたいなもんだ。冒険者なんて不安定で危険な仕事をしている男なんて、選んでほしくなかったんだけど、忠告しても聞きやしない」

　セリオンは肩をすくめる。

「セリオン、事実でも冒険者の前で遠慮なさすぎじゃないか」

　バルは苦笑した。

「何言ってんだい。冒険者が簡単な仕事じゃないって、あんたがよーく知ってるだろ」

　セリオンは悪びれるどころか、じろりとバルを見る。

「結局許してくれたじゃないか」

「まあ、エヴァの意思は固かったしね。危ないことはひかえるって条件も飲んでくれたんだ。あまり野や暮ぼなことは言えないよ」

　セリオンはふんと鼻を鳴らす。

「セリオンは口が悪いものの優しい女性でね。エヴァそっくりなんだ」

「ああ、なるほど」

　バルの説明に『鋼鉄の意思』の面子は納得する。

「馬鹿言ってんじゃないよ」

　セリオンは大きな声を出す。

　頰ほおが赤くなっているため、照れ隠しだとすぐに分かる。

「ところでカーターさんは？」

　弓使いがセリオンにたずねた。

「バルにも言ったけど、もうすぐ来るさ。あの人はのんびり屋だからね」

「その点セリオンと対照的だよな」

　カーターをよく知るバルがそう言う。

「それでも夫婦仲は円満だから、分からないものだ」

「反対同士のほうが上手うまくいくんですかな」

　楯騎士が首をひねる。

「それだとニコラとエヴァちゃんも上手くいきそうだな。あの二人も、正反対といかなくてもだいぶ違うし」

「根が真ま面じ目めで優しいところはそっくりだよ」

　バルが指摘すれば、セリオンがうなずく。

「賛成だね。バルは相変わらずよく見ているよ」

「……もしかして、ニコラがエヴァちゃんと結婚を許されたのは、バルさんと知り合いだったから？」

　弓使いがハッとした顔で言った。

「そう言わなかったかい？」

　セリオンが怪け訝げんな顔をする。

「ニコラだったら本人の力で認められていたはずだ。多少早くなっただけだよ」

　バルは否定的な意見を披露した。

「言いたいこと分かるけど、バルさん、謙虚だからなー」

「何があっても決して偉ぶらない人だからね」

『鋼鉄の意思』はバルの性格をよく知っているだけに、そのまま受け取らなかった。

「たしかにバルは冒険者以外でのほうが、大成できそうだねえ」

　と言ったのはセリオンではなく、彼女の背後から顔を見せた大柄の丸々とした男性である。

「おや、あんた」

「ごめん、待たせたね」

　カーターは照れ笑いを浮かべた。

「式はまだみたいだし、気にしなさんな」

　セリオンは笑って彼の肩を勢いよく叩たたく。

「お集まりのみなさま、お待たせしました。中へどうぞ」

　そこへ若い修道女が大きな声を張り上げる。

「ギリギリだったな。さすがカーターだ」

　とバルは評価した。

　カーターはけっして遅れないからだ。

「いや、面めん目ぼくない」

　本人は気にして申し訳なさそうにしているが。

　順番に中に入っていく人たちの中に、バルはふと足を止めてある女性を見る。

　平凡な服装に平凡な顔立ちで、存在感がない女性だ。

（いや、あれは）

　バルは彼女の隣を確保する。

　そして小声で言った。

「来ていたのか、ミーナ」

「あっさり看破されるとは、さすがすぎますね」

　魔術で姿を変えたミーナは小声で返す。

　二人は会場の最後列に座る。

「観察か？」

「ええ。少し興味を持ったので」

　ミーナはそう答えた。

（変わりはじめただろうか？）

　だとしたらいいことだとバルは思う。

「教会の中は広々としているが、内装は質素ですね」

　ミーナの問いにバルはうなずく。

　帝国の教会はどこも清貧を旨としていて、忠実に守っている。

　祭壇の奥には結婚の女神の像が飾られ、その前に老齢の神父が立つ。

「ではニコラとエヴァの婚姻の儀を執り行います」

　二人の修道女の案内で、ニコラとエヴァがゆっくり歩き、神父と向かい合う。

「天上におわす女神ハイラーテに誓いの言葉を」

「私、ニコラはエヴァと愛を貫き、彼女を守ることを誓います」

　ニコラが胸に手を当てて言うと、エヴァが続く。

「私、エヴァはニコラと愛を貫き、彼を守ることを誓います」

「女神ハイラーテの名のもとに、あなたたちの誓いを受けましょう。あなたたちに女神の祝福と加護があらんことを！」

　神父が叫ぶと修道女二人がニコラにスターチスの花束を渡す。

「スターチス？」

「変わらぬ愛という意味があるそうだ」

　つぶやいたミーナにバルが教える。

　参列者は二人が花束を受け取ったところで立ち上がり、二人に祝福の拍手を送る。

　彼らは振り向くと、ゆっくりと教会の出口を目指して歩く。

　そして道半ばに来たところで花束を投げる。

　ニコラが投げたものは若い男性が、エヴァが投げたものはミーナが受け取った。

「これは？」

　ミーナはきょとんとしている。

　人間の風習に興味を持ってこなかった彼女には、さっぱり分からないだろう。

「『幸せのブーケ』というやつだな。花婿と花嫁が投げるものを受け取った人が、次に結婚できるという」

「なるほど。うらやむ視線がきている意味が分かりました」

　バルの説明を聞いたミーナはあきれたように息を吐く。

　毒舌が出なかったのは、状況が状況だからだろう。

「それで？　花婿から受け取った者と、話をしなければならないのでしょうか？」

　ミーナの声色は平へい坦たんだったが、殺しきれていない不満をバルは感じとる。

「好きにすればいいさ。あくまでもジンクスであってルールじゃない」

「安心しました」

　ミーナの声が明るくなった。

「結婚式とはこれで終わりですか？」

「ああ。最後に参列者に本人たちがあいさつして終わりだ。簡素なものだろう」

　バルが言っているのは、貴族と比べての話だ。

「そうですが、こちらのほうが好ましいですね」

　とミーナは答える。

　仰ぎよう々ぎようしいものが苦手だと言う点では、彼女とバルは似た者同士だった。

「同感だな。二人にあいさつされたら帰ろう」

「はい」

　ミーナが返事をしたところで、ニコラがやってくる。

「バルさん今日はありがとうございました」

「私、こっちに花束を投げたんですが」

　エヴァは途中で言葉を止めた。

　夫婦となった二人の視線は、ミーナが手にしている花束に集まる。

「次はバルさんの番なのかな？」

「意外じゃないわね」

　ちょっと驚いたニコラに対し、エヴァのほうは落ち着いていた。

「こちらの女性は？」

「知らない人だよ」

　ニコラの問いにバルは即答する。

　彼とエヴァの二人は少しがっかりした。

「何だ、そうなんですか」

「てっきり知り合い同士なのかと思ったわ」

　エヴァはかなり意外そうである。

「そうかい？　どうしてまた？」

　バルはことさら不思議そうな態度を見せた。

「二人が並んでいるのが自然な気がしたから。……バルさんならありえるか」

「バルさんは誰とでもなじめる人だからな」

　エヴァとニコラは納得して引き下がる。

　教会を出たところでミーナが口を開いた。

「あのエヴァという娘、なかなかいい勘をしていますね」

「女の勘はすごいな」

　バルはうなる。

　二人が無意識ににじみ出す空気から推測されては、さすがにお手上げだ。

「この後はどうしますか？」

　少し歩いて近くに人がいない状況になってから、ミーナはたずねる。

「何もないな。どこかへ何か食べに行くか？」

「はい」

　ミーナは即答した。

　まるで恋人に我慢できずに会いに来た者のように。

「バルがまた違う女を連れている」

「バルがいろんな人と仲良くしているのはいつものことだろ」

　誰かの問いに誰かが返す。

「本当に知り合いが多いのですね」

　ミーナは感想を述べる。

「触れ合っていれば、守るべきものが数字にならない。趣味が入っているのは否定しないが」

　バルは真剣な顔で話す。

　自分自身に言い聞かせているかのような響きがあった。

「守る者の覚悟ですか。数字だと割り切ったほうが楽でしょうに、そうしないと？」

　打てば響くとはこのことだ。

　ミーナは正しくバルの思いを読み取った。

「そうだな。さすがによく分かってくれるな」

　ミーナは無言で微笑ほほえむ。

「では今日も守るべき日常を楽しみましょう」

　彼女がそう言うと、バルは苦笑する。

「それだと力が入っているな。リラックスしていこう」

「難しいですね」

　ミーナはそう答え、二人は雑踏に消えた。







閑話




　ゼレリーはあせっていた。

「西方だけ状況は芳かんばしくないようだな？」

　通信魔術具の向こうから、総裁が不機嫌そうな声を出したからだ。

　彼らは拠点の一角の部屋で、総裁から連絡を受け取ったのである。

「は、は」

「なぜだ？」

　総裁の問いは短いが、迫力がある。

　ゼレリーは汗がびっしょりになった。

「恐れながら私に発言の許可をいただきとうございます」

　その背後からアリアが口を挟はさむ。

　ゼレリーがすごい形ぎよう相そうで彼女をにらんだ。

「その声はアリアか。いいだろう。述べよ」

　彼が何かを言うよりも先に総裁は許可を出した。

「ありがとうございます」

　アリアは勇気を振り絞って現状を言う。

「帝国の戦力を把握するべく、大量の触媒を投入して十万を超える魔物を投入いたしました。そして失敗しました」

「何だと？」

　総裁の声が低く荒々しいものになる。

「ゼレリーからそんな報告は受けておらぬ！」

「ひっ」

　ゼレリーはアリアを恨むより、総裁に対する恐怖が上回った。

「……それで？　帝国の戦力は分かったのか？」

　怒りをやや抑えた総裁の声に、アリアはホッとして報告する。

「はい。八神輝レーヴアテインなる奴やつらがおり、奴らは一人で万を超す魔物を圧倒する強さを誇ります。私の勝手な推測ですが、奴らを倒すためには最低でも魔界の将軍級の実力者が必要になるかと」

「何だと？」

　再び総裁の声が低くなる。

「ひいいっ」

　ゼレリーの恐怖は増大した。

　彼にアリアはうそをついていると叫ぶ気力さえ湧わかなかった。

「ゼレリー、貴様報告をおこたったのか？」

「も、申し訳、」

　ゼレリーは反射的に謝罪するが、恐怖で上手うまく舌が回らない。

　彼らの前の空間が不意にゆがみ、二つの影が現れる。

　一つは、青い皮膚に黒い一本の角つの、灰色の瞳ひとみを持った異い形ぎよう、ゲレールターだ。

　そしてもう一つは黒いマント、黒いフードで身を隠した長身の男、『闇やみの手』の総裁である。

「総裁。それにゲレールター様」

　アリアの声にゼレリーは真っ青になって顔をあげた。

「貴重な触媒を投入して失敗した挙句、その結果の報告をしなかったとは言語道断だな」

　総裁の声にゼレリーは今にも泣きだしそうな顔になってうつむく。

　ここで反発する勇気などもない。

「ただ、アリアよ。なぜ今まで黙っていたのか？」

　総裁はただアリアの発言を信じるほど甘くはなかった。

　ぎろりと彼女をにらむが、彼女は動揺しない。

「ゼレリー様はここから挽ばん回かいする妙案をお持ちである可能性を考慮したためです」

「む」

　総裁は少し詰まる。

「その場合、私の判断は勇み足で組織の秩序を乱す愚行となったでしょう」

「ふむ。彼女はなかなか賢いみたいだね？」

　ゲレールターは興味深そうな顔で評価した。

「ええ、ですからゼレリーにつけたのですが」

　総裁はていねいに対応しながらも、若干の不満をにじませる。

　暴走しかねないゼレリーにアリアという制御装置をつけたのに、機能していなかったと分かったのだから当然の態度だ。

「恐れながら、私は最善を尽くそうとしました」

　アリアは遠慮がちに見せながらもきっぱりと言う。

　これはうそではないため、はっきり主張しておく必要がある。

　ゲレールターは分からないが、総裁は組織内の秩序を重視する性格だ。

「ほう？」

　総裁は威圧してアリアとゼレリーをにらむ。

　圧おされながらも堂々とした態度を見せるアリアと、真っ青になってガタガタ震えるゼレリーの対比となれば、どちらを信じるか明らかだ。

　元よりゼレリーは自分が悪くないのに咎とがめられて、黙っていられるような性格ではない。

「帝国の戦力を詳つまびらかにした功績は本来認めてもいいのだろうけど、報告してこなかったものは功績にはならないんじゃないかな？」

　ゲレールターはおだやかに言う。

　知性と落ち着きを感じさせるからこそ、ゼレリーの恐怖を煽あおる。

「ごもっとも。いかがでしょう？　現有戦力で帝国と戦うのは難しいのです。次のステップに進んでみては？」

「【神々の結界】を一時的に機能停止に追いやるという実験かい？」

　ゲレールターは目を閉じて考え込む。

「そうだね。実験回数は多いほうがいい。それにゼレリーくんをこれからも信用していくのは難しそうだ」

　ゼレリーは顔をあげた。

「ま、ま、まさか……」

　実験という単語、過去に彼が見たり実行してきたこと。

　それらを組み合わせれば一つの可能性が思い浮かぶ。

「今までご苦労だったな、ゼレリーよ。貴様を糧かてに我らは進む」

　総裁の冷たく嘲ちよう弄ろうするような声で、ゼレリーは確信する。

「い、いや、だ！」

　顔をあげて首と手をふりながら、必死に抗議した。

「仕方ないね。触媒を用意することの大変さを理解してくれない人をそのままにしておいては、計画に支障が出るだろうし」

　ゲレールターはおだやかに無慈悲な決断を下し、灰色の瞳を光らせる。

「あっ？」

　そのとたん、ゼレリーの瞳から意思が消えた。

「【邪じや眼がん】」

　アリアがつぶやく。

　ゲレールターが持つ【邪眼】の能力であれば、人の意識を奪うくらい造作もないのだ。

「《紫し眼がん導どう師し》に連絡を」

「私ならすでに来ております」

　ゲレールターの背後から声がする。

　黒いフードの奥から紫色の瞳がのぞく小柄な影だ。

「さすがだ。必要な時には来てくれるな」

　総裁が満足そうな声を出す。

「《紫眼導師》よ、彼を生いけ贄にえにすれば【神々の結界】の破壊に一歩近づけるかな？」

「ゼレリーだけでは無理でしょう」

《紫眼導師》は即答する。

「ですが、かねてから興味があった点がございます」

「それは何だ？」

　ゲレールターではなく総裁が聞く。

「ゲレールター様の召喚に成功した件です」

《紫眼導師》は総裁に対しては、ゲレールターほど敬意をはらっていない。

　総裁はそれに気づいているが、当然のことだと受け止めている。

「たしかに興味深いね。本来私も簡単には召喚できないはずだからね」

　ゲレールターはうなずく。

「もう一度同じことをやれば、実は軍団長クラスの召喚に成功できるのではないか？　と考えております。愚考ですが」

「ふむ」

　ゲレールターは迷う態度を見せる。

「失敗してもゼレリーら生贄を失うだけ。損失は軽微でございます」

「やってみる価値はありそうだね。話を聞いてみてもいいかい？」

「はい」

　ゲレールターは自分がどういう経緯で召喚されたのか知らない。

「月がない夜に、犬型魔獣の牙きば、腐りはてた魚の骨、幼おさな子ご二十名の血を使い、六ろく芒ぼう星せいを描きました」

「ふむ？　それだけだと、とても上手くいくようには思えないね……」

《紫眼導師》の言葉にゲレールターは疑問を持つ。

「他に何かなかったのかい？　たとえば希少な魔獣の糞ふん尿にようを使ったとか」

「かつて十万規模の軍勢がぶつかり合い、凄せい惨さんな殺し合いがあった場所でした」

《紫眼導師》は予期したように回答する。

「なるほど。おびただしい死者の血、無念が集まった土地だったか。それであれば可能性はあるかもしれない。我々【魔界の民】と死者の怨おん念ねんや死体、血といったものは相性がいいからね」

　ゲレールターは一応納得したものの、首をかしげた。

「それだけだと支配階級の方々をお招きするには、少し弱い気がするけどね」

「そこで帝国です」

　と《紫眼導師》は言った。

　ゲレールターと総裁がおやっという様子で彼を見る。

「なぜそこで帝国なんだい？　現状分かっている段階では、一番の難敵だろう。今はまだ回避するべきじゃないのかい？」

「ゲレールター様がおっしゃるとおりだ。《紫眼導師》よ、貴様は何を考えている？」

　おだやかなゲレールターと違い、総裁は詰問するような口調だった。

「もちろん最善の一手、それが無理でも次善の一手です」

《紫眼導師》は堂々として答える。

　その態度ゆえに何か妙案があるらしいと総裁は判断した。

「言ってみろ。貴様のことだ、何らかの事情はあるのだろう」

「はい。帝国は世界屈指の大国であり、同時に豊かな国です」

《紫眼導師》は自信たっぷりに言う。

「つまり帝国が強大な国家となるまで、何度も激しい戦いがあったはずです」

「ふむ。私が召喚された土地とは比べ物にならないほど、血が流れ屍しかばねが築かれているというわけか。筋は通っているな」

　ゲレールターは理解を示し、総裁も黙ってうなずく。

「それに私が調べたところによると、三十年ほど前に帝国はゲスターン王国という隣国を滅ぼして併へい吞どんしております。帝国に破壊された都市や城じよう砦さいは十を超え、多数の死傷者を出したそうです。その地に赴けば」

「素晴らしい！」

　総裁は今にも拍手をしそうな勢いで《紫眼導師》を褒める。

「国が一つ滅ぶほどの戦いとなれば、さぞかし大量の怨念が集められるに違いない」

「そうだね。上手くいけば本当に軍団長クラスの召喚が成功するかも？」

　ゲレールターも乗り気になった。

「では《紫眼導師》よ、さっそく準備にかかるがよい」

「はっ。その件ですが、このアリアにお任せいただけませんか」

「何？」

《紫眼導師》の突然の意見に驚いたのは総裁たちだけではない。

　黙って聞いていたアリア本人こそ一番の被害者だ。

「《紫眼導師》よ、今回の実験は重大なものだぞ。なぜアリアに任せる？」

　総裁は露骨に不機嫌になる。

「はい。今回はあくまでも実験です。それに懸念が二つあります」

《紫眼導師》はあわてず冷静に返す。

「二つ？」

「聞いたほうがよさそうだね」

　ゲレールターがそう言ったため、総裁から不機嫌そうな空気が消える。

「言ってみろ」

「はい。一つめは帝国領が敵地ということです。あいにく私の戦闘力は低く、万が一帝国の精鋭に発見されれば逃げることすらできず、殺されるか捕まるでしょう」

「うむ」

《紫眼導師》の言葉に総裁もゲレールターも同意した。

「貴様を失う危険を冒すわけにはいかんが、成功すればよいのではないか？」

「必ず成功するのでしょうか？」

《紫眼導師》は今までの流れを否定するようなことを言う。

「うん。【神々の結界】はどの地域にどう展開されているか不明な点が多いからね。慎重になったほうがいいね」

　しかし、ゲレールターは賛成する。

「はっ」

　彼にそう言われたことで、総裁もしぶしぶ返事をする。

「二つめは何かな？」

　ゲレールターに問われ、《紫眼導師》は答えた。

「もしも上位者の方々のお招きに成功したとして、どういった方々がいらっしゃるのでしょうか？　荒ぶる方々となれば召喚した身も危険ではありませんか？」

「貴様、無礼な！」

　総裁は再び怒ったが、ゲレールターに制止される。

「まあ落ち着いて」

　ゲレールターは総裁が黙ると、《紫眼導師》に話しかけた。

「たしかに君の懸念は分かるよ。軍団長や元帥には苛か烈れつなお方もいらっしゃる。それにただそこにいらっしゃるだけで周囲に死を与えるお方もいる。どなたをお招きするかを選べない以上、ついて回る危険だと言えるね」

「そ、そんなことが」

　総裁が喘あえぐ。

　強大な【魔界の民】を召喚することは、自分たちも危険だという考えがなかったのだ。

「そこでアリアです。彼女もゼレリーを制御しきれなかった罰を与えるべきでしょう」

「そして上手うまくいけば名誉を回復するチャンスにもなるわけか」

　ゲレールターが先を読んで言う。

「御ぎよ意い」

《紫眼導師》は半瞬だけ驚いたものの、すぐにそれを隠してうなずく。

「なるほどな。さすが《紫眼導師》、妙案ではないか」

　総裁が上機嫌で言ったことで、アリアは自分に拒否権を失ったことを悟る。

（いえ、これはチャンスよ。そう思うしかない）

　と彼女は自分に鞭むちを入れた。

「かしこまりました。では妹をここに呼んでもよいでしょうか」

　アリアは自分の声が震えていないことにホッとする。

「妹を？」

「はい。上手くいけば帝国領の一部をいただき、妹と暮らしたい。失敗すれば妹もろとも死を受け入れる。その決意表明です」

　帝国領の一部と言ったのは、帝国が豊かな大国だからだ。

　幹部ですらないアリアが多くを望めば反感を買い、殺されるだけだ。

「成功すればいいんじゃないかな。この場合の成功は将軍や軍団長をお招きするのが条件だけど」

　ゲレールターは物分かりのよいところを見せる。

　人間ではない彼は、人間の欲や利権争いが理解できないのだろう。

　そして彼が認めた以上、総裁も拒否はできなくなる。

「よいだろう。ゲレールター様がおっしゃったことを実現できれば、たしかに大功を立てたことになる」

　と総裁は言った。

　総裁は冷淡で厳格だが、吝嗇ケチではない。

　アリアは狙い通りになったことに安あん堵どする。

（問題は成功できるかどうかよね）

　そこまで思って、否定した。

　まだ幼い妹のためにも必ず成功すると誓う。

「《紫眼導師》よ、ここに残って下準備を手伝ってやれ」

「はい、かしこまりました」

　総裁の命令に《紫眼導師》はうやうやしく応じる。

　総裁とゲレールターは去り、《紫眼導師》とアリア、意識を奪われたゼレリーが残された。

「《紫眼導師》様、ありがとうございました」

　アリアは苦々しい気持ちを殺して礼を言う。

　建前上は挽ばん回かいのチャンスをもらったのだから、言うしかないのだ。

「何、それには及ばないよ。君には過酷な要求をしたという自覚はある」

　アリアから見て憎たらしいほど《紫眼導師》は落ち着いている。

「だが、実のところそこまで危険はないと思われる。総裁やゲレールター様の手前はああ言ったがね」

「そうでしょうか？」

　アリアは訝いぶかしげに首をかしげた。

「ゲレールター様より強いお方をお招きすることは可能だろうが、軍団長や将軍クラスはもっと【神々の結界】が弱まらないと難しいはずだ。そんな簡単にいくものであれば、我々の苦労はもっと小さくなっていただろう」

　正しい、と彼女は思う。

《紫眼導師》の言うとおり、『闇の手』は【魔界の民】を招くのに苦労している。

「おそらく君は名誉を回復する大功は立てられないが、大きな失敗もないというところに落ち着くだろう。帝国側に発見された場合、妹さんともども【転移コイン】で逃げてきたまえ」

「よろしいのでしょうか？」

　アリアは困惑する。

《紫眼導師》の言うことはいちいちもっともだ。

　しかし、彼女が逃げたところで組織は彼女を許すだろうか。

「実験が上手くいかなかっただけでは罪にならない。君は有為な人材だし、一度の失敗で無駄死にさせることはないだろう」

「ありがとうございます」

　アリアは礼を言った。

《紫眼導師》の本心は分からないが、彼の言葉はとてもありがたい。

（私の立場じゃ信じるしかないわね）

　そう腹をくくる。

「何もあわてることはない。大切なのは実験結果を出すということだ。あせって帝国に発見されては意味ないからね」

「ええ、心得ております」

　アリアは無理やり微笑ほほえむ。







第五話　フィンの可能性




　バルは救護院に来ていた。

　今日はテレーゼ院長からの依頼で、子どもたちの勉強を見ている。

「風と日光が気持ちいいな、ここは」

　バルは救護院の中庭でつぶやく。

　大きな木の根元が日陰になっていて、そこにバルと三人の子どもが腰を下ろしている。

「ゲスターン王国って？」

　バルはフィンに歴史について聞かれていた。

「ああ。三十年くらい前まで、あったんだろ？　帝国の西にさ」

「帝国と戦争したんだよね？」

　フィンと一緒にいる双子の兄妹の問いにバルは迷う。

　近くにいたテレーゼはそんな彼に言った。

「言ってしまってもかまわないわよ、バル。いつか知ることだし」

「そうだな」

　バルはうなずき、子どもたちに視線を向ける。

「戦争と呼べるのかどうか分からないな。何しろたった一人の八神輝レーヴアテインが、五つの城じよう砦さい都市を攻め落として、ゲスターンを崩壊に追いやったのだから」

「たった一人で!?」

「すごーい」

「まじかよ」

　フィンは信じられないとうめく。

「先代八神輝レーヴアテインの長、《破壊神》ユルゲン様ね」

　テレーゼ院長が言った。

「この戦いで帝国は大陸最強と見なされるようになった。正直、一人で一国を崩壊に追い込める力を持っていたのは、ユルゲン様だけのはずだが」

「えーっ？　そうなの？」

　双子の女の子が首をかしげる。

「バルトロメウス様は？　ヴィルヘミーナ様は？」

　双子の男の子も聞く。

　バルにとっては少し答えにくい問いである。

「お二人ともユルゲン様よりお強いらしいわよ」

　テレーゼが何食わぬ顔で彼に助け船を出してくれた。

「そうなんだ！」

「すごいね！」

　双子はキラキラ目を輝かせて納得したが、フィンは違う。

「何で分かるんだ？」

　彼にしてみれば素朴な疑問だった。

「戦ったことがあるのよ。バルトロメウス様は他の八神輝レーヴアテインと」

　テレーゼが答える。

「七対一でバルトロメウス様が勝ったそうだよ」

　黙っていては怪しまれると、バルが続きを言った。

「七対一で!?」

「《破壊神》ユルゲン様もいたのに、バルトロメウス様が勝ったのかよ？」

　フィンが信じられないという顔をする。

「だから皇帝陛へい下かがバルトロメウス様を指して、地上最強とおっしゃったのよねえ」

「そりゃたしかに地上最強だ……」

　フィンは納得していた。

「すごーい」

「すごいよねー」

　双子たちは無邪気に笑う。

　この二人はおそらく会話の内容をよく理解していない。

「バルトロメウス様はどっか攻めていかないのか？　強いんだろ？」

　フィンが聞く。

　どうやらバルトロメウスに強い関心を持っているようだ。

「それはないんじゃないかな。ユルゲン様がゲスターンを攻めたのは先代皇帝陛下の命令だったし、当代は専守防衛という方針みたいだから」

　バルは答える。

　先代も決して好戦的だったわけではない、というのはユルゲンの弁だが、彼はよく知らなかった。

「帝国は十分豊かよ。問題はたしかにいろいろとあるけれど、他国との戦争で解決できるものじゃないわ。戦争なんていやよ」

　テレーゼはため息をつく。

　フィンはじっと彼女を見て、やがて言った。

「院長先生は戦いがいやなのか？」

「ええ」

「この国は平和って言っても、魔物は攻めてくるだろ？」

　フィンの意図が分からず困惑しながら、テレーゼは話す。

「そうね。だからこそ人間同士争わなくてもと思うのよ」

「そっか。たしかにな」

　フィンは納得したようだった。

「テレーゼがいやがるなら、戦士になるのをやめるつもりなのか？」

　バルがたずねると、彼は首を横に振る。

「それはない。俺はみんなを、先生を守れるようになるつもりだから」

　フィンは決意を固めた顔で言う。

「バルトロメウス様がいるって言っても、いつもいるわけじゃないし、俺らだけ守るわけにもいかないじゃんかよ」

「それはまあな」

　バルは相あい槌づちを打ち、テレーゼは苦笑する。

　彼女の苦笑した理由は自分の発言にあると誤解したフィンは、ムキになって言った。

「八神輝レーヴアテインになれるくらい強くなって、バルトロメウス様にここは任せろって言うのが、今の俺の夢だよ」

　彼は言ってからバルを見る。

「バルは俺の夢を笑わないんだな」

「笑わないさ」

　バルは即答した。

「人の夢は笑うものじゃない。それに俺も強くなりたいと思っていた時期があった」

　バルはそう言って空を見あげる。

「へえ、バルが？」

　フィンが目を丸くした。

「ああー、あったわねえ」

　テレーゼがなつかしそうに声を出す。

「もう二十年以上も前になるかしら」

　バルとつき合いの長い彼女は当然彼の過去を知っている。

「あの頃、俺は子どもだった」

「みんなそうだったわよ」

　恥ずかしそうなバルに、テレーゼが応じた。

　双子たちは三人の会話に加わらず、建物の中に入っていく。

「……仲いいんだな、二人」

「出会ってから三十年近くになるもの。家族よ」

　フィンにテレーゼが笑いかける。

「そうだな」

　バルがうなずくと、フィンが首をかしげた。

「二人は結婚しないの？」

　吹き出したのはバルだけである。

　テレーゼは笑って答えた。

「しないわよ」

「何で？」

　フィンは食い下がり、バルは疑問を抱く。

「やけに知りたがるな」

「まあそういう年頃なんでしょう。好きな子ができたかもね」

　テレーゼは笑ってバルに言ってから、フィンの顔をのぞき込む。

「私は実は結婚していたのよ。でも旦那は死んでしまったの」

「えっ……」

　フィンはしまったという顔をする。

「言う機会なんてめったにあるものじゃないしな」

　バルは少年の肩に手を置いてなぐさめた。

「ごめん」

「いいのよ。もう何年も前で吹っ切っているから」

　テレーゼの笑顔に悲しみはない。

「バルとのことだけど、正直私は女に興味がないのかなーって思っていたのよ。私はもちろん、近くの女の子と距離をとっていたから」

「そうだな」

　バルはうなずく。

　テレーゼは何も噓うそを言ってない。

　当時、バルは異能に目覚めた事情で周囲とは距離をとっていた。

「その後、バルは引き取られて行ったのよねえ」

　テレーゼはそう言って背伸びをする。

「ああ。それからもたまには会っていたな」

　バルを引きとったのは師匠となるユルゲンだ。

　ユルゲンはバルが救護院に遊びに行くのを止めなかったのだ。

「そうなんだ。全然知らなかった」

　フィンは考え込む。

「人に歴史ありってやつだな」

　バルが笑って彼の頭に手を置く。

「少しずつ学んでいけばいい」

「……うん」

　フィンは悔しそうにうつむいた。

「あせってはダメよ。あせって行動すれば、必ず痛い目を見る」

　テレーゼは優しく忠告する。

「うん」

　フィンはそう返事をした。

「もう少し大きくなったら、誰かに頼んで稽古をつけてもらうといい」

　バルは提案する。

　注意されて終わりだとフィンにはいい影響にならないと判断したからだ。

「稽古か。俺、魔術を使ってみたいんだよな」

「魔術を？」

　フィンの返事にバルは驚く。

　そのようなそぶりを見た覚えはなかった。

　ちらりとテレーゼに視線をやると、彼女も目を丸くしている。

「ああ。剣だけじゃない。魔術も使えたら、できることが増えるだろう？」

「そうだな」

　バルは肯定した。

「俺ができること増えたらみんなが助かるだろうし、頑張るよ」

「立派だな」

　バルは本心からほめる。

　フィンは見違えるほど成長していた。

「へへ、あんたみたいになりたいからな」

　フィンは鼻を指でこすりながら、照れ笑いを浮かべる。

「そこでだ。魔術を教えるのが上手うまい知り合い、あんたは知らないか？」

「俺か？」

　バルは驚いたフリをして聞く。

「あんたなら魔術師の知り合いだっているだろうって、院長先生が」

　フィンの言葉になるほどと思う。

「私からもお願い、バル。知り合いはいない？　せっかくだからしっかりした人に見てもらえたらと思うの」

　テレーゼのすがるような視線にバルはうなずいた。

　彼女がバルに頼みごとをするのはめったにない。

　そのほとんどが子ども絡みだ。

「心当たりに声をかけてみよう。引き受けてくれる人がいればいいが」

「バルが頼んでも無理なら、あきらめるしかないわ」

　とテレーゼがため息をつく。

「救護院の依頼、引き受けてくれる人はあんまりいないんだな」

　フィンの顔に暗い影が宿る。

「報酬を出せないからね。仕方ないのよ」

　テレーゼが言った。

「フィンに魔術の素養があるかどうかを見て、あったら基礎を教えるだけなら、報酬は高くならない。何とかなるよ」

「それならいいんだけど」

　バルが笑っても、フィンは気にしているようだ。

「早めに来てくれる人を探したほうがよさそうだな」

　バルは立ち上がる。

「バル？」

　フィンは不思議そうだったが、テレーゼはよく分かっているという顔で彼を見ていた。

「今から行ってくるよ」

「行ってらっしゃい」

「え、そんな」

　笑顔を見せるテレーゼと、とまどうフィンを背にバルは冒険者ギルドを目指す。

　そして受付で彼を迎えてくれたニエベに相談する。

「というわけなんだ」

「救護院の子どもに魔術を、ですか」

　ニエベはいやがらず考え込む。

「素養の確認だけなら、おそらく魔術師ならできるだろう？」

「そうですねー。魔術の素養なら徴兵される時に確認されますし、救護院だって徴兵対象のはずですが、それじゃ遅いのですか？」

「フィンは待てないだろうな」

　とバルは回答する。

「あの子、前も無む茶ちやしましたもんね……」

　ニエベは気遣う顔で彼を見た。

「助けたことを俺は後悔してないよ」

「真顔でカッコいいこと言うものなあ、この人」

　ニエベはそっと視線を彼からズラして、頰ほおを赤らめて小声で言う。

　何人かの冒険者がちっと舌打ちする。

　ニエベは男性冒険者に人気があることが分かる例だ。

「探してみますね。素養の確認だけなら六級冒険者でもできると思いますが、引き受けてくれる人がいるか分からないですよ？」

「覚悟している」

　ニエベの念押しにバルは即答する。

　最悪、《戦せん神しん》としてのツテを使うつもりだった。

「まあ依頼者が救護院じゃなくて、バルさんなら別かもしれませんが」

「俺だと知り合いが受けてくれるかもしれないな」

　バルは驚かずに言う。

　実のところそう期待してはいる。

　タイミングよくギルドで会えるか分からないから、ニエベに声をかけたのだ。

「ええ。バルさんの名前を出して作成させていただいたほうが、可能性は高くなるかと」

　ニエベは苦い顔で話す。

　彼女も救護院の現状を悲しく思っている一人だ。

「分かった。テレーゼなら承知してくれるだろう」

　バルはそう伝える。

「了解です。では作成して貼り出しておきますね」

　ニエベは答えて奥へと向かった。

　用件が終わったバルが帰ろうと踵きびすを返すと、ばったりレナータたち『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』と遭遇する。

「あら、バルさんどうしたの？」

　レナータはうれしそうな笑みを浮かべて話しかけてきた。

「ああ、少しニエベちゃんに頼みたいことがあってね」

　バルは返事してからふと思いつく。

　優秀な魔術師であるレナータならば魔術師の知り合いが多いのではないかと。

「ニエベに？」

　レナータは興味津々という顔になる。

「依頼でも出したの？」

「うん、頼みごとを引き受けてくれる魔術師を探したくて」

「私がいるじゃない」

　レナータは即答した。

「そうなんだが」

　バルは苦笑し、どうしたものかと悩む。

　レナータは実力的に申し分ない。

　どころか能力が高すぎて依頼を出しにくい相手だった。

「？　私じゃマズイ事情でもあるの？」

「うん」

　バルは打ち明けることにする。

　彼女ならば、話した方がいいだろう。

「救護院の子に魔術をねえ」

　レナータは感心した顔になる。

「向上心があることはいいことです」

「みんなを守るために強くなりたい。素敵な夢ですね」

『夜空の月桂樹』のメンバーにも好評だ。

「レナータはさすがに強すぎるだろう？　本当ならもう少し下のランクの魔術師の仕事だと思うんだ」

　バルはそう説明する。

　でなければミーナかシドーニエに頼めばよい。

（二人ならおそらく断らないだろう）

　と彼は信じている。

　彼女たちに頼めた理由を考える必要があるだろうが、手間はそれくらいだ。

「別にかまわないわよ？　報酬をもらえるなら」

「救護院だし、銅貨数枚程度だよ」

　気にしていないレナータにバルは確認をする。

「魔術の素養を確認する報酬としてはたしかに安いわね」

　とレナータは認める。

「素養の確認はれっきとした技術だものな」

　バルは応じた。

　魔術師としての才覚が必要な仕事だと認めなければ、不愉快になるだろう。

「だが、『持ってない銀貨は出せない』というだろう？」

　分かっていても正当な額を払えないのだから、仕方ないのだとバルは話す。

　駆け出しの魔術師ならば、報酬単価が下がっても問題ない。

　一流職人と見習い職人とで報酬で違いをつけるのは道理である。

「なるほど、でも受けてあげる」

「……うん？」

　レナータの返事をバルは怪け訝げんに思う。

「足りない分は、バルさんに返してもらうから」

　そう言って美人魔術師はにこりと笑った。

「俺がかい？」

「あなたがニエベに頼んだということは、問題ないはずよね？」

「たしかにな」

　レナータの指摘は一理ある。

　依頼人はバルとテレーゼの二人という形式だ。

「俺に請求するのは可能だな」

「ええ。分割払いでも認めるから、問題ないわよね」

　レナータの視線は逃がす気がないと告げている。

　フィンの将来を考えれば彼女の申し出を受けたほうがよい。

「分かった。お願いしよう」

「ふふ」

　レナータは満足そうに笑い、『夜空の月桂樹』のメンバーたちは無言で肩をすくめた。

「じゃあさっそくニエベに言いましょう」

「聞こえていましたよ」

　レナータにニエベが反応する。

　彼女はまだ奥に引っ込んでいなかったため、彼らのやりとりがしっかり聞こえていたらしい。

「そういう事情だと、依頼書を破棄することもできますし、レナータさんに渡すこともできますが」

　彼女の発言を聞いた七級冒険者が仲間の女性に聞く。

「どういうことだ？」

「信頼できると判断した人たち同士だと、ギルドを通さなくてもいいのよ。その代わりにトラブルが起こってもギルドは介入しないけど。……説明されたでしょうに」

　仲間に嘆息されて、男は黙って目を逸そらした。

「ギルドを通すといざという時安心ですが、手数料を頂ちよう戴だいします。依頼人の負担が増えますが、ギルドの支援があります。いつ依頼人になるのか分からないのですから、覚えておいて損はないルールです」

　ニエベの解説に男はこくこくとうなずく。

「本来ならギルドを通すべきなんだろうが、ここはレナータの厚意に甘えさせてもらおうかな」

　バルは決断する。

「まあ出費を抑えたいのは当然ね。大丈夫よ、真ま面じ目めにやるから」
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　レナータは自分の胸を叩き、豊かな胸が揺れた。

「心配していないよ」

　バルは笑顔で応こたえる。

「レナータがいないんじゃ、私たちはどうしようか？」

「素養の確認と基礎指導なら、大して時間はかからないわよ」

　仲間の声にレナータが返答した。

「もっとしっかり教えてほしいなら、別途料金が必要ね」

「当たり前だな」

　バルは彼女の主張を肯定する。

「その必要が生まれたら、また依頼を出していただければ、対応しますよ」

　聞いていたニエベが言った。

「その時はお願いしよう」

　バルは彼女に答えてから、レナータに問う。

「ところで君たちは依頼を探しに来たのか？　それとも報告に来たのか？」

「報告に来たのよ」

　レナータは言った。

「悪いけど、待っていてくれる？」

「もちろんだ。順序的にはそれが正しい」

　バルも『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』もニエベも、そろって苦笑した。

　依頼の報告が終わる前に新しい依頼を受けてはいけないというルールがあるわけではないが、あまり褒められないことなのも事実である。

　レナータはニエベのところに歩いていき、【上級収納袋】から緑色の竜種の首を取り出す。

「依頼されていたワイバーンを討伐してきたわ」

「さすがですね。お見事です」

　ニエベはにこりと笑う。

「わ、ワイバーン」

「たしか三級指定の魔物だっけ？」

　下級冒険者たちがざわめく。

「あの人数で狩れるなんてさすがだな」

「まあいい運動になったよね」

『夜空の月桂樹』のメンバーは特に傷らしい傷を負っていない。

「大したものだ」

　バルは感心するが、下級冒険者たちのものとは意味が違う。

　貴族たちのトラブルに巻き込まれたあと、ワイバーン討伐を選んで見事達成したタフさに向けられている。

「あんなことあったけど、だから負けられないわ」

　とレナータは小声で言ってからバルにたずねた。

「それで？　いつから行けばいい？　何なら今日からにしましょうか？」

「こっちはありがたいが、休まなくていいのか？」

　バルの疑問にレナータは笑う。

「今日はただ帰ってきただけなんだもの。素養だけ見て、どうするか決められるし、早いほうがいいでしょ？」

　正論だった。

「分かった。お願いするよ」

　バルも即答する。

「タフで決断が早くて、行動力がある」

　とニエベが圧倒されたようにつぶやく。

「あれくらいじゃなきゃ二級まで上がれないのだろうね」

　彼女の背後から男性職員が声をかける。

「見習うところがあるんじゃない、ニエベは」

「な、何のことやら」

　男性職員に指摘され、ニエベは少し動揺する。

「私たちは宿に戻っているね、リーダー」

「ええ。後で合流するわ」

　レナータを除く『夜空の月桂樹』のメンバーはギルドから出ていく。

「俺たちも行こうか。みんな驚くだろうな」

　バルが言うと、レナータが意味ありげに彼の真横に立つ。

「救護院、行ったことないからエスコートよろしくね」

「分かりました、お嬢様」

　二人はおどけながらギルドを後にする。

「あの、ニエベさん？」

　黒いどんよりとした空気をまとったニエベに、七級冒険者が遠慮がちに声をかけた。

「はい、何でしょう？」

　彼女はいつもの笑顔に戻っている。

　切り替えが早いのは冒険者ギルドの職員に要求される大切な要素の一つだ。







　バルがレナータを連れて救護院に戻ると、彼女は興味深そうに建物を見回す。

「へえ、ここが救護院なの」

「みなさんの善意で何とか運営されている」

　バルの言葉に彼女は笑い声を立てる。

「バルトロメウス様がけっこうな額を寄付しているって話、私知っているのよ」

「知っているのか。たしかに隠されているわけじゃないが」

　バルは苦笑で応えた。

　八神輝レーヴアテインの動向は衆人の耳じ目もくを集めやすい。

「機密事項は無理だけど、救護院に寄付をしているなんて機密でも何でもないものね」

「そうだな」

　バルはうなずいて、彼女をうながす。

「院長とフィンに紹介しよう。ついてきてくれ」

　バルは門をくぐって右に曲がり、建物の角を左に曲がる。

　建物の中に入らず中庭に行くためには、一番単純な道順だ。

「きちんと手入れがされているのね」

　レナータは雑草がほとんどはえていない点に感心する。

「みんな素直で手伝いをするからな」

　バルは少しだけ誇らしげに話す。

「素敵ね」

　レナータの言葉は本心のようだ。

「救護院がイメージと違っていても、柔軟に受け止めてくれる君も立派だよ」

　バルは彼女を褒める。

「すぐに手を挙げたくらいだから、偏見を持っていないとは思っていたけどね」

「救護院というだけで偏見を抱くのは最低だわ」

　レナータは吐き捨てるように言った。

　何やら思うところがありそうである。

　中庭にまだいるテレーゼとフィンを目にしたため、バルは彼女に問いかけず、テレーゼに話しかけた。

「ただいま。担当してくれる魔術師を連れて来たよ」

「えっ？　もう？」

「うそだろ？」

　テレーゼもフィンも驚いて勢いよくふり向く。

「初めまして、レナータと申します。二級冒険者パーティー『夜空の月桂樹』のリーダーをやっています」

　レナータは社交的な笑顔であいさつをする。

　テレーゼはあわてて立ち上がって、彼女と握手をかわした。

「初めまして。院長のテレーゼです。え、二級冒険者!?」

　驚きよう愕がくを隠せないテレーゼは、目でバルにどういうことだと問いかける。

　フィンは立ち上がることも忘れ、ポカンとレナータを見上げていた。

「本当は五級あたりに頼む予定だったんだ」

　バルはぼやくように言い訳をする。

「そうよね。私が知っている情報でも、そのあたりが妥当じゃないかしら」

　テレーゼは遠慮がちにレナータを見た。

　二級冒険者ともなれば社会的地位と名声があるし、戦力としても一流である。

　卑屈になる必要はないが、無下にできる相手ではない。

「納得できる報酬はいただきます。足りない分はバルさんからね」

　レナータは片目をつぶってみせる。

　本人は軽い冗談のつもりだったのだろうが、テレーゼはそう解釈できない。

「えっ？　バル？」

「まあ何とかなるだろう。レナータは話が分かる相手だし」

　困惑するテレーゼにバルは心配するなと笑う。

「二級冒険者、本物？」

　フィンがようやく立ち上がり、おそるおそる話しかける。

「ええ。何なら魔術を使って見せましょうか？」

「疑っているわけじゃないけど」

　かがんで笑顔のまま応じたレナータに、彼は目を逸そらしながら言う。

　彼女の美び貌ぼうが効いたあたり、フィンも男だった。

「どういう魔術がいいかしら」

「高等で周囲に影響が出ないものを頼む」

　考えるレナータにバルが注文を出す。

（これがミーナだったら指定できるんだが）

　とひそかに思う。

　ミーナがどのような魔術を使えるのか知ち悉しつしているからだが、レナータのことはあまりよく知らない。

「そうよね。周囲に何もないならもっと選択肢が増えるのだけど」

　レナータは数秒悩んでからぽんと手を打つ。

「じゃあこういうのはどうかしら」

　レナータは右手を開いて呪じゆ文もんをとなえる。

「水よ、火よ、氷よ、土よ」

　彼女の人差し指に火の玉、中指に水の玉、薬指に氷の玉、小指に土の玉が浮かぶ。

「あら、並列魔術？」

　テレーゼが感嘆の声をあげた。

「へいれつ？　まじゅつ？」

　フィンは疑問を浮かべる。

「複数の魔術を同時に発動させる高等技術だよ。この時点でレナータは普通じゃない実力を持っていると分かる」

　バルの解説を聞いて、フィンは目を輝かせた。

「へえ、よく分からないけど、すっげえんだな！」

「うーん、失敗だったかも」

　レナータは魔術を維持したまま、左手で頰ほおをかく。

「二級冒険者にすごい魔術を使われても困るので、正しい判断だったと思います」

　テレーゼが擁護する。

「それで？　俺、魔術使えると思う？」

「今からそれを調べるわね」

　興奮するフィンにレナータは微笑ほほえみかけた。

　フィンは再び真っ赤になって黙る。

（レナータ、自分の魅力をよく理解しているな）

　とバルは確信した。

　レナータはフィンの頭の上に左手を乗せる。

「何をするの？」

「私の魔力をゆっくりと浴びせるの。魔術の素養がある人とない人で、反応が全然違うのよ」

　レナータは答えながら魔力を少しずつ流す。

「うん、私の魔力があなたの頭から首にかけてゆっくりと流れているのが分かる？」

「えっと、何かむず痒がゆくてポカポカしているやつが、頭から首を通って、腹まで来たかも」

　フィンはとまどいながら自分が感じたことを告げる。

「すばらしいわ！」

　とレナータは目を丸くして声をあげた。

「え、そうなのかな？」

　フィンはきょとんとする。

「あなたに魔術の素養があるのは確定ね」

「もう分かったんだ？」

　ニコニコするレナータに対して、フィンはまだ飲み込めていないようだ。

「一番簡単で素養ある人はすぐ分かるタイプの調査方法だからね」

　レナータは答えてから少し悩む。

「思ったより見込みがありそうだわ。本格的に学ぶことを考えたほうがいいかも」

　彼女はそう言ってテレーゼを見た。

「どうでしょう？」

　テレーゼはそっと目を伏せる。

「できるかぎりのことをしてあげたいのですが、先立つものが足りなくて」

　救護院の運営費に余裕はない。

「あら、バルトロメウス様の寄付があるのでは？」

「たしかにご厚情をたまわっていますが、子どもたちの服や建物の修繕費で消えています」

　テレーゼの回答にレナータはむしろ納得する。

「なるほど、失礼ながら建物は立派だし、子どもたちは上等ではないもののなかなかな服を着ていて、栄養状態もよさそうな謎が解けました」

　彼女が目にした救護院は世間一般のイメージからいい意味でかけ離れていた。

「そのために使えというのがバルトロメウス様のご意思なのです」

　テレーゼはだから余分な貯たくわえがないのだと話す。

「事情を話せば、バルトロメウス様ならもっと援助してくださると思いますが」

「そこまであの方に甘えるわけにはいきません」

　テレーゼは答える。

「しかし」

　レナータは惜しそうに食い下がろうとした。

「まあ、落ち着いてくれ」

　ここでバルが間に入る。

「バルさん」

　彼を見てレナータは冷静さを取り戻す。

「ごめん。でも重要なことなのよ」

「分かっている」

　バルはそう言ってひと呼吸置き、続きを言う。

「だが、救護院の方針をたった一人のために変えるわけにもいかない。だったら、代案を考えよう」

「代案？　何かあるの？」

　レナータはじっとバルを見つめる。

「レナータに弟子入りする」

「却下」

　レナータは彼の提案に即答した。

「私は冒険者よ。魔術師の弟子の面倒を見ている余裕はないわ」

　フィンは落ち込んだが、バルもレナータも見ないふりをする。

「第二案だがレナータの師匠は今どうしている？」

「師匠？　そういうこと」

　レナータは理解の光を青色の瞳ひとみに浮かべる。

「なるほど。師匠なら……住み込みの形だったらアリかも。私から一度連絡を入れたほうがいいと思うけど」

　バルはテレーゼとフィンに目をやった。

「どうする？　レナータの師匠なら実力を疑う余地はないだろう」

「人柄も保証するわよ」

　レナータも続けて言う。

「悪くないですが、フィンの気持ち次第ですね」

　テレーゼは即答を避け、気遣うようにフィンに視線を向ける。

「どうしますか、フィン？」

「レナータ……さんの師匠のもとなら、俺は魔術師になれる？」

　フィンの問いにレナータは首を横に振った。

「約束はできないわ。ただ、あなたがあきらめず修行を続けることができれば、きっといい魔術師になれると私は信じる」

「そっか」

　フィンはうつむく。

「すぐに答えを出さなくてもいいのよ」

　テレーゼが少年を抱きしめ優しく言った。

「あなたの人生はあなたのもの。どんな道を選んでも、犯罪や人の迷惑になることじゃなければ、応援するわ」

「……うん」

　フィンは目を閉じてうなずく。

「今日のところは帰りましょうか」

「そうだな。時間はあったほうがいい」

　バルは答えた。

「ううん、いらないよ」

　フィンは目を開け、強い意志を宿したまなざしで言う。

「レナータさん、師匠に頼んでみて」

「分かったわ」

　レナータは微笑んだ。

「大した決断力ね。あなた、魔術師向きよ」

「え、何か関係あるの？」

　あどけない顔で不思議そうな声を出したフィンに、レナータは言った。

「ええ。魔術師は判断力の速さが重要なものの一つよ」

「ふうん」

　フィンはぴんと来てないらしく、気のない返事をする。

「ごめんなさい。とにかく師匠にはとても見どころのある子がいるって、伝えておくわ」

　レナータは彼に微笑み、彼とテレーゼに手を振って別れを告げた。

　バルはテレーゼに目で合図をして、彼女の後を追う。

　門を出たところでレナータは足を止め、大きくため息をついた。

「はあ、失敗しちゃった」

「気にするな」

　肩を落として自己嫌悪に駆られる彼女の肩を、バルは軽く叩たたく。

「真剣にフィンの未来を考えてくれたんだろう。二人にも伝わったはずさ」

「ならいいけど」

　レナータはすぐに立ち直れない様子だ。

「そんなに有望だったのか？」

「ええ、反応を見たかぎりはね」

　バルの疑問にレナータは間かん髪はつ入れず答える。

「もっとも、魔力を感じる才能があるからと言って、魔術師として大成できるとはかぎらないのだけど。あくまでも一つの関門だし」

「大変だなあ」

　バルがしみじみと言うと、彼女は質問をぶつけた。

「あなたの時はどうだったの？」

「魔力を感じることはできるけど、魔術師としての才能はない。そう言われたよ」

　バルは正直に話したが、すべては言っていない。

　彼にあったのは魔力を使って発動する異能の才能だ。

「そうなの。たしかに魔力は感じるわね」

　レナータは観察するような視線を送る。

「あっても使えないんじゃ意味ないさ」

　肩をすくめたバルに彼女は何も言わなかった。

「師匠はどこに住んでいるんだい？」

「帝都の一等エリアよ」

　バルの問いにレナータは答える。

「へえ、大物なんだな。一等エリアに住めるんだから」

　とバルは目を丸くする。

　一等エリアに住むのは貴族か富豪、もしくは相当な収入のある一握りの者だけだ。

「ええ。宮廷魔術師としての経験もお持ちのズーゼ様なのよ」

「へえ、元・宮廷魔術師なのか！」

　バルはうなる。

　元宮廷魔術師ズーゼの名前は彼も知っていた。

（たしかライヘンバッハと同じ世代だったかな？）

　と思い出す。

「ええ、ライヘンバッハ様とは同期だったらしいわ」

　レナータの説明が肯定してくれる。

「ライヘンバッハ様？」

　バルは知っていながらもとぼけてみせた。

　平民と呼ばれる者たちにとっては、間違いなくなじみのない名前だからである。

「ライヘンバッハ様は今の魔術省の長官、つまり魔術師としてのトップなのよ」

　レナータはそう説明した。

「八神輝レーヴアテインとはどう違うんだ？」

　普通は知らないだろうとバルは判断し、彼女に質問する。

「魔術師としての職のトップが魔術省の長官ね。八神輝レーヴアテインはたしか扱いが別じゃなかったかしら？」

　レナータは首をかしげながら応えた。

　地位的には八神輝レーヴアテインが魔術省長官や宰さい相しようよりも上だけにややこしい。

「そうなんだ」

「八神輝レーヴアテインは本当に別格みたいだから」

　レナータの言葉にバルは感心して見せる。

「ライヘンバッハ様だって別に弱くないものね。ヴィルヘミーナ様とシドーニエ様がさらに強いだけで」

　と彼女は言う。

　ライヘンバッハは八神輝レーヴアテインのミーナ、シドーニエについで三番目くらいには入るとバルも思っている。

　上二人が非常に強力なだけだ。

「レナータは元とは言え宮廷魔術師に師事できるくらいすごかったんだな」

「どうなのかしら。宮廷魔術師になれなかったから、不ふ肖しようの弟子じゃない？」

　レナータは自虐気味の返答をする。

「二級冒険者と宮廷魔術師とどっちが強いのかというのは、疑問ではあるな」

　バルはそんなことを言う。

　冒険者は基本的に組織になじめないはみ出し者だ。

　宮廷魔術師のほうが社会的地位は高くても、魔術師として優れているとはかぎらない。

「難しい問題だけど、私と師匠なら師匠のほうが強いのは確実ね」

　レナータは苦笑しながら言った。

「そうなのか？」

　宮廷魔術師と言っても実は研究を専門にしている人材もいる。

　だから冒険者より弱かったりするが、ズーゼはどうやら違うらしい。

「レナータよりも強いなら、武闘派なのかな」

「ええ。戦闘専門よ」

　レナータは自慢そうに答える。

　彼女と師匠の仲が良好であることが読み取れた。

「才能次第だが、フィンがすごく強くなる可能性もあるんだな」

「そうね。ズーゼ様は教えるのも上手だから私より強くなってしまうかも」

　レナータは冗談として返す。

　フィンがいないところだからこそ言えるのだ。

「八神輝レーヴアテインになったりはさすがに無理かしら」

　とレナータはおどける。

「さすがにどうだろう？」

　バルも笑って応じた。

「しかし、そんなすごい人がフィンの師匠になってくれるのかな？」

　笑みをひっこめてバルが疑問を口にする。

「大丈夫よ。今、ズーゼ様は仕事を引退しておヒマみたいだし、弟子を育てるのが趣味みたいな方だから」

　レナータは自信ありげに断言した。

「なら大丈夫か」

　やっぱりダメだったではフィンがかわいそうだな、とバルは考えたのである。

「ええ。絶対にとは言わないけれど、ほぼ大丈夫だわ」

「それを聞いて安心したよ」

　バルはそう答える。

「宮廷魔術師となればやっぱりすごい人って印象が強いからね」

「たしかにすごい人だけど、優しいおばあ様よ？」

　レナータは不思議そうに言う。

「だから安心してほしいわね」

「ああ、そういう意味で心配しているわけじゃないさ」

　バルは訂正する。

「ただすごいと思っているんだ」

「……私の感覚がズレているのかしら？」

　レナータはようやくそのことに思い当たったらしい。

「宮廷魔術師となれば、八神輝レーヴアテインとも接点があるんじゃないか？」

「そうね。たまにだけど八神輝レーヴアテインの話が出ていたわね」

　バルに聞かれたレナータは視点を宙に向け、思い出しながら答える。

「八神輝レーヴアテインの制度ができてから帝国は飛躍したって話があるくらいだからね。レナータは知っているかい？」

　バルの問いにレナータはうなずく。

「ええ。聞いたことがあるわよ」

「あれって本当なんだろうか？」

　バルはそうたずねる。

　これは探りを入れたのではなく、単純に彼女の意見を知りたかったのだ。

「本当じゃない？　平民や人間以外の種族でも分け隔てなく才能重視で登用してから、帝国は強くなったって私も聞いたことあるわよ」

「ふむ」

　バルが合いの手を入れると、レナータはさらに話す。

「ひどいのは王国だけど、それ以外の国も帝国ほど進歩的じゃないみたい。バルさんはそういうことは知らないの？　あれだけ顔が広いのに」

「話は聞いているさ」

　バルは何食わぬ顔で切り返した。

「ただ、昔のことは調べようがないしね」

「なるほど、たしかに昔のことはどこまで事実か分からないわね」

　レナータは納得してうなずいている。

「ところで私はこのままズーゼ様のところに行くけど、バルさんはどうする？」

　とレナータが聞いたのは、一等エリアへの入り口の付近だった。

「引き返すよ。さすがに一等エリアには気後れする」

　バルはそう応じる。

「何ならバルさんにもズーゼ様を紹介してもいいのだけど？」

　レナータの言い回しは遠慮がちな提案だとバルは受け取った。

「そこは考えていなかったな」

　彼はポンと手を叩く。

「バルさんってうっかりすることもあるのね。意外だわ」

　レナータは本当に意外だったらしく、目を丸くしている。

（ズーゼに関する情報であれば、ライヘンバッハに聞けばよかったんだが）

　だからこそレナータに紹介してもらうという発想ができなかったのだ。

　うっかりしていたのは否定できない。

「それだけレナータのことを信じていたのだと受け取ってもらえたらうれしいな」

　バルはそう告げる。

「うれしいわね」

　レナータはニコリとしたが、本気にはしなかった。

「俺はともかくテレーゼ院長はあいさつしたいと思うかもしれないな」

「了解。ズーゼ様に伝えておくわ」

　バルの言葉にうなずく。

「また連絡するわ。救護院に行ってもいい？」

「いいんじゃないか。歓迎されるだろう」

　気遣いを見せたレナータにバルは笑顔を見せる。

「だといいんだけど」

「二級冒険者なら、立派な英雄さ。遠慮しないでくれよ」

　バルのはげましに彼女はこくりとうなずく。

　自信にあふれた勝気な女性なのに、繊細さも持ち合わせているようだ。

　レナータが門へと姿を消すと、バルは冒険者ギルドに顔を出す。

　ニエベはいつものように業務を続けている。

「やあ、ニエベちゃん。さっきはすまなかったね」

　前に誰も並んでいないのを見て、バルは彼女に声をかけた。

　頼みごとをしたと思ったら、レナータがやってきて彼女の仕事が無駄になってしまった件についての詫わびだ。

「いえ、大丈夫ですよ」

　ニエベは手を止めてにこりと笑って応じる。

「あの手の依頼、普通は時間がかかるものですが、まさか一秒で請うける人が見つかるなんて、バルさんの人脈はさすがと言うしかありません」

「タイミングが良かっただけだね」

　バルは言ったが、謙遜したつもりはない。

　今回の結果はあのタイミングで『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』がやってきたおかげだ。

「二級冒険者って、運が良ければ依頼を請けてくれる相手じゃありませんよ」

　ニエベは愉快そうに笑う。

「バルさん、ほんとみんなに好かれていますよね」

　彼女の後ろを通りがかった男性職員が感心する。

「そうなのかな？」

　バルは本気で首をひねった。

　人望というやつはなかなか実感するのが難しいものだ。

　決していやみや謙遜ではない。

「まあそこもバルさんの美点でしょうか。偉そうな言い方でごめんなさい」

　ニエベがハッとして謝るが、バルは首を横に振る。

「気にしなくていい。何かを評価すると、偉そうに聞こえてしまうものだよ」

「ありがとうございます」

　ニエベは安あん堵どして礼を述べ、そして指摘した。

「けど、バルさんの場合そうは聞こえないですよ」

「え、そうかい？」

　バルはちょっと目をみはる。

「ええ。相手への思いやりがあるからでしょうか。見習いたいですね」

「ふむ。自分じゃよく分からないな」

　ニエベの尊敬に満ちたまなざしを、バルはそう言って受け流す。

　これ以上褒めても態度は変わらないと知るニエベは、話を変える。

「いかがでしたか、レナータさんに依頼した結果は？」

「フィンは可能性がある子らしい。レナータには育てるのが上手うまい人を紹介してもらう予定になったよ」

　バルが報告すると、彼女は目を丸くした。

「あら、そうでしたか」

　若いなりに経験を積んでいる彼女にとっても意外な展開だったようだ。

「手ほどきすら他の人に頼むとなると、よっぽど将来性があるのかしら？」

「レナータはそう言っていたね。見込み違いの可能性を考慮して、興奮を抑えようとしている様子だった」

　バルはレナータの態度を冷静に振り返る。

「やっぱりよく見ていますね、バルさん」

「まあね」

　今回バルはあえて否定しなかった。

「有力な魔術師が誕生するのは喜ばしいかぎりです。期待していますね」

「さすがにちょっと気が早すぎるよ」

　ニエベの言葉はお世辞だろうと思いつつ、バルは笑いをこぼす。

「あら、分からないですよー。案外ああいう子が上へ登っていったりするかもしれません」

　ニエベはおどけて言った。

　バルが何か言うより先に、他の職員の咳せき払ばらいが聞こえる。

「まだ勤務時間なんだが」

「おっと、すまなかった」

　先に謝ったのはバルだった。

　ニエベはさっと頰ほおを赤らめてうつむく。

「ごめんなさい」

　小さな声だったが謝罪する。

「バルさん、どうする？　何か依頼を請けていくかい？」

「いや、今日はやめておこう。また明日にするよ」

　バルはそろそろ夕方にさしかかることを考慮し、ギルドを後にした。







第六話　魔界扉イビルゲート




　アリアは《紫し眼がん導どう師し》の助力を得て帝国西部地域、旧ゲスターン領に魔術具で作られた隠れ家で準備をはじめていた。

　まずは魔術具を使い、人々の怨おん念ねんが特に濃く集まっている場所を探す。

　これはゲレールターが提供してきた魔術具【怨おん音おん響きよう叉さ】を使う。

「おそらくだけど、城塞都市グラッジがあった地域がいいんじゃないか。八神輝レーヴアテインユルゲンに最も抵抗したところで、その分被害が大きかったはずだから」

「はい」

《紫眼導師》の指示にアリアは素直に答えたが、同時に疑問を抱いた。

（ずいぶんとゲスターンについて詳しくない？）

　たしかに調べれば分かることかもしれない。

　しかし、三十年以上も前の話のはずで、もっと断片的で頼りない情報になるほうが自然ではないだろうか。

（《紫眼導師》様はまるで見てきたかのように……）

　と考えたところで、アリアは馬鹿馬鹿しくなった。

《紫眼導師》の素顔を見たことがあるが、どう見ても三十歳前後の人間である。

　長命種族のエルフや竜人、ドワーフだったら疑いを深めただろう。

　だが、ただの人間が三十年もの間若々しい姿を保てるはずがない。

（きっとそういう話し方しかできないのよね。あるいは意識をしてやっているのかしら？　総裁にはそのほうがいいのだろうし）

　総裁はアリアが観察したところによると、自信にあふれた力強い態度や話し方を好む。

　総裁の歓心を買うためにあの話し方をしていると考えれば納得できる。

（とにかく頑張らなくては。失敗はしてもいいと言われているけど、浮かび上がれなくなってしまう）

　アリアはぎゅっと手を握りしめた。

　彼女は組織の【魔界扉イビルゲート】を開けば地上の支配者になれるという考えに対して、非常に懐疑的である。

（【魔界扉イビルゲート】が開いて【魔界の軍勢】が地上を席せつ巻けんした時、はたして組織の何人が生き残れるのか、分かったものじゃないわ）

　と彼女は思っていた。

　なぜなら【魔界の民】にとって地上の民は、不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵のはずである。

　理由もなく生かしておくとは思えない。

（有能で利用価値があると認められなきゃ、生き残れない）

　彼女が一人ならば殺されてもよかったが、彼女には幼い妹がいる。

「お姉ちゃん？　まだお仕事？」

「リリ……」

　ちょうどその妹がひょっこり顔をのぞかせた。

　隠れ家は彼女たち二人だけで、《紫眼導師》は別の拠点にいる。

　防御面では与えられた魔術具のおかげで安心だし、二人だけのほうがよかった。

「ごめんね、もうちょっと待ってね」

　彼女が言うと、リリは首を横にふるふると振った。

「お姉ちゃん、リリのためにがんばってるの知ってるもん。だからへいき」

　無邪気に笑う。

　両親にろくに抱かれたこともなく、可愛かわいがられた思い出を何も持たない少女は、姉のアリアが全てである。

　アリアは手を止めてそっと彼女を抱きしめた。

（きっと私は間違っている）

　でも、どうすればよかったのか。

　今の彼女ができることは、少しでもリリを守ることだ。

　たとえただの先送りに過ぎなくても。

「お姉ちゃん、今からちょっと出てくるね。いい子で待っていて」

「うん」

　リリはこくりとうなずく。

　本来は幼い彼女一人で留守番は危険すぎるが、彼女たちに与えられた魔術具【土隠れの家】が解決してくれる。

　土の下に建物が展開され、指定の道具がなければ入ることもできない優れた魔術具だ。

　知らない人が来てもドアを開けないで、なんて言う必要もない。

「帰ったら一緒にご飯を食べましょうね」

　そう言い残しアリアは「セサミ」と呪じゆ文もんを唱え、体を家の外に転移する。

　外は光すら差し込まず、小柄な彼女でギリギリ通れる隙間しかない森の中だ。

　発見することは不可能に近いとアリアは安心できた。

　魔術具【転移コイン】を使い、《紫眼導師》の指示通りの場所へ行く。

（ここが城塞都市グラッジがあった場所）

　アリアは小さく息を飲む。

　戦争で滅びた国の城塞都市跡と言われると、廃はい墟きよと荒野を連想しやすいが、彼女の前に広がる光景は違う。

　新しく都市が築かれていて、それなりの人口がそれなりの暮らしをしている。

　決して大都市ではなく、裕福な地域ではない。

（それでもみんな血色がいい。上等ではないけど、清潔な服を着ている。お腹なかをすかせてうずくまる、皮と骨だけの子どもがいない）

　なんてまともな都市なのだろう。

　アリアの胸には敬意と同時に、どす黒い嫉しつ妬とと憎しみの炎が燃えあがる。

（私たちは今日食べる物にも困ったのに）

　生まれが違うだけでこんなにも差ができるのか。

（不公平って言葉は、どれだけ残酷なのかしら）

　ギリッと歯ぎしりをする。

　ただ、不公平なだけではアリアは憎悪の炎を燃やさなかった。

（帝国め、私たちを排はい斥せきして成り立つ国め）

　という思いが原因である。

　帝国は治安などの理由から、仕事をするのにも身元を証明するものが必要だ。

　アリアのような人間には絶対手に入らない代物である。

　そうでなければ、『闇やみの手』から妹を連れて脱出できただろう。

（私たちは救われない。帝国は助けてくれなかった）

　という想おもいこそが、彼女の原動力となった。

（だったら道連れにしてやる）

　帝国の人々にしてみれば、八つ当たりもいいところである。

　自覚していながらも、彼女は止まるつもりがなかった。

　街の外に出て魔術具【怨音響叉】を【収納袋】から取り出す。

【怨音響叉】は黒い金属棒が二又になった道具だ。

　ある程度の怨念があれば振るえ、怨念が大きいほど振動が大きくなる機能を持つ。

（さて、どうかしら？）

　アリアは振るえることを期待しながら、【怨音響叉】をかざす。

　反応はすぐにあった。

　ブルブルという振動が生まれ、そして大きくなっていく。

「これは……」

　大した怨念の量だと思う。

（いけるわね）

　アリアはさらに激しく振動する【怨音響叉】を見て、確信する。

《紫眼導師》に報告して、準備を進めるべきだ。

　近くに人目がないことを確認して【転移コイン】の力で、《紫眼導師》がいる地点へ転移する。

《紫眼導師》がいる地点は山の中腹にある廃墟だ。

　周囲に人里がない点が便利であるが、アリアとしては自分たちが近くに拠点を与えられなかったことを疑問に思っている。

（なぜ私たちを離れた場所に？）

　単なる女嫌いなのか、小さな子どもが嫌いなのか。

　あるいは別の理由があるのか。

　詮せん索さくしたくなる気持ちをねじ伏せて彼女は《紫眼導師》の拠点の中に入る。

　見た目はボロ屋のままだが、中はきれいに改装されていた。

「何の用だ？」

　黒いドアを開こうとした矢先、《紫眼導師》の声が響く。

　何らかの魔術具の効果だろうと思い、アリアは報告する。

「ご命令通り城塞都市グラッジ跡に行ってまいりました。たしかにあそこの怨念の量は大したものでした」

「そうだろう。ではさっそく準備にかかれ」

《紫眼導師》はすぐに次の指示を出す。

「ゲレールター様が召喚された日のこと、私は存じませんが」

「そうだったか？」

《紫眼導師》は一瞬の間を置いてから言った。

「簡単に説明しておこう。月の出ない晩に生いけ贄にえを百、獣骨を無数、生あたたかい血で魔法陣を描くんだ。魔法陣を描けないとは言わせないぞ」

「はい、それはもう」

　組織に属していれば、魔法陣の描き方はいやでも分かる。

「やってみろ」

　高圧的な命令が出たあと、少し柔らかい口調になって《紫眼導師》は言った。

（顔も見せずに何をしているのだろう？）

　アリアは不思議に思うが、命令に従うしかない。

　月の出ない晩は幸い、二日後のはずだ。

（必ず間に合わせて見せる）

　と固く誓う。

　問題は召喚が成功するのだろうか。

　アリアは久しぶりに祈った。

　天の神ではなく魔界の王と呼ばれる存在に。




　二日後、日が沈んで人々が街の中に引きこもった後、アリアは準備に取りかかった。

　生贄を並べ、血で魔法陣を描く。

　魔法陣は怨念を集めるものと、魔界から召喚するためのものの二種類だ。

（生贄を殺さなくていいからまだマシだけど）

　全員殺すとなれば、一人では無理だっただろう。

　実験と言えば聞こえはいいが、面倒な重労働を押し付けられた感は否定できない。

（成功する可能性が高くないから、私にやらせたのかしら）

　そう思うとみじめな気持ちになってしまうが、すぐに打ち消す。

　みながやりたがらない仕事を真ま面じ目めにこなしてこそ、評価もあがるというもの。

　今のアリアでは貴重な機会だと言える。

　一心不乱に行ってようやく完成させた。

「できた……じゃあさっそく」

　アリアだって正直今回は成功すると思っていないが、役目は役目である。

　組織から教わった呪文をとなえた。

「闇の扉、贄の血を吸って開け。暗き道、獣の骨を敷いて生まれよ。北に羅ら刹せつ、南に夜や叉しや、理ことわりをゆがめる王の腕。千の座を越えてこの地にきたれ」

　アリアは両手を広げる。

　しかし、何も起こらなかった。

「やっぱりダメか」

　予期していたが、徒労に終わったと思えば改めて疲労が襲ってくる。

　大きくため息をついて、自分の両りよう頰ほおを軽く叩たたく。

「また頑張ろう」

　そうつぶやいて彼女が踵きびすを返した瞬間、背後の空気が大きく揺れた。

「えっ？」

　不穏な気配を感知したアリアは思わずふり向く。

　もう一度空間が揺れる。

　暗くなってはいるが、遠くにうっすら見える建物がぶれたように見えた。

「まさか？」

　アリアは息を飲む。

　この変化の原因など、一つしか考えられない。

　目を見開いて見守る彼女の前の空間にヒビが入り、ぬっと大きな黒腕が出てくる。

「ひっ」

　彼女は思わず悲鳴をあげた。

　そしてすぐに気を取り直す。

　空間はさらに激しく揺れて、鬼の上半身が出てきた。

　背の高さは百六十センチくらいだろうか。

「フハハハハ！　ここが地上かっ！」

　異い形ぎようは大きなガラガラ声で高笑いする。

　おぞましいほど赤い瞳ひとみを持った存在にアリアは勇気を出して問いかけた。

「あ、あなた様はもしや、【魔界の民】でしょうか？」

「いかにも！　その声、吾わが輩はいを呼んだのは貴様かっ！」

「は、はい！」

　アリアは歓喜の感情を殺して答える。

【魔界の民】を無事に召喚できたことが、恐怖や驚きを超えた。

「元げん帥すいの一角たるこのゲパルトゥを呼ぶとは、地上の下等生物にしては少しは見どころがある奴やつ！」

　ゲパルトゥと名乗った異形は愉快そうに笑う。

「元帥……？」

　アリアは反射的に聞き返す。

　彼女が知っている【魔界の民】の序列は軍団長や将軍までだ。

「何だ、貴様知らんのか？」

「申し訳ございません」

　ギロリとにらまれたアリアは、反射的に平伏する。

「無知無能にして非才なる身に、ぜひ御おん身みの叡えい智ちにふれる機会を賜たまわる名誉をいただきとうございます！」

「ふむ……身の程をわきまえているではないか」
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　ゲパルトゥは怒るかと思いきや、満足そうにうなずいた。

「グレゴーを知っているか？」

「グレゴー……まさか、『インヴァズィオーン』に出てくる総大将？」

　アリアはハッとなった。

　彼女が知っているかぎり、『インヴァズィオーン』とはこの世界に伝わるおとぎ話である。

　総大将グレゴーの下、侵攻してきた【魔界の軍勢】に地上の大半を制圧されながらも、最後には人類が勝って終わる話だ。

「知っていたか。下等にして矮わい小しようなる愚生物に教えてやるのも、吾輩の役目と言えるだろう。一万の軍勢を統率するのが軍団長だ。十名の軍団長を束ねるのが将軍だ。五体の将軍を従えているのが吾輩やグレゴーが位置する九元帥だ」

「な、何と……」

　アリアは説明に絶句する。

『闇の手』の当面の目標は軍団長、および将軍の召喚だったはずだ。

　ゲパルトゥの威圧感から真実だと察するが、疑問は残る。

「ど、どうして元帥様ほどの大物が召喚できたのでしょう？」

「フハハハハ、そのことか。まあ普通では無理だったな」

　ゲパルトゥは笑って彼女の疑問の正しさを認めた。

「だが、吾輩は一つの事実に気づいたのだ。忌いま々いましい【神々の結界】は吾輩たちの出現を阻止するためのもの。力を落とせばいけるとな」

「えっ？」

　きょとんとするアリアを見て、ゲパルトゥは愉快そうに笑う。

「地上の下等存在では理解できぬか。よかろう、見せてやろう！　吾輩の異能、【リヴァイバル】を！」

　ゲパルトゥがそう言うと、禍まが々まがしい赤色のオーラを放出する。

「むんっ！」

　すると彼のひたいから二本の白い角つのが生えてきた。

　そればかりではない。

　身長が三十センチほど伸び、背中からコウモリのもののような形をした黒い翼が八枚生えてくる。

「な、なんてすさまじい魔力……」

　アリアは腰を抜かしてしまった。

　ゲレールターなど全く相手にならない。

　ゲパルトゥが放つ魔力は暴風のようで、天を震わせているような感覚さえ抱く。




　寝ていたバル、ミーナ、クロード、ヴィリー、ギーゼルヘールが飛び起きる。

「この気配は何だ？」

　バルは帝国の西方をにらむ。

　離れているはずなのに、胸を圧迫してくるような禍々しい何かを感じる。

　異常事態が起こったと判断して彼は服を着替えると、そこにミーナが転移でやってきた。

「夜分、失礼します、バル様」

「お前も気づいたか」

　バルのほうに驚きはない。

　気配の探知はミーナのほうも引けを取らなかった。

「この気配はいったい何者だと思う？」

「分かりません」

　バルの問いに彼女は心苦しそうに答える。

「ただ、離れていても異質だと分かる魔力、ドラゴンかあるいは魔界の生物かもしれません」

「ドラゴン……地上最強種か」

　バルはけわしい顔で反はん芻すうする。

　何がどうしてこうなったのか、彼にはさっぱり分からない。

「いかがいたしますか？」

「私は現場に向かう。ミーナはまずクロードに連絡を」

　バルの判断は速かった。

　彼とミーナ、それにクロードまで帝都をあけると防衛戦力が激減してしまう。

　念のため、クロードには残ってもらうほうがよい。

「はい」

　ミーナがうなずくと同時にバルは転移魔術を使い、まずは彼女の屋敷に行って服装を整える。

　そして異様な魔力が発生したと思われる場所に向かった。




「何と偉大な魔力」

「フハハハハっ！」

　うっとりするアリアにゲパルトゥは上機嫌で笑う。

「貴様を殺さぬため、力を制御してやっているのだぞ！　感涙にむせび泣くがよい！」

「は、はい、ありがたき幸せ！」

　アリアはひたいを地面にこすりつけ、感謝の言葉を述べる。

「地上の愚生物にしては多少見どころのある奴！」

「ありがとうございます」

　ゲパルトゥの評価に彼女は心の底から感謝した。

　意外と扱いやすそうだと思うが、態度には出さない。

　かわりに質問をする。

「偉大なる元帥ゲパルトゥ様。愚劣なる身にお教えください。御身の軍団はどうすれば、地上にお招きできるでしょうか」

「ふむ」

　ゲパルトゥはどこか遠くをにらみつけた。

「忌々しき神どもめ。奴らの結界を破るには、無念だが吾輩だけの力では及ばぬか」

　そうがなりたてるように言うと、視線をアリアに移す。

「貴様らは生いけ贄にえを用意し、儀式をおこなえ。神どもの結界はそれで弱まっていく」

「私どもだけで大丈夫なのでしょうか？」

「逆だ。忌々しいことに、【神々の結界】は貴様ら地上の愚物でしか弱めることができぬ」

　ゲパルトゥは吐き捨てるように言う。

　ゲレールターの話と矛盾があるような気がしたものの、アリアは確認しなかった。

　言っていることが事実であれば、ゲパルトゥはゲレールターよりもはるかに序列が高い。

　当然知っていることは多く、より正確に近いだろう。

「か、かしこまりました。我らは今後、御身の手足となって働く所存にございます。つきましては御身の臣下の末席として加わる栄誉をお許しください」

　アリアは懇願する。

　彼女にとって非常に大事な賭けだった。

「よかろう。我らが王エンデヴィレ様は、ひざまずく者に対しては寛大だ」

　ゲパルトゥは即答する。

「ところで聞きたいことがある。貴様には仲間がいるのか？」

「はい」

　アリアは正直に答えた。

『闇の手』という組織はあまり好きではないが、ここで裏切っても利益はない。

「貴様らの仲間を呼び集めよ。魔界元帥たるこのゲパルトゥが来いと命じたとな」

「はっ」

　アリアはうやうやしく答え、まず《紫眼導師》を呼び出そうと魔術具を取り出す。

　そこへ光の剣が飛んできて、何とゲパルトゥが払ってくれた。

「誰だ？」

　ゲパルトゥが誰すい何かすると、仮面をかぶってフードとマントに身を包んだバルトロメウスが姿を見せる。

「それはこちらの言葉だ。帝国領で何をしている？」

「ば、バルトロメウス……」

　アリアは喘あえいだ。

　彼女は情報を集めて把握していたからこそ、出現した男がバルトロメウスだと看破したのである。

「知っているのか？」

　ゲパルトゥの声を聞いて彼女は勇気を取り戻す。

　かつて地上の大半を制したという魔界元帥なのだ。

　たかが帝国最強の男が勝てるはずがない。

「はい。この国の最大戦力で、地上最強と豪語しているかわいそうな男です」

「ほう」

　アリアの説明にゲパルトゥは愉快そうに笑う。

「どうしてここに？」

「この異様な魔力、いやでも分かる」

　アリアの問いにバルはけわしい声で答える。

「ふっ、地上の下等な愚劣生物にして少しはまともな輩やからが、他にもいたというか？」

「地上の？　やはりお前は魔界の？」

　バルの反応にゲパルトゥは勝ち誇った。

「いかにも！　魔界九元帥が一角！　ゲパルトゥである！」

「元帥？」

「魔界の幹部です、バルトロメウス様」

　いつの間にか転移してきていたミーナが回答する。

「たしか魔界の帝王、四公爵につぐ高位の存在だったかと」

　そしてじろりとアリアをにらむ。

　何の感情もぬくもりもない視線にアリアは屈辱を感じることなく、ただひたすら震えあがった。

「元帥が自力で地上にはい出られるわけがない。貴様が原因だな？」

　ミーナはあっさりと状況を理解したようである。

「ほう、小こ賢ざかしい輩が他にもいるではないか」

　ゲパルトゥは大きく笑って肯定した。

「だが、それがどうした？　貴様らはここで死ぬのだ。冥めい府ふへのみやげに持っていくか？」

　その体から殺気が放出されると、アリアは目をむいて気絶してしまう。

　バルとミーナは平然として受け止める。

「ミーナ、その女性を保護しろ」

　バルは指示を出して一歩前に出た。

「……この者こそおそらく帝国に魔物を襲わせていた集団の、今回の件の元凶もしくは関係者だと思いますが？」

「だからだ。知っていることをしゃべってもらう。手がかりらしい手がかりがなくて困っていたところに、ようやく見つけた証人だ。大切にしないとな」

「かしこまりました」

　ミーナは納得して一礼する。

「フフフフッ！　なかなか愉快な奴やつらだ！」

　ゲパルトゥは笑っているが、顔からは笑みが消えていた。

「貴様ら、まるでこのゲパルトゥに勝てるみたいではないか？」

「勝てるんじゃない。勝つのさ」

　バルは力強く言い切る。

　ゲパルトゥはピクリと肩を震わす。

「ふ、グレゴーに勝ったからと言ってのぼせあがったか？　吾わが輩はいは倒せる相手だと？　無知とは哀れなことよな」

　ゲパルトゥの表情は怒りと屈辱でゆがんでいる。

「グレゴーは元帥の中でも最弱。そして奴の軍団も我ら九軍団の中でも最弱だ。最弱のグレゴーに勝ったくらいで図に乗るなよ」

　ゲパルトゥが魔力を解放すると、地面がゆれて大気が震えはじめた。

「なるほど、相当な魔力だな」

　バルは冷静に分析する。

「力の差に気づいても遅いぞ！　死にゆく前に名乗りをあげよ！」

「いらない」

　バルはそっけなく答えた。

　ゲパルトゥのペースにつき合うつもりはない。

「どこまでも愚かな奴！」

　ゲパルトゥの魔力はさらにふくれ上がる。

「魔力だけで都市の一つくらい吹き飛ばせそうだな」

　とバルは感想を述べた。

「我こそは元帥ゲパルトゥなるぞ！　我が配下は将軍七名、軍団長二十名からなる巨大軍だ。その頂点の力を見よ！」

　ゲパルトゥは叫ぶ。

「こんなのがあと七体もいるとすれば、厄介だ」

　全員同時に相手にした場合だが、とバルは心の中でつけ加える。

「ほざけ、三下がっ！」

　ゲパルトゥが吠ほえると同時に、バルは地を蹴けった。

　絶ぜつ影えい。

　影すら認識できなくなる超絶速度で、ゲパルトゥの背後に回って光の弾を放つ。

「ぬるいわっ」

　ゲパルトゥは振り向きもせず、左手だけで光の弾を打ち払う。

「音速程度は出せるか。地上最強とは名ばかりではないようだなっ！」

　ゲパルトゥは上から目線で評価する。

「だが、その程度で吾輩に勝つなど、笑止千万！」

　ゲパルトゥの爪つめが鋭く伸び、バルの体を捉えようとしたが空を切った。

「ぬっ」

　バルは後方へ跳んだのである。

　そして自分の魔力を解放し、黄金色の光が彼の体を包む。

「こしゃくな」

　ゲパルトゥはまた吠える。

　バルの魔力が先ほどよりも格段にあがったのが、癇かんに障った。

　まるで最初の一撃は探りを入れただけのように感じたからだ。

　まず探りを入れるのは強者にのみに許された行為。

　つまり自分がやるべきことで、地上最強とやらがやることではない。

「身の程を知れ！」

　ゲパルトゥは生意気な仮面の男を叩たたきつぶしてやろうと決意する。

　ゲパルトゥは加速した。

　一秒で三百四十メートル進める速度ではない。

　ゲパルトゥが本気を出せばその二十倍以上の速度に到達できる。

　その爪の一撃はバルにかわされ、追撃で出した蹴りは両腕でガードされた。

「一気に決めてやるつもりだったが」

　ゲパルトゥはそう言って笑う。

「まずは腕からだ」

　笑みが消えたのは、バルが両腕を普通に動かし、無傷だと示したからだ。

「両腕をへし折ったはずが……そうか、貴様は何か【天界の兵器】で武装しているな？　であれば、吾輩相手に自信があったのも当然だ」

　ゲパルトゥはそう言うが、声が震えている。

　まるで無理やり自分自身を納得させたみたいに。

「八神輝レーヴアテイン、ヴァインベルガー、ライヘンバッハ……元帥とまともに戦えそうな面子メンツはほとんどいないな」

　バルはぽつりとつぶやく。

「ほざけ、吾輩はまだ本気ではないわ！」

　ゲパルトゥは雷喝し、さらに魔力を高める。

「一つ聞きたいんだが、お前が倒れたらお前の配下はどうなる？」

「万に一つもありえないが、教えてやろう。その場合は別の元帥の配下におさまるのだ。グレゴーがやられた時は敗残兵どもを組み込んだものよ」

　ゲパルトゥは律義に教えてくれた。

　バルに負けるとみじんも思っていないからだろう。

「お前を倒せば時間稼ぎくらいになるのか」

「フハハハハッ！　貴様の増上慢も貫ければ愉快になってくるものよ！」

　バルの発言に対し、ゲパルトゥは笑う。

「だが、いつまで言えるか試してやろう。これぞ元帥の力ッ！」

　ゲパルトゥは魔力を口に集中させる。

「絶望的に死ねッ！　【ドゥンケル・シュトラール！】」

　口から青みがかった黒い光球を作り出し、巨大なビームとして放出した。

（避よけたら都市が消し飛ぶな）

　バルは迷うヒマなく迎撃を選択する。

「【スプライト】」

　右手のひらに光を集束し、そして同じようにビームを放つ。

　くしくも闇と光のビームの撃ち合いとなった。

　二人の中心部分でしばらくせめぎ合ったが、やがてゲパルトゥのほうが競り勝つ。

「バル様っ？」

　ミーナはほとんど反射的に叫び声をあげる。

　威力のほとんどを削られたものの、ゲパルトゥの【ドゥンケル・シュトラール】はバルの顔に命中した。

「ふ、思い知ったか、我が力を！」

　ゲパルトゥは大いに勝ち誇る。

　威力が殺されたのは気に入らないが、全力同士で勝ったという事実は彼のプライドを満足させた。

　光が晴れた時、バルは無事立っていたが仮面が壊れて地面に落ちる。

　フードも外れてしまった。

「私の仮面とフードが……こんな事態になるとはな」

　バルの嘆きを聞いたゲパルトゥは、自身の勝利を確信する。

「ふっ？　フードと仮面が実は天界級の装備だったわけか？　それが壊されては絶望するのは当然だな」

　バルが強かった理由にも納得がいった。

【天界の兵器】はかつて地上の生物が魔界と戦うため、天界の神々が与えた品物だ。

「装備を失った貴様にもう勝ち目はあるまい。覚悟しろ！」

　ゲパルトゥが吠えた時、少し前に意識を取り戻していたアリアは、やはり魔界の元帥のほうが強いのだと思う。

「バル様」

　一方でミーナは複雑そうな顔をする。

　何も知らない者が見れば、バルの危機におびえていると誤解しただろう。

「やむを得ないか。魔界の元帥は強い」

　とバルは言う。

「思い知ったかっ！　だが、遅すぎるわ！」

　ゲパルトゥはとどめの一撃をくり出そうと、魔力を集め出す。

　その瞬間、バルの体から強烈な光が放たれ、ゲパルトゥの左腕が消し飛ぶ。

「えっ？」

　ゲパルトゥは何が起こったのか、理解できなかった。

「な、何だ？」

　ゲパルトゥは混乱からすぐには立ち直れない。

「【天界の兵器】か。地上にはそのようなものがあるのか？」

　バルはおだやかな声でたずねる。

「聞いたことはある程度ですね」

　ミーナが後ろで答えた。

「ミーナも知らないのか。それだと探すのは大変だな」

　どうしたものかと悩むバルの姿を見て、ゲパルトゥは激げき昂こうする。

「な、なめるなよ、人間！　今のは不意を突かれただけだ！」

　彼は自分が劣っていると否定した。

　いや、信じたくなかった。

「どういう仕組みか知らぬが、二度は通じないと思えっ！」

「仕組みで言うと、私の仮面とマントは本来の力を封じ込めるためのリミッターだ」

　唾つばを飛ばさんばかりにわめくゲパルトゥに、バルは事実を教えてやる。

「り、リミッター？」

　と言ったのはアリアだ。
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「そ、そんな、うそでしょ？」

　リミッターをつけた状態で魔界の元帥と互角。

「そ、そんなのただのバケモノじゃない」

　アリアは真っ青になってうめく。

「バケモノ？　英雄の間違いだろう」

　ミーナがじろりとにらみ、訂正を要求する。

「ふ、ふざけるな」

　ゲパルトゥの声が怒り以外の感情で震えた。

「認めぬぞっ！」

　彼に対してバルはゆっくりと力を解き放つ。

　今まで押さえつけていた分、解放感があった。

「奴やつの魔力が風なら、バルトロメウス様のものは太陽だな。地上の隅々まで温かい光を施す」

　とミーナが評価する。

「えっ？」

　アリアは思わず声を漏らしたが、ミーナの圧力に屈する。

「くっ……馬鹿な」

　アリアと違い、ゲパルトゥはまだ認めなかった。

「認めん、認めんぞ！」

　吠ほえるゲパルトゥは右腕に魔力を集めて殴りかかろうとする。

　拳を突き出した直後、右腕が斬きり落とされた。

「み、見えない……」

　激痛とともにゲパルトゥはうめく。

　最大で一秒で八千メートル進むほどの速度を出せるはずの自分が、認識すらできないほどの速さをバルは出している。

「こ、こんなことが」

　ゲパルトゥはようやく認めざるを得なかった。

「リミッターを外さなければ元帥とは互角で、二つ外せば圧勝できるわけか。いい情報を得られたな」

　バルは冷静に分析する。

「バルトロメウス様がリミッターを外さなければ互角というあたり、魔界の元帥もなかなかやるものだ。ギーゼルヘールでは勝てないかもしれない」

　とミーナは評価する。

「魔界の元帥が完全に見下されている……」

　アリアは信じたくなかった。

　魔界の元帥を召喚できた時点で勝ったと思った。

　それが規格外の存在のせいで粉砕されてしまった。

「おのれおのれおのれ」

　とわめくゲパルトゥは特に見せ場もなく、バルが作り出した光の剣で斬られてしまう。

「ギャアアアアッ！」

　断末魔の声とともにゲパルトゥは消滅する。

「……何もなかったな」

　バルはつぶやく。

「不思議ですか、バル様？」

　ミーナに問われて彼は振り向いた。

「ああ。まだ外していないリミッターがあるからな」

「バルトロメウス様がそれだけお強いということでしょう」

　ミーナはそれでいいのだと思っているようだ。

「そうだな。敵が強いよりは、弱いほうがありがたいしな」

　バルはうなずいてから視線をアリアに向ける。

「ひっ……」

　アリアは目を閉じた。

　相手は魔界元帥すら完敗した最強の男。

　自分の命運は尽きたと覚悟を決めるしかない。

「こ、殺しなさい」

「ダメだ。知っていることを話せ。そうすれば楽に死ねるぞ？」

　ミーナはすごまなかったが、アリアが圧力を感じるには十分すぎた。

「少し待て、ミーナ」

　バルはそんな彼女を制止する。

　ミーナは若干不満そうだったが、一歩下がって彼に譲った。

「見た感じ、平凡な女性だな。なぜこのような道を？」

　バルの問いは純粋なものだった。

　だからこそアリアの神経を逆なでしてしまう。

「お前たちに何が分かる！　豊かな土地、強い軍隊、有能な君主がそろう国に運よく生まれたお前たちに、私の気持ちが分かるものかっ！」

　ほとんど反射的に彼女は叫んでいた。

　鬱うつ屈くつしていた思いが熱を帯びて、彼女の口から飛び出す。

「私たちは親に捨てられ、誰にも助けられず、生きていくしかなかった！　生きるための選択肢がなかった！　正しくない道だったことくらい分かっている！　でも、正しい道を選ぶ自由なんてなかった！」

　やがて怒りは消えて、悲しみと涙がこぼれる。

「好きでやったわけじゃない。好きなことをすることができなかったんだから……」

　アリアはうつむき、肩を震わせて泣く。

「それが遺言かな？」

　ミーナは小声でつぶやいたが、バルに目で制止される。

「私たち？　他にも誰かいるのか？」

　バルの問いにアリアはハッとなった。

「仲間か、それとも家族でもいるのか」

　ミーナの冷たい声にアリアは震えあがる。

「や、やめて、あの子は何も悪くない。まだ小さいの。悪いのは私だけなのよ！」

　何とか訴えを聞いてもらおうと必死になった。

　バルは一瞬悩み、ちらりとミーナを見る。

　ミーナはうなずいてしゃがみこんでアリアに耳打ちした。

「貴様の態度しだいだな。貴様がバルトロメウス様に協力するならよし。さもなければ……」

　意味ありげに最後まで言わない。

　アリアにとってこの発言は、冷酷で無慈悲な死神のものに響く。

「きょ、協力するわ。何を話せばいいの？」

　アリアの反抗心は砕けてしまった。

　今の彼女は幼い妹の破滅を回避することで頭がいっぱいになっている。

「まずは君が守りたい存在を保護しよう。どこにいる？」

「えっと……」

　アリアは口をつぐむが、すぐに自分の立場を思い出して話す。

「【土隠れの家】という魔術具に」

「なるほど、地下に拠点を作り出すタイプだったか」

　ミーナはすぐに理解した。

「我々エルフでも作れる者がほぼいない希少価値のある代物ですね」

　バルに説明してから彼女はアリアに向きなおる。

「どこにいる？　バルトロメウス様のご意思だ。保護してやる」

「保護？　本当にどうやって？」

　アリアはすぐに飛びつかなかった。

　中途半端に冷静で頭が回ることが、自分でもいやになる。

　それでも妹の安全のためだと思えば、聞くしかない。

「皇帝陛へい下かに掛け合って、移民として受け入れてもらう」

　バルの回答に思わず失笑するが、その瞬間ミーナに殺気を飛ばされて再び震えあがる。

「よせ、ミーナ」

　バルの声でミーナの殺気は霧散した。

「私はこの国に攻撃をしかけたのよ？　許されるの？」

　アリアはさぐるような目でバルを見る。

「知っていることをすべて話してもらう。それが最低限の条件だ」

　バルは落ち着いて答えた。

　まずは彼女の警戒心を解く必要がある。

「それで許されるの？　私は取り返しのつかないことをしたわ。殺されるんじゃないの？」

「我々は反撃しようにも手がかりがなかった。つまり君は手柄を立てることになる。それをもって罪を消し、特別に移民として受け入れられるわけだ」

「……それだけじゃ弱いんじゃない？」

　バルに言われても、アリアはすぐには信じられないようだ。

　バルはゆっくりと言い聞かせる。

「君の存在は他の大陸で苦しむ人を知らせることになる。君が帝国にとって理想的な移民となれば、新しく移民を受け入れてもいいのではないかという声が起こるだろう。そうすれば君の言う人々も救えるのだ。君がきっかけで」

「……私がきっかけで？」

　アリアは目をみはった。

　ゆっくりとバルの言葉を反はん芻すうする。

「考えたこともなかったわ。犯した罪は消えない。一生背負って苦しむんだとばかり」

「罪は消えなくてもつぐなうことはできる。やり直すこともできる」

　バルは励ますように力強く言う。

「……私にできるのかしら」

[image: ]

「できるかどうかではなく、やるかやらないかだと思う。人の受け売りだが。君がつぐなう気持ちを持つかぎり、私が味方になろう」

「分かったわ」

　アリアは迷いが消えた顔でうなずき、ゆっくりと立ち上がる。

　そしてミーナを見た。

「あなたは止めないの？　きっと反対の声が上がるわよ」

「他の価値観を否定して笑うしか能がない愚か者が騒ぐのは、風が吹いて草木が揺れるようなもの。気にするだけ無駄だ。そのような愚物をいちいち気にしていては何もできないだろう」

　ミーナは淡々と答える。

　その冷たい苛か烈れつさにアリアはひるむ。

「つ、強い……」

　何という心の強さだろう。

　強ければこのように強い心を持てるのだろうか。

　少しだけ羨せん望ぼうに似た気持ちを抱く。

「それで【土隠れの家】はどこにあるんだ？　我々が行ってもいいのか？」

　バルに聞かれ、アリアは思考を切り替える。

「【土隠れの家】は森の中よ。私か《紫眼導師》じゃないと起動させることができないわ」

「《紫眼導師》？」

　知らない名前だとバルが聞きとがめた。

「【魔界の民】の召喚に成功した魔術師よ。総裁の信頼が組織の中でも篤あついわ」

「そんな奴やつがいたのか」

　バルは目を丸くすると同時に、どこか納得もする。

「そいつとそいつが召喚した【魔界の民】を始末すればいいわけか」

　ミーナのエメラルドの瞳が冷酷に輝く。

「当面の目標は決まりだな」

　バルがそう言って、無言でミーナをうながす。

「さあ、案内しろ。もしかしたらその《紫眼導師》とやらが妹を連れ去るかもしれないぞ」

　ミーナに指摘されてアリアはハッとなった。

　その可能性はまったく浮かんでなかったらしい。

　アリアは大あわてで【転移コイン】を使った。

　ミーナは当然という顔をして転移魔術で彼女についていく。

「うそ、ついてきたの？」

　逃げ切れると思っていなかったが、このような展開は信じられないとアリアは絶句する。

「何、ただの【転移追跡】という魔術だ」

　ミーナはこともなげに言った。

「【転移追跡】？　たしか一級相当の超高等魔術だって……」

　アリアは目をむく。

　彼女は知識としてミーナが《断罪の女神》と呼ばれていると知っていたが、実際の魔術の術力を知ったのは初めてである。

「それにしても狭いな」

　ミーナはアリアと密着するような状況を不満そうに、左右を見回す。

「そういう場所じゃないと、バレやすいでしょ」

「たしかにな」

　ミーナは肯定する。

「いずれにせよ地上の生物だけでは困難なことを、貴様がいた組織はやっていたわけだ」

「まるで地上の生物のことなら、何でも知っているみたいね」

　アリアは引っかかったが、ミーナは答えなかった。

　バルがいてもこわかったのに、近くにいないとなると非常に恐ろしく感じる。

　アリアは勇気を奮い起こし、【土隠れの家】を起動させた。

「これだとあると想定して探知しないと探しづらいな」

　ミーナは地下への入り口を見ながら評価する。

「リリッ！」

　アリアはたまりかねて地下への階段を下りていく。

「うん？」

　ミーナは素早く周囲を見て、さらに探知魔術を発動させる。

「反応はなし……気のせいで片づけないほうがよさそうだな」

　もともと油断していなかった彼女はさらに警戒心を強めてアリアの後を追った。







エピローグ




《紫し眼がん導どう師し》は額に浮かんだ汗をぬぐい、深々と安あん堵どの息を吐き出す。

　彼はゲパルトゥの出現を感知すると同時に、遠くに避難していた。

　八神輝レーヴアテインが勝つ可能性を考慮してのことで、禍まが々まがしい魔力が消えて自分の懸念が正しかったと分かった時は、複雑な気持ちになったものである。

「ふーっ、まさかあのヴィルヘミーナが同行するとは……」

　彼が離れた場所から理解しているのは、【土隠れの家】に接近した者の魔力を感知する機能があり、彼がそれを把握しているからだ。

《紫眼導師》はできればアリアと妹を回収、もしくは殺して口を封じたい。

　しかし、ミーナが近くにいると返り討ちにされる未来しか見えなかった。

「何せ探知されないためには、軽く百キロは離れないといけないというふざけたバケモノだ。あきらめたほうがよさそうだな」

　アリアはおそらく知っていることを話してしまうだろう。

「だが、アリアが知っている拠点は少ない。別の拠点に移せばすむ」

　アリアたちの保護を優先するならば、逃げる時間は生まれる計算だ。

「見ていろよ、帝国。今は無理でもいつかは滅ぼしてやる。必ずだ」

　怨おん念ねんがこもった声を吐き出し、《紫眼導師》は【転移コイン】を使う。




　一方、ミーナの感情のこもらぬまなざしの前で、姉妹は抱き合っていた。

「おねえちゃん、どうしたの？」

　アリアは涙ぐみ、リリのほうは不思議そうである。

「ううん、何でもない。これからまた別のところに行くかもしれないけど、いい？」

「おねえちゃんがいっしょならどこでもへいきだよ」

　リリの無邪気な笑顔がアリアの胸をうつ。

　リリの視線がミーナへと移る。

「おねえちゃんのおともだち？」

「違うが、友達になれるかもな」

　答えたミーナの声も表情も優しく、アリアはぎょっとなった。

「どうした？」

　アリアに向ける表情はいつもどおり冷淡なものである。

「いえ、何でもない」

　先ほどの光景は幻覚か何かかと思うことにした。

「さ、ここから離れましょ」

　アリアは焦る。

　ミーナがついていると言っても、彼女の不安はぬぐいきれなかった。

「うん」

　リリは不思議そうにしながらも逆らわない。

　姉がこう言うのも事情があるのだと幼いなりに理解しているらしかった。

「利口な子だな」

　と言ったミーナの表情はやはり優しい。

（もしかして、子どもには優しいのかしら？）

　アリアはそう思いいたる。

　意外と言えば意外なのだが、少しだけミーナに親近感を抱けそうだ。

「おみずとごはんは？」

　リリは家の外に出た時にたずねる。

　日ごろ、アリアに気をつけろと言われていることを覚えているのだ。

「私たちが何とかしよう」

　ミーナは優しく声をかける。

「だから安心してついてきなさい」

「えっと」

　リリはとまどってじっとミーナを見つめた。

　そしてこくりとうなずく。

「は、初めてだわ」

　アリアは思わず声を漏らした。

「何が？」

　問いかけるミーナの声はリリの目があるからか、あまり鋭くない。

「リリが人見知りをしないのは」

「そうか」

　ミーナはそっけなく応じ、転移魔術でまとめてバルの下に移動する。




「わあっ？」

　突然の展開にリリはびっくりしただけだった。

　そして姉の後ろに隠れながらも周囲をきょろきょろ見回す。

　だが、アリアはたまらずミーナに抗議した。

「ちょっと、いきなりは止やめて。反動がきたらどうするの」

「ただいま戻りました」

　ミーナはそれを無視し、バルに報告する。

「うん？　何かいいことがあったか」

　バルは彼女の表情を見て、若干うれしそうに頰がゆるんでいると見抜く。

「あとで」

　ミーナは小声で答えた。

　バルはちらりとリリを見て、なるほどとつぶやく。

　リリはバルの視線を感じてアリアの後ろに隠れてしまう。

「保護するのは二名か」

「お世話になります」

　アリアがこわばった顔で頭を下げると、リリもそのまねをする。

「ああ、引き受けた」

　バルは二人に背を向けると、ミーナが横に並ぶ。

「ここから巻き返しだな」

「はい」

　ミーナはうなずいた。







あとがき




　おかげさまで３巻を出すことができました。これもひとえに皆様のおかげです。

　本当にありがとうございます。

　温泉っていいですよね。

　朝夕ウォーキング以外はだいたい座って仕事をしていて、そのせいかコリがひどいのですが、ほぐれていく感じがします。

　お風呂は正直好きというわけではなくて惰だ性せいで入っているのですが、温泉は好きという我ながらよく分からない性格をしています。

　何なんでしょうね。

　不思議なものです。

　これも温泉が持つ魔力というものでしょう。

　ぶん投げた気がしますが、真ま面じ目めに考察しても誰も得しない展開にしかならないでしょうから、お許しください。

　温泉以外に私が好きなものと言えば鉄道です。

　サンダーバードにはこの間初めて乗りまして、テンションがあがりました。

　広島電鉄にも乗る機会があったのですが、こっちは久しぶりでした。

　久しぶりでもいいものですね。

　機会があればもっとローカル路線に乗りたいものです。

　しかし、全国各地のローカル路線に乗る機会なんて、そうそうないのが残念です。

　全国ローカル路線乗りまくりツアーがあれば私は歓喜するのですが、おそらく鉄道好きしか応募しないでしょうし……難しいですね。

　末文になりますが恒例の謝辞を。

　担当のＫ様、いつもお世話になっております。

　イラストレーターの桑くわ島しま黎音れいん様、今回もすばらしいイラストをありがとうございます。

　校正様、デザイナー様もいつもご助力頂いております。

　出版事業というものは、一冊あたりに大勢の方が携わっているのだと、作家になってみて初めて目にしました。

　できれば４巻でもお会いしたいものです。

　三月よりコミカライズが始まっておりまして、とても素敵な作品になっておりますので、ぜひご一読ください。

　それでは。


二〇一九年三月　相あい野の仁じん　







































日にち常じようではさえないただのおっさん、

本ほん当とうは地ち上じよう最さい強きようの戦せん神しん３








相あい野の 仁じん
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